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序

本庄市においては、昨春、新幹線本庄早稲田駅が開業し、今後ますますの飛躍が

期待されていますが、交通の要衝としての当市の歴史は古く、江戸時代には中山道

の中心的な宿場町として大いに繁栄したことがよく知られています。また、中世に

おいては山内上杉氏による「五十子陣jの設営に見られるように、上野・武蔵間の

連絡路確保のための重要な軍事拠点となり、また、古代においては渡来人がつくっ

たとされる公卿塚古墳出土の埴輪が示すように、遥か朝鮮半島との交渉もあったこ

とが想定されています。そうした歴史的背景をもっ本庄市は多くの貴重な埋蔵文化

財にめぐまれ、本圧台地を中心に旧石器時代から近世まで多様な遺跡が分布してい

ます。

本書に報告した四方田遺跡・久下東遺跡の調査は、ともに小規模な範囲にとどまっ

ていますが、出土遺物も豊富で多くの重要な資料をえることができました。また、

付近ではこれまでにも住居跡が発見されていることから、周辺には相当に大きな集

落跡が展開していることが窺えます。

とくに四方田遺跡は、 5世紀の拠点的な集落跡であったと考えられますが、この

時代は児玉地域一帯で低地部の集落遺跡が急増する時期であり、同時に低地部の開

発が著しく進展した期間でもありました。現在、大久保山北麓に広がる集落とそれ

を取り巻く水田地帯の景観は、おおよそこの頃に形づくられたものであり、 5世紀

の水田開発は現代的景観にもつながる歴史的事業でもあったと評価できます。一方、

久下東遺跡は律令時代の集落跡で、最近まで、市内各地に残っていた条里水田が整備

された頃の主要な村落のひとつと考えられます。 これらふたつの遺跡は、現在の四

方田地区や北堀地区の村落形成が、千年以上前にさかのぼることを証明する郷土の

貴重な文化財といえましょ う。

今後は、本書が学術研究の発展に資する とともに、 一般にも広く活用されること

によって郷土史への関心や埋蔵文化財への理解が一層深められることを願ってやみ

ません。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、ご指導、ご教示を賜りました方々、

現地調査にご協力いただいた関係諸機関、各位に心よりの御礼を申し上げます。

平成17年3月

本庄市教育委員会

教育長福島 巌





し 本書は、個人専用住宅建設に伴い、国庫補助事業「市内遺跡発掘調査等事業」として実施した発掘調査

および試掘調査の報告書である。

2.調査は、本庄市教育委員会が調査主体となり実施した。

3.各調査地点の所在地および調査対象面積は以下のとおりである。

例

90m' 

244m' 

118m' 

187m' 

埼玉県本庄市大字四方田字屋敷前258番地

埼玉県本庄市大字四方田字屋敷前239-3番地

埼玉県本庄市大字四方田字屋敷前257 1番地

埼玉県本庄市大字北堀字久下東1308番地

四方田遺跡II次調査地点

四方田遺跡III次調査地点

四方田遺跡IV次調査地点

久下東遺跡II次調査地点

3.各調査地点の調査期間は以下のとおりである。

－現地調査

平成5年1月20日

平成5年 1月22日

平成6年12月22日

平成5年8月11日

平成17年3月20日

至

至

至

至

至

平成4年11月16日

平成5年1月21日

平成6年10月12日

平成5年6月24日

平成16年4月1日

自

由

自

自

白

四方田遺跡II次調査地点

四方田遺跡III次調査地点

四方田遺跡IV次調査地点

久下東遺跡II次調査地点

．整理調査

4.現地調査は本圧市教育委員会社会教育課太田博之が担当した。

5.整理調査は太田が担当した。

6.調査記録 ・出土遺物の整理、図版の作成は太田ならび、に本庄市教育委員会社会教育課松本完が行った。

遺物の写真撮影は松本が担当した。

8.本書の編集は太田が担当した。

9.本書の執筆はII-C-3-i、IVを松本が担当し、その他を太田が担当した。

10.本書に掲載した出土遺物観察表の作成は松本が担当した。

11.本書に掲載した出土遺物、遺構および遺物の実測図ならびに写真、その他本報告に関係する資料は本庄

市教育委員会において保管している。

12.石器 ・石製品の石材鑑定は埼玉県立本庄高等学校教諭中村正芳先生にお世話になった。

13.発掘調査から整理調査、報告書の刊行に至るまで、以下の方々から貴重な御助言、御指導、御協力を賜っ

た。ご芳名を記し謝意を表する次第である。（順不同 ・敬称略）
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彰生
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鳥羽政之

金子彰男

徳山 寿樹

岡本幸男

誠

勲

田村

矢 内

大熊季広

外尾常人

丸山陽一

荒 川正夫

鈴木徳雄

｛修丸山



14，本報告に関係する各遺跡の発掘調査、整理調査及び報告書刊行にかかる本庄市教育委員会の組織は以下

のとおりである。

－平成4年度（四方回遺跡II• III次調査）

教育長塩原暁

事務局長金井善一

社会教育課長坂上英夫

課長補佐吉田敬一

文化財保護係長長谷川 勇

文化財保護係増田一裕

太田博之

佐藤好司

遠藤優子

調査担当者太田博之

・平成5年度（久下東遺跡II次調査）

教育長塩原暁

事務局長金井善一

社会教育課長中島正和

課長補佐吉田敬一

文化財保護係長長谷川 勇

文化財保護係増田一裕

太田博之

佐藤好司

遠藤優子

調査担当者太田博之

－平成6年度（四方田遺跡IV次調査）

教育長塩原暁

事務局長荒井正夫

社会教育課長中島正和

課長補佐吉田敬一

文化財保護係長長谷川 勇

文化財保護係増田一裕

太田博之

佐藤好司

遠藤優子

調査担当者太田博之

－平成16年度（整理調査 ・報告書刊行）

教育長福島巌

事務局長揖斐龍一

社会教育課長吉田敬一

課長補佐桜場幸男

向 上野良一

文化財保護係長吉田 稔

太田博之

斉藤みゆき

臨時職員松本完

同 逆井洋美

調査担当者太田博之



凡例

1.本書所収の遺跡全体図におけるX・Y座標値は国土標準座標第IX系に基づく。

2.各遺構における方位針は座標北を示す。

3.本書掲載の遺構図ならびに遺物実測図の縮尺は、原則的に以下のとおりである。

［遺構図］

遺構平面図… 1/30・1/60

土層 ・遺構断面図一・ 1 /30・1/60 

［遺物実測図 ・拓影図］

弥生土器（拓影図）… 1/3

S 字聾（拓影図）… 1/3 

土 師器… 1/4

石器… 1/1・1/2 

石製品… 1/ 2 

その他のものについては、個別にスケールを示した。

4.遺構断面図の水準数値は海抜を示す。単位はmである。

5.遺構断面図のスクリーントーンのうちストライプは地山のローム層を示し、アミは貼床層を示す。

6.観察表中の遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 ・財団法人色彩研究所色票監修の新

版 『標準土色帖j2000年版によった。

7.本書で使用した地形図は国土地理院発行 1/25,000「本庄」に加筆したものを用いた。

8.本書で使用した位置図は本庄市発行「本庄市都市計画図」 1/2,500に加筆したものを用いた。

9.本書の引用 ・参考文献は巻末に一括して記載した。
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I 遺跡の環境

1 地理的環境

本圧市の地形は利根川右岸に広がる低地と、市街地をのせる台地とに区分される。低地部には利根

川の氾濫による自然堤防が発達し、同川沿いに妻沼低地、加須低地へと連続している。いっぽう、台

地部は身馴川扇状地と神流川扇状地との複合地形からなり、本庄台地と呼称され、立川期に対応する

ものとされる。身馴川扇状地は西側を第三系の残丘である生野山、 大久保山といった児玉丘陵に、東

側を松久丘陵、櫛引台地によって画され、身馴川、 志戸川などが北東方向へ流れている。河川の周辺

は沖積化が著しく 、自然堤防状の微高地が発達し、遺跡の多くはこの上に立地している。神流川扇状

地は群馬県鬼石町浄法寺付近を扇頂部とし、扇端部は児玉郡上里町大字金久保から本庄市大字鵜森に

かけて広がっている。この扇状地を開析して流れる中小河川には女堀川、 男堀川などがあり、周辺に

は沖積地の形成が顕著である。本書に報告する四方田遺跡および久下東遺跡は、沖積地化の進行した

大久保山北方の平地部に所在している。

四方田遺跡は本庄台地上を北東に流れる女堀川と男堀川に挟まれた微高地上に位置する。周辺の低

地帯は現在水田として利用され、微高地上は畑地および現集落としての土地利用がなされている。四

方田遺跡はこの微高地の南半を占め、本書に報告するII・IV次調査地点は遺跡のほぽ中央に位置する。

いっぽう、久下東遺跡は、四方田遺跡の東方約2.5kmの地点にあり、女堀川と男堀川に挟まれ、東西

に細長くのびた微高地上に所在する。この微高地上には、大字東富田から大字北堀にかけて東西約2

kmにわたって集落遺跡と古墳群が断続的に連なり、久下東遺跡はこの東西に連続する遺跡群のほぼ中

間点に位置する。

2 歴史的環境

四方田遺跡および久下東遺跡周辺における縄文時代以降の遺跡について略述する。なお、（ ）内の

番号は、図1の遺跡番号に一致する。

縄文～弥生時代の遺構を残す遺跡はきわめて少ない。四方田遺跡の北東の位置にある西富田前田遺

跡（ 3 ）は、縄文時代中期後半の小規模な集落跡で、女堀川右岸の微高地に占地する。弥生時代の遺

跡は宥勝寺北裏遺跡 （22）、大久保山遺跡（27）、 山根遺跡（25）、雷電下遺跡 （26）など大久保山丘陵

とその周辺の緩傾斜地にやや散漫な分布を見せているにとどまる。ただし古墳時代以後の遺構の覆土

中に、縄文 ・弥生土器片や石器類を検出する事例がしばしばあり、かつて存在した縄文 ・弥生の遺跡

が古墳時代以降の諸開発に伴う撹乱を受け、その後地表面の風化等の浸食作用により浅い遺構が消滅

していったというような事情も考えられよう。

古墳時代前期の集落としては、女堀川流域の低地帯に西富田・四方四条里遺跡（ 4 ）、後張遺跡（ 6）、

飯玉東遺跡（ 7)、今井条里遺跡（ 8）、 地神遺跡（ 9）、塔頭遺跡 (10）、川越田遺跡 (13）、雷電下遺

跡（26）、大久保山丘陵北麓側の男堀川流域に下回遺跡（17）、七色塚遺跡 (18）、久下東遺跡（ 2）、

久下前遺跡（21）などが分布している。この段階の集落は後張遺跡を除き比較的小規模である。

上記の集落は、古墳時代中期へと連続する事例も見られるが、中期に至って新たに展開する集落も

1 



多い。九反田遺跡（5）、笠ヶ谷戸遺跡（29）、雌濠遺跡（30）、夏目遺跡（36）を中心とする西富田遺

跡群などの遺跡が代表的なもので、四方田遺跡 (1）もそうした遺跡のひとつである。古墳時代中期

は四方回 ・久下東遺跡周辺に限らず女堀川流域の全域で集落遺跡の数が急増し、集落規模も大きくな

り、さらに住居跡の密集度も高くなる。これらの遺跡の増加現象は、広域的な濯概施工を伴う大規模

な耕地の開発と連動するもので、縄文時代以降、地域的景観のもっとも大きく変容した時代であろう。

古墳時代後期は中期の集落から連続あるいは隣接するものが多く、顕著な移動を伴わず耕地と集落

立地の関係が比較的安定していた時代と見られる。集落の規模も大きなものが目立ち、さらに古墳時

代終末期へと継続的な居住が認められる。古墳時代中期の大規模集落のひとつである後張遺跡も、西

南方の今井川越田遺跡へと移動したことが想定されているが、中心的集落としての位置にこの時期に

も変化はないようである。

律令期は集落の再編が施行された時期と思われ、四方田 ・久下東遺跡周辺の遺跡はやや不明瞭であ

る。しかし、 9世紀以降は再び活発な集落の展開が認められるようになる。久下東遺跡は貧弱ながら、

女堀川 ・男堀川沿いの微高地に立地するこの段階の主要な遺跡のひとつである。同時期の遺跡として

は、ほかに、観音塚遺跡（20）や久下東遺跡に連続する久下前遺跡（21）などがある。

10世紀後半以降になると集落遺跡は著しく減少し、東本庄遺跡（40）などで少数の住居が確認され

ているのみである。

ところで、古墳時代前期以降、低地帯への着実な展開を見せる集落遺跡の動向を反映して、墳墓の

造営も活発に行われている。。方形周溝墓は飯玉東遺跡（ 7 ）、諏訪遺跡（37）、大久保山遺跡浅見山 I

地区（27）、塚本山古墳群（d）になどにおいて知られ、 一定の墓域を設定しつつ群在する傾向を示す。

古墳は方形周溝墓に並行して造営が開始され、早くも前期のうちに、鷺山古墳（a）が女堀川中流の

小丘陵上に出現する。全長60mを測る前方後方墳で、県内最古とされる有力な前期古墳のひとつであ

る。また、大久保山丘陵の尾根状に占地する前山 1号墳（b）も、前期の前方後円墳の可能性が考え

られている。

古墳時代中期には久下東遺跡の至近に公卿塚古墳（ C）が築造される。径60mの大型円墳で格子タ

タキ技法による埴輪をもち、石製模造品の出土が知られている。格子タタキ技法による埴輪について

はこれまでにも初期須恵器、半島系軟質土器などとの系譜的な関係が論じられ、製作に渡来系工人の

関与があった可能性は高い。古墳時代中期後葉には古式群集墳も形成を開始する。塚本山古墳群（d) 

の塚本山73・77号墳、塚合古墳群（e）の本庄東小学校1・2号墳（径12m）、旭 ・小島古墳群（ f) 

の三杢山2号墳、向上前原5号墳など10～20m前半台の小型円墳で、 IV式の2条突帯3段構成の円筒

埴輪を樹立し、 TK208段階並行の土器を伴う。西五十子古墳群（g）、東五十子古墳群などはやや遅れ

て成立し、 V式の円筒埴輪と TK23・47段階並行の土器を出土する群集墳である。

後期に入ると、塚本山古墳群、旭 ・小島古墳群、西五十子古墳群、東五十子古墳群などにも横穴式

石室を埋葬施設とする小型円墳が認められ、古式群集墳中に混在もしくは隣接するように群在する。

また、首長墓として塚合古墳群の大林二子山古墳、旭 ・小島古墳群の下野堂二子塚古墳などの60m級

の大型前方後円墳も見られるようになる。
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1.四方回遺跡 2.久下東遺跡 3.西富田前田遺跡 4.西富田 ・四方田条里遺跡 5.九反田遺跡

6.後張遺跡 7.飯玉東遺跡 8.今井条里遺跡 9.地神遺跡 10.塔頭遺跡 11.一丁田遺跡 12.今井北廓

遺跡 13.川越田遺跡、 14.梅沢遺跡 15.東牧西分遺跡 16.今井川越田遺跡 17.下回遺跡 18.七色塚遺跡

19.元富遺跡 20.観音塚遺跡 21.久下前遺跡 22.宥勝寺北裏遺跡 23.宥勝寺裏埴輪窯遺跡 24.東谷遺跡

25.山根遺跡 26.雷電下遺跡 27.大久保山遺跡 28.大久保山寺院跡 29.笠ヶ谷戸遺跡、 30.雌濠遺跡

31.南大通り線内遺跡 32.薬師元屋舗遺跡 33.社具路遺跡 34.西富田新田遺跡 35.二本松遺跡 36.夏目遺

跡 37.諏訪遺跡 38.久城前遺跡 39.下廓遺跡 40.東本庄遺跡 a.鷺山古墳 b.前山l号墳 に 公卿塚

古墳 d.塚本山古墳群 e.塚合古墳群 f.旭 ・小島古墳群 g＿西五十子古墳群

図l 周辺の主要遺跡分布図
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II 四方田遺跡の調査

四方田遺跡は古墳時代の集落と古墳によって構成される遺跡である。集落の存続期間は古墳時代前

期から後期にまで及ぶが、住居跡の数は中期にもっとも多く、前・後期はこれに比べて少ない。今回

報告のII～IV次調査地点とこれに先行する I次調査地点で検出している遺構の総計は、住居跡34軒、

古墳1基、溝5条、河川跡1条である。住居跡は皿次調査を除く各地点で認められ、比較的規模の大

きな集落となることが予測される。住居跡相互の重複も顕著で、ある。古墳はI次調査地点の調査区西

方で確認されている。出土した埴輪から古墳時代後期に該当し、集落の盛期に遅れて築造されている。

周辺ではほかにも埴輪の採集される地点があり、小規模な古墳群を形成すると考えられる。

II ぷ
図2 四方田遺跡調査区位置図
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A 四方田遺跡II次調査

1 調査に至る経過

平成4年11月6日、本庄市大字四方田字屋敷前365番地の土地365ばにおいて個人専用住宅建設の開

発計画があり、この土地にかかる 『埋蔵文化財所在および取扱いについてJの照会が本圧市教育委員

会あて提出された。当教育委員会において埼玉県教育委員会発行の『本庄市遺跡分布地図』をもとに

埋蔵文化財の有無を確認したところ、同地は四方回遺跡、（53077）の範囲に含まれることが明らかと

なった。同地はまた昭和61年度に、県営ほ場整備事業児玉南部地区の実施に伴い、本庄市教育委員会

が調査を行った四方田遺跡I次調査地点の北側に隣接し、遺構の存在する可能性がきわめて高いと判

断された。

本庄市教育委員会では以上の状況をふまえ、平成4年11月6日付け本教社発第309号にて事業主体者

あて 『埋蔵文化財の所在について』の回答を送付し、

し照会のあった土地については四方田遺跡（53-077）の範囲内に所在することから現状保存が望ま

しし亙こと

2.やむを得ず現状変更を実施する場合は、文化財保護法第57条の 2の規定により、文化庁長官あて

『埋蔵文化財発掘届』を提出し、事前に記録保存のための発掘調査を実施すること

3.本回答後は関係機関との協議を徹底すること

の旨を伝達した。

しかしその後、他に住宅建設の適地がなく、やむをえず記録保存のための発掘調査を前提として、

住宅建設部分にかかる90m＇について、遺跡の範囲確認を目的とする試掘調査を実施することとなった。

試掘調査は平成4年11月16日から11月20日までの期間で行われた。その結果、現地表から約0.6mの深

さで古墳時代の住居跡と考えられる遺構が全体に分布していることが明らかになり、遺物も土師器 ・

須恵器片を中心に各所でまんべんなく検出された。このため、本庄市教育委員会では直ちに試掘調査

から発掘調査に切り替え、住宅建設部分について、記録保存を目的とした全面発掘調査を行うことと

した。

発掘調査のための手続きについては平成4年11月25日付けで事業主体者から文化財保護法第57条の

2第1項の規定による埋蔵文化財発掘の届出が提出され、本庄市教育委員会ではこれを受けて、平成

4年11月27日付け本教社発第334号にて同届出を埼玉県教育委員会あて進達するとともに、文化財保護

法第98条第1項の規定による埋蔵文化財発掘調査の通知を埼玉県教育委員会を経由して文化庁長官あ

て提出した。

これに対し、平成4年12月18日付け教文第3396号にて埼玉県教育委員会から 『周知の埋蔵文化財

包蔵地における土木工事等について』の通知があり、平成5年2月12日付け本教社発第41号にて事業

主体者あて伝達した。

現地での発掘調査は、本圧市教育委員会が調査主体となり、平成4年11月24日から平成5年1月20

日までの期間で実施した。

6 



2 調査の方法と経過

a.調査の方法

今回調査の対象としたのは開発申請地のうち住宅建設にかかる約90m＇でbある。当該部分には事前の

試掘調査によって住居跡が重複して検出されており、現地表から遺構確認面までは約50～80cmを測る

ことが知られていた。また、遺構確認面の上層には分厚く遺物包含層が発達し、さらに、耕作によっ

て、表土中にも多量の遺物の混入が認められた。このため、当初から人力によって遺物を検出しつつ、

表土除去、遺構確認の作業を行なった。記録については国土座標系により遺構平面図・遺物分布図 1/ 

20、遺物出土状況1/10で行なったほか、必要な写真の撮影を実施した。

b.調査の経過

調査は平成4年11月24日から平成5年1月20日にかけて実施した。以下、日付をおって調査の経過

を記すこととする。なおこの問、土 ・日曜日、祭日、年末年始は休日とし、雨天の場合も作業を中止

した。

11月24日（火）～11月27日（金） 人力により調査区の表土除去作業とともに遺構確認作業を開始。表

土中から土師器の小片多数と須恵器片若干を検出。並行して SI01～03の覆土の調査を開始。

11月30日（月） 前週に続き表土の除去、遺構確認作業を継続。夕方までに終了。最終的に住居跡10

軒を確認。 SI-01～03の覆土の調査を終了。 SI02・03では床面で多量の土師器を出土。 SI02でカマド、

貯蔵穴を検出。 SI04～06の調査を開始。

12月1日（火） SI-02のカマド精査。カマ ド中央で逆位の高坪を検出。SI04～06の覆土の調査を継

続。

12月2日（水） SI-01・02号覆土土層分割。 Sl-04～06の覆土の調査を継続。SI07の覆土の調査を開

frfs 口。

12月3日（木） SI-04～07の調査を継続。 Sl-08の覆土の調査を開始。 Sl-04でカマドを検出。 SI06 

の覆土調査を終了、カマド、床面を検出。

午前中、基準点基本杭打ち作業を実施。午後は、3mピッチで細部グリッ ド杭打ちを行い夕方まで

に終了。

12月4日（金） SI 04・05・07・08の覆土の調査を継続。 SI-09の覆土の調査を開始。 Sl-02のカマド

精査。

12月7日（月） SI 02の覆土 ・カマド土層断面実測、土層注記、土層観察ベルト撤去。 SI-01～03床

面遺物出土状況写真撮影。 SI-04・05・07～09の覆土の調査を継続。 SI08の覆土の調査を終了。

12月8日（火） 雨天のため作業中止。

12月9日（水） SI 02カマド遺物出土状況写真撮影および微細実測。 SI-04・05・07・09の覆土の調

査を継続。 SI-09の覆土の調査を終了。

12月10日（木） SI 01床面検出状況写真撮影および貼床の調査。 SI-02遺物出土状況微細実測。 SI

-04・05の覆土の調査を継続。 SI-05の覆土の調査を終了、床面、貯蔵穴、柱穴を検出。 SI06カマド精

査。

12月11日（金） Sl-03遺物出土状況微細実測。SI-04～06・08・09覆土土層分割、土層断面実測。 SI
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04・07号住居跡覆土の調査を終了。 SI04で床面・貯蔵穴を検出。 SI-07の床面を検出。

12月14日（月） SI-06・09覆土土層断面実測、土層注記、土層観察ベルト撤去。

12月15日（火） SI 04・05・08覆土土層注記、土層観察ベルト撤去。 SI-07覆土土層断面実測、土層

注記、土層観察ベルト撤去。

12月16日（水） SI-02遺物取上げ。 SI-04・05遺物出土状況写真撮影。 SI-04遺物分布実測。

12月17日（木） SI 03～05遺物分布実測。 SI04・05床面遺物取上げ。

12月18日（金） SI-03～05遺物分布実測を継続、夕方までに終了。 SI-04・05遺物取上げを継続、夕

方までに終了。 SI05貯蔵穴覆土の調査。

12月21日（月） SI-03遺物取上げ。 SI-02掘り方の調査を開始。

12月22日（火） SI 02掘り方の調査を終了。 SI03掘り方の調査を開始、同日中に終了。 SI-05貯蔵穴

の遺物出土状況写真撮影、微細実測、遺物取上げ。 SI06床面遺物出土状況写真撮影。

12月24日（木） SI-05掘り方の調査を開始、同日中に終了。 SI-04カマド・貯蔵穴精査。SI-06・09遺

物出土状況写真撮影、遺物分布実測。 SI06遺物分布実測。遺物取上げ。 SI09遺物分布実測を開始。

12月25日（金） SI-02カマド、貯蔵穴完掘状況微細実測、遺物取上げ、完掘状況写真撮影、カマド撤

去。 SI04カマド・貯蔵穴完掘状況微細実測。 SI06カマド・貯蔵穴精査。 SI-07遺物分布実測を開始、

終了。 SI-09遺物分布実測を終了。 SI-07・09遺物取上げ。年末年始休暇に入るため、午後、調査区囲

柵の補修、出土遺物の搬出作業。

12月初日（土）～1月4日（月） 年末年始休暇。

1月5日（火） SI-04カマド完掘状況写真撮影、カマド撤去。 SI06カマド・貯蔵穴遺物出土状況写

真撮影、微細実測、遺物取上げ。 SI04・05掘り方の調査を開始、同日中に終了。

1月6日（水） SI-01・02遺構平面実測、 SI-01を終了。 SI-07・08掘り方の調査を開始、同日中に終

了。

1月7日（木） 雨天のため作業中止

1月8日（金） SI 02・03遺構平面実測、 SI02住居跡を終了。 SI-04・05掘り方の調査開始。

1月11日（月） SI-03遺構平面実測を終了。 SI04・05掘り方の調査を終了。

1月12日（火） SI-07～09遺構平面実測を開始、同日中に終了。 SI-10覆土調査、掘り方調査を開始。

1月13日（水） SI-06カマド完掘状況写真撮影、枇細実測、カマド撤去。 SI10掘り方調査を終了。

調査区の全面清掃を開始。

1月14日（木） 雨天のため作業中止。

1月18日（月） 調査区の全面清掃を終了。調査区の全景写真撮影。 SI10掘り方完掘状況写真撮影。

SI 04・05遺構平面実測。

1月19日（火） SI-06・10遺構平面実測。調査区周辺の清掃作業。一部の発掘機材撤収。出土遺物の

搬出作業。

1月20日（水） 調査区全面のレペリング作業。終了後、残りの発掘機材を撤去しすべての作業を終

了。
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3 調査の成果

II次調査で検出した住居跡は10軒である。これらの遺構は、南側の I次調査地点や西側のIV次調査

地点、で検出した住居跡群に連続して同ーの集落跡を形成するものと推測される。さらに、 I次調査地

点、の南方には広範に古墳時代中期の土師器片の散布が見られ、 II次調査地点の東方においても地面の

掘削時などに同様の時期の土師器片の出土を見ることから、周囲には比較的大規模な古墳時代中期の

集落が展開していると考えられる。

II次調査は対象範囲が狭く、また住居跡は相互の切り合いも顕著でbあることから、全体の形状の判

明する住居跡は少ない。遺物を伴い時期の明らかな住居は、一定の時間幅は認められるものの、すべ

て古墳時代中期に該当する。 3軒の住居跡にはカマドが、 5軒の住居跡には貯蔵穴が伴う。カマドは

いずれも東寄りの壁の内側に付き、中軸線よりもやや南側にずれる。貯蔵穴は南東寄りの隅に配され

る場合が多く、カマドを伴う場合には、カマドの右側に位置する。

③ 

03 。

。。
＠ 

06 

~ 07 O
L
 

＠

合

。。図4 四方田遺跡II次調査区全測図

2m 
1 :80 
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Pl。。

• 1 

P2。

。
図5 四方田遺跡II次調査

Sト01床面

国｜ υ1

級協多妻

a Sl-01 

遺構 ［図5・6、写真2J 

調査区の北東隅に位置する。住居跡南西側の一部を検出した。平面

形は隅丸方形を呈し、一辺4、6m程度を測り、主軸方位は、 N-10。

Eを示すと推測される。カマ ド・ 炉などの燃焼施設、貯蔵穴の有無

は不明である。

覆土を完全に失い、確認面は床面と同レベルである。床面中央は方

台状にロームを掘り残してそのまま床面とし、周囲にはロームブロッ

クと黒色土に混合した土を敷き込んで貼床を形成している。床面はほ

ぼ平坦で、硬化が顕著である。カマド ・炉などの燃焼施設、貯蔵穴の

有無は不明でおある。

ピットは 7個を検出し、うちp1・p2は、主柱穴である。形態は

楕円形ないしは歪んだ円形で、深さはp1が41cm、p2が40cmを測る。

いずれも柱跡、裏込めは確認できない。掘り方は、主柱穴を二隅に配

してロームを方形に掘り残し、四周を10～15cmほど掘り下げている。
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図6 四方田遺跡II次調査 Sト01掘り方

Sト01出土遺物観察表

日

10棚
1 :4 

図7 四方田遺跡II次調査 Sト01出土遺物

Na 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口f至21.8 胴部はなで肩、下膨れで、口縁部 外面 口縁部ヨコナデ、胴部ナナ 内外一明赤褐色 3/4 

E草 底径 は外反気味に開く。 メのナデ、下位ナナメのケズリ。

器高 内面一口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ、

ナナメのナテ＼胴部中位一部ヨコ

のケズリ。
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遺物 ［図7、写真23]

床面には遺物がほとんどなく、土師器聾［1 Jが、p2近くの床面に潜り入り込むようにして検出

された。この土師器警は遺存状態から、貼床層中の混入遺物とは考えがたく、本住居跡に伴うものと

判断される。貼床層からも若干量の土師器小片が出土しているが、貼床造成時の混入と考えられる。

b Sl-02 

遺構 ［図8～12、写真2～4J 

調査区の北半分中央に位置する。住居跡北西隅がSI03と重複する。また、東壁中央と南壁東半の上

端は撹乱のため失われている。平面形は隅丸の正方形で、3.4×3.4mを測り、主軸方位は、 N 83" E 

を示す。東壁にカマド、南東隅に貯蔵穴を備える。

覆土は3層に分けられ、壁際にローム ・炭化物・焼土などの細かなブロックを含む暗褐色土が堆積

し、床面中央は黒褐色土で被覆される。上層には黒色土が堆積している。

床はロームブロックを多量に含む暗褐色土を全体に敷き込んで貼床を形成している。床面は微妙な

起伏があるもののほぽ平坦である。壁溝は存在しない。

ピットは床面で3個を検出した。いずれも主柱穴である。形態は楕円形ないしは歪んだ円形で、深

さはp1が20cm、P2が30cm、p3が30cmを測る。黒色土が堆積し柱跡、 裏込めは確認できない。床

面の残存状態から北西側にも主柱穴が検出されてしかるべきところであるが、精査によっても認めら

れなかった。

東壁内側のやや南寄りにカマドが付設されている。カマドは東壁に直交せず、焚口をやや北方に振っ

ている。壁への掘り込みをもたない完全な造り付けカマドで、黒褐色土にローム ・白色粘質土 ・焼土
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図8 四方田遺跡II次調査 Sト02床面
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Sト02土層説明

1 黒色土ロームブロック（径1～5mm）を少量含む。

2 黒褐色土 ロームフーロック（径1～5皿m）を少量含む。

3 暗褐色土ロームフ．ロック（径 1mm±）、炭化物フ．ロック

（径1～5mm）、焼土ブロック（径1～5mm) 

を少量含む。

4 暗褐色土 ロームブロック（径l～ 5mm）を多量に含む。

しまり強。貼床層。

。 2m 
1 :60 

図9 四方田遺跡II次調査 Sト02掘り方

Sl-02出土遺物観察表（1)

No 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径 12.5 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面口縁部ヨコナデ、体部ヨコ 内外燈色 一部欠損

耳、 底径 3.9 口縁部は直立気味に立ち上がる。 ナデ、中位～下位ナナメのケズリ。

器高 5.4 底部は小さな平底。 内面 口縁部ヨコナデ、体部上位

ヨコナデ、中位～底部へラナデ。

2 土師器 口径~ 12.8 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 白縁部ヨコナデ、体部上位 胎土精良。 1/ 2 

杯 底径 2.4 口縁部は短く外反する。底部は上 ケズリとナデが交叉、中位～底部 内外明赤褐色

器高 5.9 げ底。 ナナメのケズリ。内面 口縁部ヨ

コナデ、体部ナナメのナデ。

3 土師器 口径（9.2)胴部膨らみを持ち、口縁部は短く 外面 口縁部ヨコナデ、頚部に輪 内外にぶい赤褐 2/3 

鉢 底径 4.0 外反する。 積痕、体部ナデ、指による整形あ 色

器高 7.0 り。底部ケズリ。内面口縁部ヨ

コナデ体部ヨコ、ナナメのナデ。

- 12一
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図10 四方田遺跡II次調査 S卜02カマド

高坪転用支脚出土状況

~ I 

。 lm 
1 :30 

図11 四方田遺跡II次調査 Sト02力マド

~• 

務象。 1 m 
1 :30 

などの細かなブロックを混合した土を用いて構

築している。遺存状態が良好で、はないが、カマ

ド中央に破損した高杯を転用し、逆位に設置し

て支脚としている［図10］。

南東隅の床面にはカマドと南壁の間に挟まれ

るようにして貯蔵穴が存在する。平面形はやや

角の張った不整な円形を呈し、東西75cm、南北

70cm、床面からの深さ40cmを測る。底面は平坦

で径40cmの円形を呈する。内部に細かなローム

ブロックを含む黒色土が堆積していた。

掘り方はやや深く、底面は全体に北側が高く、

南側が低い。また、 p1とp3の周囲に多数の

土塘 ・ピットの連続する落ち込みがあり、また

西壁よりには整形の落ち込みがのびている。こ

れらの落ち込みには、わずかな黒色土が混入す

るロームブロックが入っており、一見純粋な

ローム層との区別がつきにくい。

遺物 ［図13、写真23]

床面直上の遺物は、カマド周辺と住居跡の中

央から南寄りにかけて分布している。カマドの

炊き口周辺に土師器甑［ 7 Jがあり、土師器聾

[ 5・6Jは床面中央に散乱していた。土師器

杯［ 1・2Jはp3を挟んだ床面南寄りで出土

している。土師器鉢［3 Jはこれらとやや離れ、

p 1と東壁の中間に位置する。なお、土師器高

杯の杯部［4 Jは、貯蔵穴覆土中位の東壁で検

出されている。

図12 四方自遺跡II次調査 Sト02貯蔵穴

- 13 -
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図13 四方田遺跡II次調査 Sト02出土遺物

S卜02出土遺物観察表（2)

Nll 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴

4 土師器 口径 16.5 杯底部に弱い稜を持ち、ロ縁部は 外面一杯部ヨコナデ、均二底部ヨコ

高坪 底径 微妙に壁雪崩しながら関心 ナデ。内面ーヨコナデ。

器高

5 土師器 口径 17.3 胴部膨らみを持ち、口縁部は外反 外面 白縁部ヨコナデ、胴部上位

護 底径 6.8 する。 タテ、ナナメのナデ、中位～下位

器高 27.2 タテナデ、底部ナデ。内面一口縁

部ヨコナデ、胴部ヨコナデ。

6 土師器 口径 膨らみを持つ胴部。 外面胴部上位ナナメのナデ、下

警 底径 6.4 位ナデとケズリの不規則な組み合

器高 わせ。底部は無調整。内面ナナ

メのナデ。

7 土師器 口径 26.6 胴部わずかに膨らみを持ち、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、指頭圧痕、

甑 底径 8.2 部は外傾し、端部わずかに内轡。 胴部タテ、ナナメのナデ。内面口

器高 23.1 縁部ヨコナデ、胴部ヨコ、ナナメ

のナデ、下位にケズリ、底部ナデ。

14 
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胎土 ・色調 備考

胎土精良。 脚部欠損

内一赤褐色

外燈色

内外浅黄燈色 4/5 

内明赤褐色 胴部2/ 3残

外ー燈色 存

内外撞色 完形



c Sl-03 

遺構 ［図14・15、写真4]

調査区の北西隅に位置する。住居跡東隅の 1/4程度を検

出した。平面形は隅丸方形を呈し、 一辺5.2m程度の規模を

有するものと推測される。検出された南東壁と並行に仮の

軸線をとれば、主軸方位はN-38。－Eを示す。

覆土は単層で、ロームを含む黒色土が堆積している。

床は多量のロームブロックと少量の炭化物フ、ロック含む

暗褐色土を全体に敷き込んで貼床を形成している。床面は

微妙な起伏があるもののほぼ平坦である。壁溝は存在しな

しユ。

ピットは 2個を検出し、うちp1は、 主柱穴である。形

態は楕円形で、深さはp1が80cmを測る。ロームブロック

と焼土ブロックを含む黒色土が堆積し、柱跡や裏込めは確

認できない。

カマド、炉などの燃焼施設は調査区外にあるものと考え

られ、検出できていない。

掘り方は、主柱穴を隅に配して方台状にロームを掘り残

し、四周をさらに15～20cmほど掘り下げている。

遺物 ［図16、写真23]

A’ 
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1 :60 

図14 四方田遺跡II次調査 S卜03床面

床面直上の遺物は、 p1を中心に散漫な分布を見せている。土師器高杯［ 1～5］が多いが、いず

れも欠損しており完形品はない。脚部に円形透孔を配する資料があり注目される［ 3・5］。土師器聾

[ 6］はp1と北東壁の中聞に散在していた。

Sト03出土遺物観察表

N白 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径~ 18.8 杯部下位に明瞭な稜を持ち、口縁 外面杯部ナナメのケズリ、ナナ 内外明赤褐色 杯部 1/3残

高杯 底径 部は直線的に開く。 メのミガキ。内面一口縁部ヨコナ 存

器高 デ、杯中位ヨコナデ調整後ミガキ。

2 土師器 口径E16.7 杯部下位に弱い稜を持ち、口縁部 外面ヨコナデ。内面ヨコナデ。 内明赤褐色 坪部1/2残

高杯 底径 は直線的に聞く。 部分的にヨコ、ナナメの暗文様の 外燈色 存

器高 ミガキ。

3 土師器 口径 杯部下位に突出した段を持ち、柱 外面一杯部下位・底部ヨコナデ、 胎土精良。 杯部上位・裾

高杯 底径 状部は膨らみを持つ。円孔が6個 柱状部タテナデ、裾部ヨコナデ。 内外樺色 部欠損

器高 穿たれているが、穿孔位置に高低 内面柱状部指によるタテの成

がある。 形 ・整形。

4 土師器 口径 柱状部やや外反して開き、裾部は 外面柱状部ヨコナデ後タテナ 内外燈色 裾部4/5欠

高杯 底径 11.5 広がる。 デ、裾部ヨコナデ。内面 柱状部 損

器高 輪積痕、裾部ヨコナデ。

5 土師器 口径 柱状部わずかに膨らみ、裾部広が 外面柱状部タテナデ、裾部ヨコ 内外明赤褐色 裾部1/ 3欠

高坪 底径 13.0 る。柱状部の中位やや上に円孔が ナデ。内面柱状部上位無調整、 損

器高 1個穿たれている。 裾部ヨコナデ。

6 土師器 口径 15.4 胴部は膨らみを持ち、下位に微稜 外面 白縁部ヨコナデ、胴部上位 内外明赤褐色 4/5 

饗 底径 がある。口縁部は外反気味に開く。 タテナデ、下位ナナメケズリ。

器高 内面 口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ、

ナナメのナデ。

一15
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Sト03土層説明

1 黒色土ロームブロック（径1～5mm）を少量含む。

2 黒色土ロームプロック（径I～5mm）、焼土ブロック（径1～5
mm）を少量含む。

3 暗褐色土 ロームブロック（径1～10mm）を多量に含み、炭化物プ

ロック（径l～3mm）を少量含む。しまり強。貼床層。

C66. 2 c・ 

喜離 。 2m 
1 :60 

図15 四方田遺跡II次調査 S卜03掘り方
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図16 四方田遺跡II次調査 Sト03出土遺物



d Sl-04 

遺構 ［図17・18・20～22、写真5]

SI-05とともに調査区のほぼ中央に位置する。 SI-05とは主軸をほぼ45。違えて重複している。調査区

外にある住居跡東隅と撹乱で失われている南隅の一部を除き、ほぽ全体を検出した。平面形は北東一南

西方向に長い隅丸の長方形を呈し、長軸5.2m、短軸4.5mを測る。主軸方位はN 60。 Eを示す。北

東壁にカマド、東隅寄りに貯蔵穴を備える。

覆土は3層に分けられ、壁際にはロームと炭化物の細かなブロックを含む暗褐色土が堆積している。

床面中央はロームブロックを含む黒褐色土で被覆され、さらに上層にはロームブロックを含む黒色土

が堆積している。

床は多量のロームブロックと少量の炭化物 ・焼土ブロックを含む暗褐色土を全体に敷き込んでF貼床

を形成している。床面は平坦で硬化が顕著である。壁溝は存在しない。

カマドは北東壁の中央に付設されている。壁への掘り込みをもたない完全な造り付けカマドで、 黒

褐色土に白色粘質土 ・炭化物 ・焼土などの細かなブロックを混合した土を用いて構築している。比較

的良好な遺存状態を保っていたが、土器片、石材などの構築材の使用や臼玉などを用いた祭杷の痕跡

は認められなかった。
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図17 四方田遺跡II次調査 S卜04床面
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貯蔵穴はカマドの右手前の床面に、主柱穴で

ある p3に接して設けられている。平面形はや

や歪な円形を呈し、東西80cm、南北90cm、床面

からの深さ35cmを測る。底面は平坦で径30cmの

円形を呈する。内部には細かなロームブロック

を含む黒色土が堆積していた。

ピットは床面で6個を検出した。いずれも主

柱穴である。 p1とp2、PSとp6は互いに

近接しており、形態は楕円形ないしは歪んだ円

形で、深さはp1が70cm、p2が49cm、p3が

1 rao 70cm、p4が70cm、p5が48cm、P6が70cmを

測る。ロームブロックを含む黒色土が堆積し柱

＼×｜ 

ハ「＼
。

図18 四方田遺跡II次調査 Sト04カマド
跡、裏込めは確認できない。

掘り方は、北西側と南東側の壁寄りがやや深く、他は微妙な起伏があるもののほぽ平坦でトある。北

東壁に付くカマドの直下には、不整形の浅い落ち込みが集中し、また西隅にも浅いピット状の窪みが

まとまっている。

遺物 ［図19、写真24]

床面直上の遺物は、カマド周辺と住居跡中央部に散在している。カマド内部では小型土師器聾［ 3 J 

の底部片が出土したのみで、良好な資料は得られていない。南東壁よりのp3とp4の中間地点で完

形の土師器聾［ 6 Jを検出している。他は残存率2/3以下のものが多く、混入資料が多く含まれると

考えられる。
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図19 四方田遺跡II次調査 S卜04出土遺物



Sト04出土遺物観察表

Na 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口f歪 7.1 体部中位に膨らみを持つ偏平な形 外面 口縁部・体部上位ヨコナデ、 内外樟色 1/3 

増 底径 4.8 態。底部は平底。 体部中位ヨコ、ナナメのナデ。

器高 内面体部指頭による整形痕及び

ヨコナデロ

2 土師器 口f至 6.2 膨らみを持つ体部。底部は上げ底。 外面体部上位ヨコナデ、下位ケ 内外明赤褐色 1/4 
増 底径 2.0 ズリ。内面指頭整形痕。

器高

3 土師器 口f歪 鯛部は丸みを持って立ち上がる。 外面胴部下位ナナメのケズリ。 内外にぶい赤褐 底部残存

整 底径 6.4 底部は上げ底。 内面胴部～底部ヨコ、ナナメの 色

器高 ナデ。

4 土師器 口径（12.0)胴部に膨らみを持ち、口縁部は外 外商一口縁部 ・胴部ヨコナデ。 小磯多く含む。 口縁部2/3

護 底径 反する。 内面 口縁部 ・胴部ヨコナデ、不 内外明赤褐色

器高 規則な条線入る。

5 土師器 口径（17.0)胴部に膨らみを持ち、口縁部は外 外面 口縁部ヨコナデ、胴部ナナ 内外ーにぶい撞色 口縁部1/2

Z霊 底径 反する。 メのナデ。内面一口縁部 ・胴部ヨ

器高 コナデ。

6 士郎器 口径 18.1 胴部に膨らみを持ち、口縁部は外 外面一口縁部ヨコナデ、胴部上位 内外燈色 ほぽ完形

主筆 底径 6.9 反する。なで肩。底部は上げ底。 ナナメ、タテのケズリ、下位タテ、

器高 24.3 ナナメのナデ。内面 白縁部 ・胴

部ヨコナデ。

7 土師器 口径 胴部は外反気味に立ち上がり、脚 外面脚部タテナデ、部分的にハ 内外燈色 脚部1/2残

台付~ 底径 部は直線的に開く。 ケ。内面脚部渦巻状の掻き取り 存

器高 痕。

8 土師器 口径 わずかに膨らみを持ちながら開く 外面脚部タテ、ナナメのナデ。 内外燈色 脚部2/3残

台付王室 底径（ 9.0) 脚部。 内面脚部指による調整痕。 存

器高

9 土師器 口径i 底部から胴部は直線的に立ち上が 外面一胴部ナナメのケズリ。 内燈色 底部1/3残
甑 底径 4.0 る。 内面 タテ、ナナメの深いナデ。 外明赤褐色 存

器高

e Sl-05 

遺構 ［図20～24、写真5・6J 

SI-04と重複して調査区のほぽ中央に位置する。 SI-04とは主軸をほぼ45°違えて重複しているが、SI

04よりは古く、四隅を残して半分以上を失っている。また、南壁の一部に SI-04と撹乱が重複し、さ

らに西壁の多くも SI-06との重複で、破壊を被っている。平面形はほぼ正方形を呈し、東西5.8m、南北

5.5mを測る。主軸方位はN-7"-Eを示す。南西隅寄りに貯蔵穴を備える。

覆土は 3層に分けられ、壁際には部分的にロームと炭化物の細かなブロックを含む暗褐色土が堆積

している。床面中央はロームブロックを含む黒褐色土で被覆され、さらに上層にはロームブロックを

含む黒色土が堆積している。

床は多量のロームブロックと少量の炭化物フ、ロック含む暗褐色土を全体に敷き込んで貼床を形成し

ている。床面は平坦で硬化が顕著である。壁溝は存在しない。

燃焼施設は検出されていない。カマドであれば東壁もしくは南壁に付設されている可能性が考えら

れるが、 SI04や撹乱との重複により確認できない。

貯蔵穴は南西隅の床面に設けられている。平面形は査な隅丸方形を呈し、東西70cm、南北65cm、床

面からの深さ30cmを測る。底面は平坦で40cm×45cmの歪な円形を呈する。内部には細かなロームプロツ

- 19一
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Sト04土層説明

1 黒色土ロームブロック（径l～5mm）を少量含む。

2 黒褐色土 ロームブロック（径1～5mm）を少量含む。

3 1唐褐色土 ロームブロック（径1mm±）、炭化物ブロック（径I～5mm）を少量含む。

4 黒褐色土 ロームブロック（径l～5mm）、炭化物プロック（径1～3mm）を少量含む。

5 暗褐色土 ロームブロック（径1～2mm）、白色粘土ブロック（径1～3mm）、焼土ブロック（径1～3mm）を少量含む。

6 黒褐色土 白色粘土ブロック（径1～5mm）を少量含む。

7焼土

8 黒色土炭化物ブロック（径1～5mm）、焼土ブロック（径I～10mm）を多量に含む。

9 黒褐色土 白色粘土プロック（径1～5mm）、焼土ブロック（径l～3mm）を少量含む。

10 黒色土炭化物ブロック（径I～5mm）を多量に含む。

11 黒褐色土 白色粘土ブロック（径1～5mm）、炭化物ブロック（径l～3mm）、焼土フ’ロック（径I～3mm）を少量含む。

12 黒色土ロームブブロック（径1～5mm）を少量含む。

13 暗褐色土 ロームブロック（径1～5mm）を多量に含み、炭化物フーロック（径1～5mm）、焼土ブロック（径1～5mm) 

を少量含む。しまり強。貼床層。

Sト05土層説明

1 黒色土ロームブロック（径 1mm±）を少量含む。

2 黒褐色土ロームブロック（径1～10mm）を少量含む。

3 黒褐色土 ロームブロック（径I～5mm）、炭化物プロック（径1～3mm）を少量含む。

4 黒色土ロームプブロック（径1～15mm）を少量含む。

5 暗褐色土 ロームブロック（径I～5mm）を多量に含み、炭化物ブロック（径l～5mm）を少量含む。しまり強。貼床

層。

図22 四方田遺跡II次調査 Sト04・05掘り方（3)

クを含む黒色土が堆積していた。

ピットは床下の堀り方面で7個を検出した。このうちp1～p 4は主柱穴である。形態は円形ない

しはやや歪んだ円形で、深さはp1が60cm、p2が59cm、P3が50cm、p4が65cmを測る。ロ←ムブ

ロックを含む黒色士が堆積し柱跡、裏込めは確認できない。

掘り方はほぽ平坦で、土坑状の落ち込みや、浅いピット状の落ち込みが集中する様相は認めない。

遺物 ［図25、写真24]

床面直上の遺物は、住居跡北半部に破片が散在する他、南西隅の貯蔵穴に完形品を含む遺物の集中

が見られた。貯蔵穴では土師器台付聾［6 Jが上端にかかる状態、で、土師器高杯［3 Jが貯蔵穴の内

部に落ち込む状態で出土している。

Sト05出土遺物観察表（1)

Nu 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径 膨らみを持つ体部。底部は平底。 外面体部ヨコナデ、底部ケズリ。 内外明赤褐色 1/3 

柑 底径 3.6 内面体部ヨコナデ。

器高

2 土師器 口径（16.7) 脚部はわずかに膨らみ、現存3箇 外面杯部ヨコナデ、脚部タテナ 内外燈色 杯部下半～

高杯 底径 所、器面を等分しない位置に穿孔 デ。内面脚部ハケ目。 脚部の 1/ 2 

器高 されている。 残存。

- 22 -
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Sト05出土遺物観察表（2)

No. 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

3 土師器 口径 18.6 杯部下位に弱い稜を持ち、口縁部 外面 均二部ヨコナデ後暗文様のミ 堅鰍 ほぽ完形

高杯 底径 13.0 は外反気味に開く。柱状部は中位 ガキ、杯底部ヨコ、ナナメのナデ、 内外明赤褐色

器高 15.5 に膨らみを持ち、ほぽ水平に裾部 柱状部タテ、ナナメのナデ、裾部

広がる。 ヨコナデ。内面杯部タテナデ後

暗文様のミガキ、柱状部指の腹全

体を用いたナデ、裾部ヨコナデ。

ナデには細線入る。

4 土師器 口径：（16.5)杯部下位に弱い稜を持ち、口縁部 外面ヨコナデ。内面ヨコナデ。 内外明赤褐色 杯部1/2残

高杯 底径 は外反気味に開く。 大半は剥落。 存

器高

5 土師器 口径 膨らみを持つ胴部。底部丸く凹ん 外面胴部ナナメのケズリ、条線 低部内面に限って 1/3 

主重 底径 6.0 だ上げ底。 入る。底部ヨコ、ナナメのナデ。 砂 ・小礁が密集。

器高 内面ナナメのナデ。 内外明赤褐色

6 土師器 口f至17.7 胴部膨らみを持ち、口縁部は外反 外面 口縁部ヨコナデ、体部ヨコ、 内赤褐色 1/ 2 
台付斐 底径 10.0 気味に開く。脚部は「ハjの字状 ナナメのケズリ、条線入る。脚部 外燈色

器高 34.9 に開く。 ナナメのナデ。内面一口縁部ハケ

目、体部下位ナナメの調整痕、脚

部ハケ目。

7 土師器 口径• 13.8 口縁部やや外反気味に立ち上が 外商一口縁部ヨコ、ナナメのナデ、 内にぶい槍色 口縁部1/2

JJl! 底径 る。 指頭圧痕、輪積痕。内面 白縁部 外明赤褐色 残存

器高 ヨコナデ。

8 土師器 口径 脚端部はわずかに内管する。 外面底部ナナメのケズリ、脚部 内外明赤褐色 脚部残存

台付護 底径 9.7 ヨコナナメのナデ。 内面脚部ナ

器高 ナメのケズリ。

f Sl-06 

遺構 ［図26～31、写真6・7J 

調査区の西側のほぽ中央に位置する。調査区外にある住居跡西半を除き、東側のほぽ半分を検出し

た。北壁のほとんどを撹乱と SI10、南壁の一部を SI09との重複により失っている。南隅の一部を除

き、ほぽ全体を検出した。平面形は比較的角の明瞭な方形を呈し、規模は南北5.4mを測る。主軸方位

はN 10。 Eを示す。東壁からやや離れてカマドを、南東隅寄りに貯蔵穴を備える。

覆土は3層に分けられ、壁際には部分的にロームと炭化物の細かなブロックを含む暗褐色土が堆積

している。床面は全体にロームブロックを含む黒褐色土で被覆され、さらに上層にはロームブロック

を含む黒色土が堆積している。

床は多量のロームブロックを含む暗褐色土を全体に敷き込んでト貼床を形成している。床面には凹凸

が見られ、さらに壁際は中央に比べてやや低くなっている。全体に硬化が顕著である。壁溝は存在し

ない。

カマドは東壁中央のやや南寄りに付設されている。完全な造り付けカマドであるが、カマド本体が

壁から分離している点が特徴である。カマドは黒褐色土に白色粘質土や焼土の細かなブロックを混合

した土を用いて構築している。比較的良好な遺存状態を保っていたが、土器片、石材などの構築材の

使用や臼玉などを用いた祭杷の痕跡は認められなかった。

貯蔵穴はカマドと南壁との中間の床面に検出した。平面形は不整な円形を呈し、東西95cm、南北80

cm、床面からの深さ55cmを測る。底面は平坦で59×48cmの不整円形を呈する。内部には細かなローム

ブロックを含む黒色土が堆積していた。
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S卜06土層説明

1 黒色土ロームブロック（径1～5mm）を少量含む。

2 黒褐色土 ロームブロック（径l～5mm）を少量含む。
3 暗褐色土 ロームブロック （径1～5mm）、 炭化物フ．ロック（径1～5mm）を少量含む。

4 暗褐色土 ロームブロック （径l～15mm）を多量に含む。しまり強。貼床層。

図27 四方田遺跡II次調査 Sト06掘り方

2m 
1 :60 

ピットは床面で2個を検出した。いずれも主柱穴である。形態は楕円形ないしは査んだ円形で、深

さはp1が35cm、p2が25cmを測る。ロームブロックを含む黒色土が堆積し柱跡、裏込めは確認でき

ない。
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S卜06カマド遺物出土状況 図30 四方田遺跡II次調査
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図29 四方田遺跡II次調査 Sト06カマド 図31 四方田遺跡II次調査 Sト06貯蔵穴

掘り方は、床面と同様に、中央に比べて壁際がやや低くなっている。また、土坑・ピット状の浅い

落ち込みが散在している。

遺物 ［図32・33、写真25・26]

床面直上の遺物は、中央やや北寄りの位置に集中するほか、カマド、貯蔵穴周辺でまとまって検出

している。床面では土師器坪［8 J、土師器増［18・19・20］、 土師器査［25・26］、土師器窒［32］な

どが集中しているが、完形品がなく二次的な廃棄によるものと考えられる。カマド内では土師器聾［31]

と土師器甑［33］の組み合わせが見られ、カマド右袖の外側には土師器杯［7・15］が置かれていた。

貯蔵穴の上層には土師器杯［3 J、土師器聾［30］などがあり、いずれも完形もしくは完形に近いこと

から、これらは本住居に伴うものと認定される。
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図32 四方田遺跡II次調査 S卜06出土遺物（1)
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S卜06出土遺物観察表（1)

Nu 器種 法量（c加） 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口f歪 11.5 体部は内望号気味に立ち上がり、口 外面体部上位ヨコナデ、中位 内外償色 完形

均＝ 底径 2.0 縁部は内脅する。底部わずかに上 ～下位ケズリ。内面 体部ヨコナ
器高 5.4 げ底。 ア。

2 土師器 口径E14.4 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部ヨコナデ、体部ヨコ 内外燈色 2/3 
均二 底径 3.1 口縁部はわずかに内脅する。底部 ナデ。内面 白縁部ヨコナデ、体
器高 6.0 は上げ底。 部ヨコ、ナナメのナデ、底部放射

状のナデ。

3 土師器 口f歪 13.3 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面一口縁部ヨコナデ、体部上位 内明赤褐色 4/5 
珂＝ 底径 口縁部はほぼ直立する。底部は丸 ヨコナデ、指頭圧痕、下位へラケ 外赤褐色

器高 6.4 底。 ズリ。内面 口縁部・体部ヨコナ

ア。

4 土師器 口f歪 12.6 口縁部と体部との境に弱い稜を持 外国 口縁部ヨコナデ、体部上位 内外燈色 企fellノ' 
杯 底径 2.4 ち、口縁部はほぼ直立する。 ヨコ、ナナメのナデ、中位～底部

器高 4.6 ケズリ。内面 口縁部・体部ヨコ

ナデ。

5 土師器 口径 12.8 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部・体部上位ヨコナデ、内外明赤褐色 7勾全ellノ’2 
杯 底径 3.6 日縁部は内傾する。底部は上げ底。 中位ケズリ。内面 口縁部 ・体部
器高 5.6 上方から見ると楕円形に近い。 ヨコナデ。

6 土師器 口径 14.4 体部と口縁部との境に稜及び凹線 外商 口縁部ヨコナデ、体部上位 内外明赤褐色 にフまE二＇)lノノ

杯 底径 3.0 状の凹みを持ち、口縁部はほぽ直 ヨコ、ナナメのナデ、中位～底部
器高 4.0 立する。底部は平底。 へラケズリ。内面 口縁部ヨコナ

デ、体部ヨコナデ及び暗文様のミ

ガキ。

7 土師器 口径 13.6 口縁部と体部との境に弱い稜を持 外面 白縁部・体部上位ヨコナデ、内外 燈色 ほぽ完形

杯 底径 ち、口縁部は内傾して立ち上がる。 中位ケズリ、底部ヨコナデ。 内面

器高 5.3 底部は丸底。 口縁部 ・体部ヨコナデ。

8 土師器 口径 13.5 ロ縁部と体部との境に稜を持ち、 外面一口縁部・体部上位ヨコナデ、 内外一明赤褐色 1/ 2 
均： 底径 口縁部は内傾して立ち上がる。 中位～底部部分的にケズリ。内面

器高（5.1) 口縁部ヨコナデ、体部にへラ痕。

9 土師器 口径 12.7 体部上位に膨らみを持ち、口縁部 外面 口縁部・体部上位ヨコナデ、内外樟色 完形

均＝ 底径 4.0 はやや外反する。底部は上げ底。 中位ケズリ。内面 口縁部ヨコナ
器高 6.0 デ、体部～底面粗いケズリ。

10 土師器 口径 13.2 体部は丸みを持って立ち上がり、 外商 口縁部ヨコナデ、体部上位 内外明赤褐色 ほぽ完形
杯 底径 4.5 口縁部は短く関心底部は上げ底。 ～中位ナナメのナデ、下位ケズリ。
器高 6.3 内面一口縁部ヨコナデ、体部上位

鋭利な工具による切傷状の整形

痕。

11 土師器 口f歪 12.8 体部は内管して立ち上がり、口縁 外面 口縁部・体部上位ヨコナデ、内外明赤褐色 完形
杯 底径 5.0 部は短く関心底部は平底。 中位ケズリ。内面 口縁部ヨコナ

器高 6.7 デ、体部上位工具による切傷状の

整形痕。

12 土師器 口径： 12.8 胴部膨らみを持ち、口縁部は短か 外商 口縁部・体部ヨコナデ、ナ 内外明赤褐色 'tell;; 
均二 底径 4.5 く関心底部は平底。 ナメのナデ、底部ケズリ。内面一口

器高 7.1 縁部・体部ヨコナデ及び工具によ

る切傷状の整形痕。底部ケズリ。

13 土師器 口f歪 11.6 体部中位に膨らみを持ち、口縁部 外面白縁部ヨコナデ、体部ヨコ 内褐灰色 ほぽ完形

杯 底径 3.9 は直立気味に短く立ち上がる。底 ナデ、底部ケズリ。内面 口縁部・外ー赤褐色
器高 6.2 部は上げ底。 体部ヨコナデ。

14 土師器 口径i13.8 体部中位に膨らみを持ち、ロ縁部 外面 口縁部ヨコナデ、体部ナナ 内外援色 1/5 
杯 底径 は短く外反する。 メ、ヨコのナデ。内面 口縁部・

器高 体部ヨコナデ。

15 土師器 口径i14.4 体部は内轡して立ち上がり、口縁 外面 口縁部・体部ヨコナデ。 内外明赤褐色 ほぽ完形

杯 底径 部は短く外反する。底部は丸底。 内面 口縁部・体部ヨコナデ。

器高 5.5 

16 土師器 口径l21.6 体部は膨らみを持って立ち上が 外面 口縁部指による整形後ヨコ 内外一明赤褐色 完形
鉢 底径 7 .1 り、口縁部はやや外反して開く。 ナデ、体部ヨコ、ナナメのナデ。
器高 12.0 底部は上げ底。 内面一口縁部・体部ヨコナデ。

n
u
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Sl-06出土遺物観察表（2)

N(l 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

17 土師器 口f歪 7.1 体部は膨らみを持ち、口縁部は直 外面 口縁部ヨコナデ。体部上半 内外にぶい赤褐 4/5 
柑 底径 線的に開く。底部は丸底。 ヨコナデ、部分的にナナメのハケ 色

器高 7.4 目。下半ヨコ、ナナメの粗雑なケ

ズリ。内面 口縁部ヨコハケ。

18 土師器 口径i9.8 体部に膨らみを持ち、口縁部は大 外面 口縁部 ・体部ヨコナデ。 内外燈色 1/3 

増 底径 きく聞き、端部は内脅する。 内面 白縁部 ・体部ヨコナデ。

器高

19 土師器 口径 体部ゆるやかな膨らみを持ち、底 外面体部ナナメのナデ、底部ケ 内外燈色 1/2 

増 底径 部は丸底。 ズリ、ナデ擦痕入る。内面体部

器高 ヨコナデ。

20 土師器 口径 体部ゆるやかな膨らみを持ち、底 外面体部 ・底部磨耗の為不明瞭 内にぶい樟色 底部残存

柑 底径 部は丸底。 だがケズリ。内面体部 ・底部ナ 外にぶい赤褐色

器高 ア。

21 土師器 口径 16.7 杯部下位に弱い稜を持ち、口縁部 外商坪部ヨコナデ、柱状部タテ 内外明赤褐色 裾部1/2欠

高杯 底径（12.0)は直線的に開く。柱状部は下位に ナデ、裾部ヨコナデ。内面杯部 損

器高 13.0 膨らみを持ち、裾部広がる。 ヨコナデ、柱状部条線があるヨコ

ナデ、裾部ヨコナデ。

22 土師器 口径 19.5 杯部は下位に稜を持ち、口縁部は 外面 口縁部ヨコナデ、杯部ヨコ 堅徽 裾部欠損

高杯 底径 外反気味に開き、端部は面をなす。 ナデ後暗文様のミガキ、底部ヨコ 内外明赤褐色

器高 柱状部は下位に膨らみを持つ。 のケズリ、柱状部タテのミガキ、

裾部ヨコナデ後ミガキ。内面杯

部ヨコナデ柱状部ナデ。

23 土師器 口径 柱状部は下位に膨らみを持つ。 外面柱状部磨耗の為不明瞭、裾 内外掻色 1/3 

高河t 底径 部ヨコナデ。内面杯底部ナデ、

器高 柱状部輪積痕、指頭圧痕。

24 土師器 口径 柱状部は直線的に開き、裾部は上 外面柱状部タテナデ、裾部ヨコ 堅徽 脚部残存

高杯 底径 16.9 位に段を有して聞く。 ナデ。内面脚部タテの整形痕、 内外明赤褐色

器高 裾部ヨコナデ。

25 土師器 口径 17.1 口縁部は端部及び2箇所に稜線を 外面 口縁部ヨコナデ、胴部上位 内外一樟色 口縁部2/3

査 底径 巡らせ、外反する。 ナナメ、、ヨコのナデ。内面 白縁 残存

器高 部ヨコナデ、胴部上位ヨコナデ、

指頭による整形痕。

26 土師器 口径＼ 19.2 胴部に膨らみを持ち、口縁部は中 外面 口縁部ヨコナデ、胴部上位 内 にぶい赤褐色 胴部1/3残
査 底径 位に稜を持ち、外反する。 ナナメのナデ、胴部中位ヨコ、ナ 外燈色 存

器高 ナメのケズリ。内面 口縁部ヨコ

ナデ、胴部上位ナナメのナデ。

27 土師器 口径 13.0 胴部は中位に膨らみを持ち、口縁 外面一口縁部ヨコナデ、胴部上 ・内外明赤褐色 % 甘IIノノ

壷 底径 5.7 部は外反する。 中位ナナメのナデ、下位ヨコ、ナ

器高 22.0 ナメのケズリ。内面 口縁部ヨコ

ナデ、胴部ヨコ、ナナメのナデ。

28 土師器 口径 13.4 胴部に膨らみを持ち、口縁部は外 外面 口縁部ヨコナデ、胴部ナナ 内ーにぶい赤褐色 胴部1/2残

護 底径 反気味に開き、端部やや内脅する。 メヨコのナデ。内面 口縁部ヨコ 外燈色 存

器高 叩きによる成形の可能性もある。 ナデ、胴部ヨコのハケ目。

29 土師器 口径 15.1 胴部中位に膨らみを持ち、口縁部 外面一口縁部ヨコナデ、胴部上位 内外ー燈色 4/5 

重 底径 4.4 は外反する。底部は上げ底。 ナナメのナデ、中位～下位タテ、

器高 21.1 ナナメのケズリ。内面 白縁部ヨ

コナデ、胴部中位に横方向のケズ

リ痕。

30 土師器 口径 17.3 網部に膨らみを持ち、口縁部は外 外面 口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ、 内外ーにぶい燈色 ほぽ完形

婆 底径 5.7 反気味に開く。底部中央円形に近 ナナメのケズリ後タテ、ナナメの

器高 21.9 く凹む。 ナデ。 内面 口縁部 ・体部ヨコ、

ナナメのナデ。

31 土師器 口f歪19.5 胴部は中位に膨らみを持ち、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、胴部ナナ 内外にぶい樟色 ほぽ完形

窪 底径 8.2 部は外反する。底部は上げ底。 メのナデ。内面一口縁部ヨコナデ、

器高 28.0 胴部ヨコナデ、全体に指頭による

浅い押圧痕（成形痕？）残る。
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Sト06出土遺物観察表（3)

Nu 器種 法量；（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

32 土師器 ロf歪17.0 胴部膨らみを持ち、口縁部は外反 外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ、 内外明赤褐色 1/ 3残存
護 底径 気味に聞く。 ナナメのナデ。内面一口縁部 ・体

器高 部ヨコナデ。

33 土師器 口径（ 22. 7 膨らみの少ない胴部。口縁部は外 外面一口縁部ヨコナデ、胴部凹凸 内外燈色 ’フ'tT1巴ノノ
甑 底径 10.5 反する。 のある工具によるタテナデ。内面

器高 25.0 口縁部ヨコナデ、胴部外面と同

じ工具によるヨコ、ナナメのナデ。

34 須恵器 口径 頚部は強く屈曲し、口縁部が微妙 外面大部分剥落している。内面 内黄灰色 体部破片

腿 底径 に曲折しつつ聞く。部分的に頚部 ヨコナデ。屈曲部直下に細かな 外灰色

器高 の屈曲が著しい。 ノッチ。

g Sl-07 

遺構 ［図34・35、写真8・9J 

調査区の南側のほぼ中央に位置する。半分以上が調査区外にあって、北東隅の 1/4程度を検出した

に過ぎない。西側は SI-09との重複によって失っている。平面形は比較的角の明瞭な方形を呈するもの

と思われるが、規模、主軸方位ともに不明である。調査の範囲内でカマド、貯蔵穴は確認できていな

しユ。
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図34 四方田遺跡II次調査 Sト07・08・09床面
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Sト07土層説明

1 黒色土ロームブロック（径l～5mm）を少量含

む。

2 黒褐色土ロームブロック（径l～5mm）を少量合

む。

3 黒褐色土ロームブロック（径1～5mm）、炭化物プ

ロック（径1～5mm）、焼土ブロック（径

1～5 mm）を少量含む。
4 暗褐色土 ロームブロック（径1～15mm）を多量に

含む。しまり強。貼床層。

Sト08土層説明

1 黒色土ロームプロック（径1mm土）を少量含む。

2 黒褐色土ロームブロック（径1～5mm）を少量含
む。

3 黒褐色土ロームブロック（径 1～5mm）、焼土ブ

ロック（径1～5mm）を少量含む。

4 黒色土炭化物ブロック（径1～5mm）を少量含

む。

5 暗褐色土ロームブロック（径1～5mm）を多量に
含む。しまり強。貼床層。

。 2m 
1 :60 

Sト09土層説明

1 黒色土ロームブロック（径 1～5mm）、粘土プ

ロック（径l～5mm）、白色ノfミス（径1

～5 mm）を少量含む。

2 黒色土ロームプロック（径 1mm±）を少量含む。

3 黒褐色土 ロームブロック（径1～5mm）を少量含

む。

4 黒褐色土 ロームブロック（径1～5m皿）、炭化物プ
ロック（径1～5mm）、焼土ブロック（径
1～5 mm）を少量含む。

5 黒色土炭化物ブロック（径l～3mm）を少量含

む。

6 黒色土ロームブロック（径1～5m皿）、白色粘質

土ブロック（径1～5mm）、炭化物ブロッ

ク（径l～5mm）を少量含む。
7 暗褐色土ロームブロック（径 1～15mm）、焼土プ

ロック（径1～5mm）を多量に含む。し

まり強。貼床層。

8 暗褐色土ロームブロック（径1～10mm）を多量に

含む。しまり強。貼床層。

図35 四方田遺跡II次調査 Sト07・08・09掘り方
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覆土は 3層に分けられ、壁際にはロームと炭化物、 焼土の細かなブロックを含む黒褐色土が堆積し

ている。床面はロームブロックを含む黒褐色土で被覆され、さらに上層にはロームブロックを含む黒

色土が堆積している。

床はローム面が露出し、直接覆土で被覆されている部分と、掘り方をもち、多量のロームブロック

を含む暗褐色土を敷き込んで貼床を形成している部分とに別れる。床面はほぼ平坦で、貼床部分は全

体に硬化が顕著である。壁溝は存在しない。

カマド、貯蔵穴が存在する場合は調査区外にあると考えられる。

ピットは床面で1個を検出した。住居跡内での位置的な関係から主柱穴と推定される。形態は楕円

形で、深さは70cmを測る。ロームブロックを含む黒色土が堆積し柱跡、裏込めは確認できない。

＼込上埜吹
10明
1 :4 

図36 四方田遺跡II次調査 Sト07出土遺物

掘り方は東壁際から主柱穴にかけての不整形

な落ち込みとなっている。掘り方面には北東隅

に2か所のピット状の浅い落ち込みがある。

遺物 ［図36、写真27]

床面直上の遺物は、主柱穴付近で検出された

土師器高杯の脚部［ 1 Jと土師器鉢の底部［ 2 J 

のみである。混入品と考えられる

S卜07出土遺物観察表

No 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径 柱状部は膨らみを持ち、裾部大き 外面杯部ヨコナデ、柱状部タテ 胎土精良。 裾部1/ 3欠

高杯 底径 15.1 く広がる。 ナデ、裾部ヨコナデ。内面柱状 内外燈色 損

器高 21.1 部指による整形痕、裾部ヨコナデ。

内外面化粧がけ。

2 土師器 口径 底部は上げ底。 外面ー底面へラケズリ。内面ハ 内外明赤褐色 低部残存

萱 底径 7.3 ケ目。

器高

h Sl-08 

遺構 ［図34・35、写真8・9J 

SI-06～09に固まれるようにしてわずかに残存している。平面形、規模、主軸方位、カマド・貯蔵穴

の有無、柱穴の位置などはまったく不明で、ある。

覆土は 3層に分けられ、壁際にはロームと焼土の細かなブロックを含む黒褐色土が堆積している。

床面はロームブロックを含む黒褐色土で被覆され、さらに上層にはロームブロックを含む黒色土が堆

積している。

床は多量のロームブロックを含む暗褐色土を全体に敷き込んで貼床を形成している。床面はおおよ

そ平坦で、、全体に硬化が顕著である。壁際には壁溝が存在し、内部に炭化物ブロックを含む黒色土が

堆積している。

掘り方の面は平坦で、落ち込みなども見られない。

遺物

覆土から若干の土師器片を検出しているが、床面直上の遺物は皆無である。
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i . Sl-09 

遺構 ［図34・35・37・38、写真8・9J 

調査区の南西隅に位置する。大半が調査区外にあり、住居跡の東隅を中心とする 1/ 4程度が確認で

きる。平面形は比較的角の明瞭な方形を呈するものと思われるが、規模は判然としない。南東壁が主

軸線に並行すると考えれば、主軸方位はN一 46。－Eを示す。東隅の床面に貯蔵穴を備える。

覆土は4層に分けられ、壁際にはロームと炭化物、焼土の細かなブロックを含む黒褐色土が堆積し

ている。床面はロームブロックを含む黒褐色土で被覆され、さらに上層にはロームブロックを含む黒

色土とローム ・粘土のロックと白色パミスを含む黒色土が堆積している。

床は多量のロームブロックを含む暗褐色土を全体に敷き込んで、貼床を形成している。貼床層は上下

2層に分かれ、上層にのみ焼土ブロックが含まれている。床面はおおよそ平坦で、全体に硬化が顕著

である。壁際には壁溝が存在し、内部にローム ・炭化物 ・焼土 ・白色粘質土などの細かなフゃロックを

含む黒色土が堆積している。

燃焼施設はカマド ・炉とも確認できない。貯蔵穴との位置関係から、カマドが存在する場合は北東

壁に付設されると思われるが、この付近には痕跡も認められなかった。カマド出現以前の段階に属し、

＼ 

。 lm 
1 :30 

図37 四方自遺跡II次調査 Sト09貯蔵穴遺物出土状況

調査区外に炉をもっ可能性も考えられる。

貯蔵穴は床面の東隅に設けられている。平

面形は不整な隅丸方形を呈し、東西82cm、南

北80cm、床面からの深さ60cmを測る。底面は

平坦で61×60cmの上端と相似の不整な隅丸方

形を呈する。内部には細かなロームブロック

を含む黒色土が堆積していた。

ピットは床面で1個を検出した。住居跡内

での位置的な関係から主柱穴と推定される。

形態は楕円形で、深さは72cmを測る。ローム

ブロックを含む黒色土が堆積し柱跡、 裏込め

は確認できない。

掘り方は中央のロームを台状に掘り残し、

周りをさらに深く掘り込んでいる。なお、掘

り方面ではp1に近接してさらにもう 1個の

ピットを検出した。貼床が2層に分離できる

ことから SI-09は建て替えが行われている可

能性が考えられ、この掘り方面で検出された

ピットは古い住居の主柱穴と推測される。

遺物 ［図39、写真27]

床面直上の遺物は、貯蔵穴周辺にまとまっ

1 r3o ているほか、貯蔵穴で集中して出土している。

図38 四方田遺跡II次調査 Sト09貯蔵穴 床面出土遺物のうち土師器坪［ 1 J、土師器増
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[ 2・3Jなどは完形もし くは完形に近く、本住居に伴うものと認定される。また、貯蔵穴には土師

器増 ［4 J、土師器高坪［6 J、土師器聾 ［12］などがあり、 ［6 Jのよ うな完形を含むものの、一部破

損品が多い。

SIー09出土遺物観察表

No. 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径 13.2 体部膨らみを持ち、口縁部は内望号 外面 口縁部ヨコナデ、体部中位 内外一明赤褐色 ’jc官，（ノ

杯 底径 6.0 する。底部は上げ底。 ヨコ、ナナメのナデ、底部ケズリ。

器高 5.8 内面 白縁部～体部ヨコナデ、底

部ケズリ。

2 土師器 口径 10.2 体部中位に膨らみを持ち、口縁部 外面 口縁部タテハケ調整後ヨコ 内外燈色 ’フ"tf仁ノノ
増 底径 は直線的に開き、端部わずかに内 ナデ、体部下位～底部ケズリ。

器高 8.7 脅する。底部丸底。 内面 口縁部ヨコハケ、体部指頭

による整形痕。

3 土師器 口f至 8.5 体部中位に膨らみを持ち、口縁部 外面 口縁部・体部上位ヨコナデ、内外ー燈色 口縁部 1/3

柑 底径 は直線的に開き、端部わずかに内 下位ナナメ、ヨコのケズリ。内面 欠損

器高 9.1 管する。底部丸底。 一口縁部ヨコナデ。

4 土師器 口径• 10.4 体部に膨らみを持ち、口縁部は直 外面 口縁部・体部上位ヨコナデ、 内外にぶい褐色 2/3 

増 底径 0.8 線的に関心底部は丸底。 中位ナナメのナデ、下位ヨコ、ナ

器高 8.8 ナメのケズリ。内面 口縁部ヨコ

ナデ、体部ナナメのナデ。

5 土師器 口径 接合部はすぽまり、脚部は大きく 外面脚部タテのミガキ。端部ヨ 比較的堅鰍。角閃 裾部2/3欠

器台 底径（11.8)開く。接合部に貫通孔、脚部に円 コナデ。内面脚部中位ハケ、下 石。長石。 十員

器高 孔を 3個穿孔。 ｛立ヨコナデ。 内外樫色

6 土師器 口f歪20.0 杯部下位に弱い稜を持ち、口縁部 外国一口縁部～杯部ヨコナデ，柱 内外明赤褐色 完形。内外商
高杯 底径 14.0 は外反気味に開く。脚部は微妙に 状部タテのミガキ、裾部ヨコナデ。 の一部に炭

器高 16.2 膨らみを持ち、裾部広がる。 内面 口縁部～杯部ヨコナデ、柱 化物付着。

状部輪積痕、指頭圧痕、裾部ヨコ

ナデ。

7 土師器 口径• 20.2 杯部下位に稜を持ち、坪部、脚部 外面口縁部～杯部ヨコナデ、柱 内外燈色 裾部欠損

高杯 底径 ともに直線的。 状部タテナデ。内面一口縁部～杯

器高 上位ヨコナデ、中位細かな擦痕が

入るタテの調整、柱状部指頭によ

る整形。

8 土師器 口2室20.8 杯部下位に弱い稜を持ち、口縁部 外面一口縁部～杯部ヨコナデ。 内外燈色 杯部3/4残

高杯 底径 は外反気味に開く。 内面 口縁部～体部ヨコナデ後暗 存

器高 文様のミガキ。

9 土師器 口径 柱状部下位に膨らみを持ち、裾部 外面接合部ヨコナデ、柱状部タ 内外明赤褐色 裾部4/5欠

高杯 底径(12.7) 広がる。 テのミガキデ、裾部ヨコナデ。 損

器高 内面柱状部タテナデ、裾部ヨコ

ナデ。

10 土師器 口1.£ 柱状部ほとんど膨らみを持たず直 外商柱状部ヨコナデ。内面柱 内外燈色 脚部残存

高杯 底f圭 線的に開く。 状部工具を回転して調整、ケズリ

器高 痕。

11 土師器 口径 「ハ」の字状に開き、脚端部外反 外面ーヨコナデ。 内外燈色 脚部残存。

高杯 底径 10.3 する。 内面 ヨコナデ。 時期的に異

器高 なる可能性

もある。

12 土師器 口径： 16. 7 胴部中位に膨らみを持ち、口縁部 外面 口縁部ヨコナデ、胸部上位 内外明赤褐色 底部欠損

婆 底径 は外反気味に開く。 ヨコナデ、下位タテのナデ。内面

器高（24.0) 口縁部～体部中位ヨコナデ、下

位ナナメのナデ。
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図39 四方田遺跡II次調査 Sト09出土遺物
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遺構 ［図40]

調査区の西壁際に位置する。大半が調査区外にあり、東隅周辺の 1/5程度を検出するにとどまる。

平面形、規模、主軸方位、カマドの有無、柱穴の位置などまったく不明で喝る。南東壁際に貯蔵穴状

の楕円形の落ち込みを認める。
A 

A66.2 

A' 
覆土は単層で、全体にロームフゃロックを含む黒褐色土

ギィ~ が堆積している。壁溝は存在しない。床は貼床層をもた

ず、ロームを直接床面としている。

南東壁際に貯蔵穴状の落ち込みがあるが、長径96cm、

。
図40 四方田遺跡II次調査 Sト10

A’ 
深さ30cmで平面規模の割に深さがなく、貯蔵穴と断定す

るに至らなしユ。覆土も他と同様である。

遺物 ［図41、写真27]

床面直上の遺物は南東隅の壁際で出土した完形の土師

器坪［ 1] 1点のみである。他に貯蔵穴状の落ち込みで

土師器坪［ 2 J、土師器聾［ 3 Jを検出している。
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図41 四方回遺跡II次調査 Sト10出土遺物

S卜10出土遺物観察表

No 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径 14.0 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部ヨコナデ、体部ナデ、胎土精良。 ほぽ完形

杯 底径 2.2 口縁部は内轡する。底部は上げ底。 部分的にケズリ、底部ケズリ。 内外明赤褐色

器高 6.3 内面 口縁部 ・体部ヨコナデ、底

部に微妙な凹凸あり。

2 土師器 口径： 12. 7 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面一口縁部ヨコナデ、体部ヨコ 内外明赤褐色 3/4 
杯 底径 2.1 口縁部はほぼ直立する。底部は弱 のケズリ。内面口縁部磨耗によ
器高 5.3 い上げ底。 り不明瞭、体部～底部ヨコ、ナナ

メのナデ。

3 土師器 口径： 19.8 胴部膨らみを持ち、口縁部は外反 外面一口縁部 ・胴部ヨコナデ。内 内外燈色 口縁部～胴

Z草 底径 する。 面一口縁部 ・胴部ヨコナデ、へラ 部残存

器高 先のノッチ入る。
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B 四方田遺跡III次調査

1 調査に至る経過

平成5年1月14日、本圧市大字四方田字屋敷前239-3番地の土地244ばにおいて個人専用住宅建設の

開発計画があり、この土地にかかる『埋蔵文化財所在および取扱いについて』の照会が本庄市教育委

員会あて提出された。当教育委員会において埼玉県教育委員会発行の 『本庄市遺跡分布地図』をもと

に埋蔵文化財の有無を確認したところ、同地は四方回遺跡（53-077）の範囲に含まれることが明らか

となった。同地はまた昭和61年度に、県営ほ場整備事業の実施に伴い、本庄市教育委員会が調査を行

なった四方田遺跡I次調査地点の北側に隣接し、また平成4年度に個人住宅の建設に伴い、同じく本

庄市教育委員会が調査を実施した四方田遺跡II次調査地点の西方に所在することから、これらの調査

地点と同様の遺構が連続する可能性が高いと判断された。

本庄市教育委員会では以上の状況をふまえ、事業者あて『埋蔵文化財の所在について』の回答を送

付し、

1.照会のあった土地については四方回遺跡（53-077）の範囲内に所在することから現状保存が望ま

しいこと

2.やむを得ず現状変更を実施する場合は、文化財保護法第57条の 2の規定により、文化庁長官あて

『埋蔵文化財発掘届』を提出し、事前に記録保存のための発掘調査を実施すること

3.本回答後は関係機関との協議を徹底すること

の旨を伝達した。

また、上記の回答と同時に、事業主体者と協議をおこなった結果、当該開発予定地にかかる遺跡の

範囲確認を目的する試掘調査を実施することとなり、平成5年1月21・22日に現地調査を実施した。

2 調査の方法と経過

今回調査の対象としたのは開発予定地全面の244ばである。東西方向にA・B 2本のトレンチを設定

し、小型重機を用いて表土を除去しつつ遺構・遺物の有無を確認した。その結果、現地表から約0.8m

の深さで、覆土に古墳時代～平安時代にかけての遺物を包含する河川跡と考えられる遺構を検出した。

しかし、河川跡覆土の掘削に及んだ段階から、湧水がいよいよ激しくなり、掘削が1.8mに達した時点

で、深さ1.6m付近の砂層からトレンチの壁が崩落を始め、 1.8m以下の調査は断念した。また、河川

跡覆土の十分な観察も不可能であった。掘削終了後、必要な記録を行い、埋め戻しを行って作業を終

了した。

3 調査の成果

河川跡は確認面で幅9～10mを測った。確認面付近の深さから湧水が見られたため、確実な観察は

できなかったが、河川跡覆土上面の色調は黒褐色を呈し、砂粒を少量含んでいた。河川跡の覆土は上

層には砂層が発達し、砂層下の黒色粘質土層からは土師器片が出土した。土師器片を含む土層は深さ

1.3～1.8mの厚さに及び、 一定のレベルに集中せず、砂層を挟んで断続的に出土する状況が観察でき

た。土師器は古墳時代前 ・中期を中心に、一部8世紀末から 9世紀初頭の資料を含んで、いる。
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図42 四方田遺跡II!次調査出土遺物

II!次調査出土遺物観察表

Na 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径 脚部は「ハ」の字状に開く。 外面脚部タテのハケ目。内面 内外燈色 脚部残存
小型高杯？ 底径 8.1 上半は剥落、下半ヨコのハケ目。

器高

2 土師器 口径 体部は横に膨らみを持つ、底部は 外面一体部ヨコ、ナナメのナデ、 内燈色 体部残存
増 底径 2.1 わずかに上げ底。 下位にケズリに近い部分あり。 外明赤褐色
器高 内面指頭による押圧、ヨコナデ、

体部下位に放射状、風車状のへラ

痕。

3 土師器 口径 体部は丸味を持って立ち上がる。 外面ナナメのハケ。内面ナナ 内掻色 底部残存
柑？ 底径 3.7 底部は上げ底。 メのナデ。 外一明赤褐色
器高

4 土師器 口径：（13.7) 胴部は中位に膨らみを持ち、口縁 外面 ロ縁部ヨコナデ、胴部磨耗 内外燈色 体部～底部
鉢 底径 4.6 部外反気味に開く。底面は微妙に の為不明瞭。内面一口縁部ヨコナ 1/3残存
器高（ 9.6) 凹む。 デ、胴部ナナメのナデ。

5 土師器 口径（12.9) 胴部は丸みを持ち、口縁部は外反 外面 口縁部ヨコナデ、頚部に輪 内外燈色 2/3 
Z霊 底径 気味に聞く。 積痕を一段残し、指頭により圧着。
器高 連続指頭圧痕残る。体部ナナメの

ケズリ。内面口縁部ヨコナデ、

体部ヨコ、ナナメのナデ。

6 土師器 口径 胴部は丸みを持って立ち上がる。 外面ー胴部ナナメ、タテのハケ、 内にぶい燈色 底部・胴部の
査 底径（ 8.2) 底面木葉痕。内面胴部ナデ、輪 外撞色 一部残存
器高 積痕。

7 土師器 口径（15.0)口縁部ほぽ直立する。 外面 口縁部ヨコナデ、体部ケズ 内外燈色 1/5 
珂＝ 底径 リ。内面 白縁部～体部ヨコナデ。
器高

8 土師器 口径（23.7) 体部やや丸みを持ち、口縁部と体 外面 口縁部ヨコナデ、体部ナナ 内外燈色 口縁部・体部
鉢 底径 部の境にかすかな稜を持つ。 メのケズリ。内面口縁部～体部 の一部残存
器高 ヨコのケズリ。
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C 四方田遺跡W次調査

1 調査に至る経過

平成6年6月8日、本圧市大字四方田字屋敷前257-1番地の土地295m＇において個人専用住宅建設の

開発計画があり、この土地にかかる『埋蔵文化財所在および取扱いについて』の照会が本庄市教育委

員会あて提出された。当教育委員会において埼玉県教育委員会発行の 『本庄市遺跡分布地図Jをもと

に埋蔵文化財の有無を確認したところ、この土地は四方田遺跡（53-077）の範囲に含まれることが明

らかとなった。同地はまた昭和61年度に、県営ほ場整備事業児玉南部地区の実施に伴い、本庄市教育

委員会が調査を行った四方田遺跡I次調査区の北側に隣接し、さらに平成4年度に個人専用住宅建設

に伴い同じく本庄市教育委員会が調査を実施した四方田遺跡II次調査区の西隣に近接することから遺

構の存在することが確実視された。

本庄市教育委員会では以上の状況をふまえ、平成6年6月15日付け本教社発第110号にて事業主体者

あて 『埋蔵文化財の所在について』の回答を送付し、

1.照会のあった土地については四方田遺跡（53-077）の範囲内に所在することから現状保存が望ま

しいこと

2.やむを得ず現状変更を実施する場合は、文化財保護法第57条の2の規定により、文化庁長官あて

『埋蔵文化財発掘届』を提出し、事前に記録保存のための発掘調査を実施すること

3.本回答後は関係機関との協議を徹底すること

の旨を伝達した。

しかし、他に住宅建設の適地がなく、やむをえず住宅建設部分にかかる約118m＇につ いて、 遺跡の記

録保存を目的とする発掘調査を実施することとなった。

発掘調査のための手続きについては平成6年10月5日付けで事業主体者から文化財保護法第57条の

2第l項の規定による埋蔵文化財発掘の届出が提出され、本庄市教育委員会ではこれを受けて、平成

6年10月7日付け本教社発第226号にて同届出を埼玉県教育委員会あて進達するとともに、文化財保護

法第98条第1項の規定による埋蔵文化財発掘調査の通知を埼玉県教育委員会を経由して文化庁長官あ

て提出した。

これに対し、平成6年11月7日付け教文第3-403号にて埼玉県教育委員会から 『周知の埋蔵文化財

包蔵地における土木工事等について』の通知があり、本庄市教育委員会ではこれを受けて、平成6年

11月18日付け本教社発第208号にて事業主体者あて伝達した。

現地での発掘調査は、本庄市教育委員会が調査主体となり、平成6年10月12日から平成6年12月22

日までの期間で実施した。
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2 調査の方法と経過

a.調査の方法

今回調査の対象としたのは開発申請地のうち 2棟の住宅建設にかかる計90ばである。当該部分には

隣地における II次調査によって住居跡の存在が予測されており、現地表から遺構確認面までは約

50～80cmを測ることが知られていた。また、遺構確認面の上層には遺物包含層が発達していることが

判明していた。このため、当初から人力によって遺物を検出しつつ、表土除去、遺構確認の作業を行っ

た。記録については国土座標系により遺構平面図 ・遺物分布図1/20、遺物出土状況1/10で行ったほ

か、必要な写真の撮影を実施した。

b.調査の経過

調査は平成6年10月12日から平成6年12月22日にかけて実施した。以下、日付を追って調査の経過

を記すこととする。なおこの間、土 ・日曜日、 祭日は休日とし、雨天の場合も作業を中止した。

10月12日（水） 調査区の設定、調査区周りの囲柵作業、機材収納用テン トの設営などを行う。

10月13日（木） 母屋建設部分をA区、離れ建設部分をB区とし、 B区から調査に入る。人力による

調査区の表土除去作業とともに遺構確認作業を行う。 II次調査区と異なり表土は客土であったため遺

物出土はきわめて少量にとどまる。

10月14日（金） 表土除去作業を午前中に終了。表土下にはII次調査区と同様の遺物包含層が所在す

ることから、遺物を取り上げつつ遺構確認の作業を継続。

10月17日（月） 前週に続き、包含層の遺物を取り上げつつ遺構確認作業を継続。

10月18日（火） 遺構確認作業を継続し、夕方までに終了。 B区では最終的に住居跡3軒（SI-11～13)

を確認。 SI-12・13覆土の調査を開始。

10月19日（水） ・20日（木） SI 12・13覆土の調査を継続。

10月21日（金） 雨天のため作業中止。

10月24日（月） SI 12・13覆土の調査を継続。新たに SI11覆土の調査を開始。

10月25日（火） SI-12覆土の調査を終了。 SI-13の覆土の調査に集中し、夕方までに遺物の検出を終

了。

10月26日（水） SI 11覆土の調査を継続。

10月27日（木） SI-11覆土の調査を継続。夕方までにほぽ遺物の検出を終了。

10月28日（金） SI 11午前中、 遺物の検出作業。午後、 SI-11～13の遺物出土状況写真撮影。

10月31日（月） SI-11～13遺物出土状況実測および遺物取り上げ。並行して土層分割、土層断面実測、

土層注記を実施。夕方までに終了。

11月1日（火） SI-11～13床面検出作業および床面検出状況写真撮影。午後、掘り方の調査を開始。

11月2日（水） SI 11～13掘り方の調査を継続。

11月4日（金） 作業中止。

11月7日（月） SI 11～13検出状況及び調査区全体写真撮影。午後、遺構平面実測、レペリング作業

を行いB区の調査を終了。

11月8日（火） A区の調査を開始。 B区での調査結果から、表土の除去には小型重機を導入し、表
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土下の遺物包含層直上まで掘削を行う。並行して、遺物包含層の調査と遺構確認作業を実施。

11月9日（水） 表土除去、遺物包含層調査、遺構確認の作業を継続。

11月10日（木） 表土除去、遺物包含層調査、遺構確認の作業を継続。夕方までに表土除去作業を終

了。

11月11日（金） 遺物包含層調査、遺構確認の作業を継続。

11月14日（月） 遺物包含層調査、遺構確認の作業を継続、夕方までに終了。住居跡5軒（Sl-14～18)

を確認。

11月15日（火） 撹乱、ピットの調査。

11月16日（水） SI 17・18覆土の調査を開始。

11月17日（木） SI-17・18覆土の調査を継続。SI-17カマド精査。

11月18日（金） SI-17・18覆土の調査を継続。午前中に Sl-18の調査を終了。

11月21日（月） SI-17覆土の調査を継続、午前中に終了。午後、 SI17・18遺物出土状況写真撮影。

11月22日（火） SI 17・18遺物出土状況実測および遺物取り上げ。並行して土層分割、土層断面実測、

土層注記を実施。夕方までに終了。新たに SI14覆土の調査を開始。

11月24日（木） Sl-17・18床面検出作業および床面検出状況写真撮影。 SI-14覆土の調査を継続。新

たに SI15覆土の調査を開始。

11月25日（金） SI-17・18掘り方の調査。 SI-14・15覆土の調査を継続。 SI-14カマド精査。

11月28日（月） SI 17・18掘り方、 SI14・15覆土の調査、SI14カマド精査。午前中に終了。

11月29日（火） SI-17・18掘り方の調査を継続。SI-14・15覆土の調査、午前中に終了。午後、遺物

出土状況写真撮影。

11月30日（水）・12月1日（木） Sl-14・15遺物出土状況実測および遺物取り上げ。並行して土層分割、

土層断面実測、土層注記を実施。

12月2日（金） SI-17・18掘り方完掘状況写真撮影。 Sl-14・15遺物取り上げを継続、午前中に終了。

12月5日（月） Sl-14・15床面検出作業。新たに SI-16覆土の調査を開始、夕方までに終了。

12月6日（火） SI 14・15床面検出作業を継続。 SI16遺物出土状況実測および遺物取り上げ。並行

して土層分割、土層断面実測、土層注記を実施。

12月7日（水） SI 14・15床面検出状況写真撮影。 SI16床面検出作業。貯蔵穴を検出。

12月8日（木） SI-14・15掘り方の調査。 SI-16床面検出作業を継続。貯蔵穴の調査を開始。

12月9日（金） SI 14・15掘り方の調査を継続。 SI16床面検出状況写真撮影。

12月12日（月） SI-14・15掘り方検出状況写真撮影。 SI-16掘り方の調査。

12月13日（火） SI-16掘り方の調査。一部の出土遺物を搬出。

12月14日（水） SI 16検出状況写真撮影。調査区壁面の土層断面実測。

12月15日（木） 午前中、調査区全体写真撮影。午後、遺構平面実測を開始。

12月16日（金）～12月20日（火）遺構平面実測を継続。この間に発掘機材、出土遺物を搬出。

12月21日（水） 調査区全面のレペリング作業。基準杭の抜去。

12月22日（木） 機材収納用テントの解体、囲柵の撤去を行いすべての作業を終了。
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3 調査の成果

IV次調査で検出した住居跡は8軒である。A区で5軒、B区で3軒を確認している。南側の I次調

査地点、や東側のII次調査地点、で検出した住居跡群に連続して同ーの集落跡を形成するものと推測され

る。さらに、I次調査地点の南方には広範に古墳時代中期の土師器片の散布が見られ、 II次調査地点

の東方においても地面の掘削時などに同様の時期の土師器片の出土を見ることから、周囲には比較的

大規模な古墳時代中期の集落が展開していると考えられる。

IV次調査はA・B区とも対象範囲が狭く、また住居跡は相互の切り合いも顕著で、全体の形状の判

明する住居跡はない。遺物を伴い時期の明らかな住居は、一定の時間幅は認められるものの、すべて

古墳時代中期に該当する。 2軒の住居跡にはカマドが、 3軒の住居跡には貯蔵穴が伴う。カマドはい

ずれも東寄りの壁と南寄りの壁に付くものがある。

a Sl-11 

遺構 ［図44、写真11・12]

B区の南東隅に位置する。北西壁側を中心に全体の 1/3程度を検出した。平面形は比較的角の明瞭

な方形を呈する。規模は不明ながら、検出された北西壁と並行に仮の軸線をとれば、主軸方位はN-65。

-Eを示す。

覆土は単層で、ロームブロックを含む黒褐色土が堆積している。貼床をもたず、ローム面をそのま

ま床面とし、壁溝も存在しない。

カマドや炉は検出されず、存在する場合は調査区外にあると考えられる。

ピットは2個を検出し、うちp1は主柱穴である。形態は円形で、深さは63cmを測る。ロームブロッ

クを含む黒褐色士が堆積し、柱跡、 裏込めは確認できない。

遺物 ［図45、写真28]

床面直上の遺物はわずかで、土師器杯［ 1 Jがp1付近で、土師器坪［ 2 Jが調査区東壁際で出土
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。
図44 四方田遺跡W次調査 Sト11
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した。土師器坪［1 Jは完形に近く本住居

跡に伴うものであろう。土師器坪［2 Jは

典型的な坪蓋模倣坪で、遺存状態から混入

の可能性が考えられる。

Sト11出土遺物観察表

No 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴

1 土師器 口f圭 13.5 体部は丸みを持って立ち上がり、
均： 底径 口縁部内わずかに内轡する。底部

器高 5.1 は丸底。

2 土師器 口径（14.1) 口縁部と体部との境に稜を持ち、
巧＝ 底径 口端部に平坦面、外稜わずかに突

器高（ 6.4) 出する。

b, SI一12

遺構 ［図46、写真12]

ズー！
図45 四方田遺跡W次調査 Sト11出土遺物

調整手法の特徴 胎土・色調 備考

外面一口縁部ヨコナデ、体部ナナ 内外明赤褐色 口縁部一部

メヨコナデ。内面 口縁部～体部 欠損

ヨコナデ。

外面 口縁部ヨコナデ、体部へラ 内外一明赤褐色 1/2 
ケズリ。内面ーヨコナデ。

B区の北西隅に位置する。大半がSI-13と重複し、南西壁際の一部が残るのみである。当初、 SI13 

とともに単一の住居跡との認識で調査を進めたが、床面レベlレで明瞭な段差があり、最終的に個別の

住居跡と認定した。平面形、規模、主軸方位、カマドの有無、柱穴の位置などは不明でFある。

覆土は単層で、ロームブロックを含む黒褐色土が堆積しているが、 Sl-13との切り合い関係は判別で

きない。

貼床をもたず、ローム面をそのまま床面とし、壁溝も存在しない。カマドや炉は検出されず、存在

する場合は調査区外にあると考えられる。ピットも確認できなかった。

遺物

遺物は覆土中から土師器坪・警などの小片を検出しているが、 SI13との切り合い関係が判別できて

いないために、帰属を確認できない。

c. Sl-13 

遺構 ［図46、写真12]

先のSI-12とともにB区の北西隅に位置する。南隅を中心に全体の 1/ 3程度を検出した。平面形は

隅丸方形を呈する。規模は不明ながら、検出された南東壁と並行に仮の軸線をとれば、主軸方位はN

-55。－Eを示す。

覆土は単層で、ロームブロックを含む黒褐色土が堆積している。床面は平坦で、貼床をもたず、ロー

ム面をそのまま床面とし、壁溝も存在しない。

カマドもしくは炉は検出されず、存在する場合は調査区外にあると考えられる。

調査区北壁際の床面に、貯蔵穴の可能性がある不整円形の落ち込みを確認しているが、掘り込みが

浅く、遺物を伴わず、覆土も他と同様であることから貯蔵穴としての性格は確定できない。

ピットは 1個を検出した。主柱穴と考えられる。形態は円形で、深さは50cmを測る。ロームブロツ
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クを含む黒褐色土が堆積し柱跡、裏込め

は確認できない。

なお、 SI12とは軸線を並行し、南東壁

を共有するように見られることから、前

後関係は不明ながら、SI12・13は先行す

る住居跡の一部を利用した建て替えによ

る重複と考えられる。

¥1 __ 7, 

。 10棚

1・4

際ミミ

。

遺物 ［図47、写真28] 図47 四方田遺跡W次調査 Sト13出土遺物

床面直上の遺物はわずかで、土師器土甘

2m 
1 :60 

の口縁部［ 1 ］が調査区北西隅で、土師器高坪［2］が南東壁際で出土した。土師器柑［ 1］は口縁

部のみで、混入の可能性が考えられる。土師器高杯［ 2］も脚部を欠損し、本住居跡への帰属は微妙

である。
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Sト13出土遺物観察表

Nu 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口f至12.6 口縁部外反気味に聞き、端部やや 内外面とも磨耗しており殆ど不明 内外燈色 口縁部3/4

柑 底径 内轡する。 瞭。 残存

器高

2 土師器 口f室18.3 杯部下位に弱い稜を持ち、口縁部 外面 口縁部～坪部中位ヨコナデ 内外燈色 脚部1/ 2欠

高杯 底径 11.5 は外反気味に開く。柱状部膨らみ 均二部下位ヨコナデ後暗文様のミガ 損。内面に炭

器高（14.8)持ち、裾部広がる。 キ底部ヨコ、ナナメのナデ、柱状 化物付着。

部タテナデ、ミガキ後暗文様のミ

ガキ。裾部ヨコナデ。内面亦部

ヨコナデ後暗文様のミガキ、部分

的に細かなハケメ、裾部ヨコナデ。

d Sl-14 

遺構 ［図48～51、写真14～16]

A区の北東隅に位置する。南西側を中心に全体の 1/ 2近くを検出した。南隅周辺は SI15と重複す

る。平面形はやや不整な隅丸方形を呈し、規模は南西壁側でおよそ 6mを測る。主軸方位はS-50。－w

を示す。南西壁の南隅寄りにカマドを備える。

覆土は単層に近く、ロームブロックを含む黒褐色土が厚く堆積しているが、南東壁際の床面には炭

化物ブロックと木灰を多量に含む黒色土が見られる。

床は中央のロームを方台状に掘り残し、壁に沿って周り掘り込んだ後、多量のロームブロックと少

量の白色粘質土、炭化物、焼士などのブロックを含む暗褐色土や黒褐色土を敷き込んで貼床を形成し

ている。床の中央はロームをそのまま床面としている。床面はおおよそ平坦で、、全体に硬化が顕著で

ある。壁溝は存在しない。

カマドは南西壁の中央から南隅に寄った位置に付設されている。完全な造り付けカマドで、壁内へ

の掘り込みをもたない。カマドは黒褐色土に白色粘質土や焼土の細かなブロックを混合した土を用い

て構築している。比較的良好な遺存状態を保っていたが、土器片、石材などの構築材の使用や臼玉な

どを用いた祭把の痕跡は認められなかった。なお、これまで四方田遺跡で検出されているカマドは、
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47 

2m 
1:60 



＼ 

'::1・ 
A66. 3 

Sト14土層説明

1 黒褐色 土ロームプロック（径1～5mm）を少量含む。

2 黒色土炭化物ブロック（径l～5mm）、木灰を多量に含む。

3 黒色土ロームブロック（径1～5mm）を少量含む。

A' 

2m 
1 :60 

4 暗褐色土 ロームブロック（径l～5mm）を多量に含み、炭化物ブロック（径1～5mm）、焼土ブロック
（径1～5mm）を少量；含む。しまり強。貼床層。

5 黒褐色土 ロームブロック（径l～5mm）を多量に含み、白色粘土フ’ロック（径1～5mm）、炭化物プ．ロツ
ク（径1～3皿皿）、焼土ブロック（径1～3mm）を少量含む。しまり強。貼床層。

図49 四方田遺跡W次調査 Sト14掘り方

Sト14出土遺物観察表（1)

No. 器種 法量（cm) 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴

1 土師器 口径 12.4 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部ヨコナデ、体部上位
珂＝ 底径 2.2 口縁部はほぽ直立する。底部は平 ～中位ナナメのナデ、下位ケズリ。
器高 7.0 底。 内面口縁部～底部ヨコナデ。

2 土師器 口f歪10.3 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部～体部上位ヨコナデ
巧＝ 底径 2.8 口縁部は外傾する。底部は上げ底。 中位～底面ヨコ、ナナメのケズリ。
器高 4.1 内面 ヨコ、ナナメのナデ。部分

的にナナメの弱いミガキ。

3 土師器 口径 14.0 体部は浅めで上位に膨らみを持 外面 白縁部ヨコナデ、体部上位
巧＝ 底径 3.1 つ。口縁部は外傾する。底部上げ 下調整のタテハケ、下位不規則な
器高 5.0 底。 ヨコケズリ。内面 口縁部ナナメ、

ヨコのハケ、体部ヨコナデ、底部

ケズリ。

4 土師器 口径，10.6 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部ヨコナデ、体部上位
均く 底径 3.6 口縁部は短く外傾する。底部は上 ～中位ヨコ、ナナメのナデ、下位
器高 6.6 げ底。 ～底部ケズリ。内面一口縁部 ・体

部ヨコナデ。

5 土師器 口径 11.2 体部は膨らみを持ち、口縁部は短 外面 口縁部ヨコナデ、体部ケズ
杯 底径 3.4 かく外傾する。底部は上げ底。 リ。内面 口縁部～体部中位ヨコ
器高 6.5 ナデ、下位～底部ヨコ、ナナメの

ナデ。

6 土師器 口径 12.2 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部ヨコナデ、体部上位
杯 底径 3.5 口縁部は外反する。底部は凹凸あ タテ、ナナメのナデ、中位～下位
器高 6.7 る上げ底。 ケズリ。内面 白縁部～体部ヨコ

ナデ、底部ケズリ。
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胎土・色調 備考

内外一明赤褐色 口縁部一部

欠損

内外 明赤褐色 完形

内外明赤褐色 口縁部一部

欠損

内ーにぶい燈色 口縁部一部

外一種色 欠損

内外明赤褐色 一部欠損

内外掻色 4/5 
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図50 四方田遺跡N次調査 Sト14カマド遺物出土状況

。 lm 
1 :30 

図51 四方田遺跡N次調査 Sト14カマド

Sト14出土遺物観察表（2)

Na 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴

7 土師器 口径 17.0 杯部下位に弱い稜を持ち、口縁部

高杯 底径 14.0 は外反気味に開く。脚部は中位に

器高 12.7 膨らみを持ち、裾部広がる。

8 土師器 口f霊20.3 杯部下位に稜を持つ。口縁部は外
高杯 底径 反気味に開く。

器高

9 土師器 口f歪17.5 均二部下位に稜を持ち、口縁部ほぽ
高杯 底径 直線的に開く。

器高

10 土師器 口径i17.8 杯部下位に稜を持ち、口縁部はほ
高杯 底径 ぽ直線的に開く。

器高

11 土師器 口f至20.0 杯部下位に稜を持ち、口縁部はほ
高杯 底径 ぽ直線的に開く。

器高

12 土師器 口f歪13.8 均二部下位には明瞭な稜を持たず、
高杯 底径 口縁部は外反気味に開く。

器高

13 土師器 口径（15.5)胴部あまり膨らみを持たず、口縁

鉢 底径 部は内轡しつつ開く。

器高

I次調査地点も含めほとんどが東ないし北東側の壁

に付く例が一般的であるが、南西壁に付く本住居の

場合は異例で、ある。貯蔵穴は確認できていない。

ピッ トは床面で2個を検出した。いずれも主柱穴

である。形態は楕円形ないしは歪んだ円形で、深さ

はp1カヲ20cm、p2カま25cmを調。る。ロームブロック

を含む黒色土が堆積し柱跡、裏込めは確認できない。

掘り方は中央のロームを台状に掘り残し、周りを

深く掘り込んでいる。南東壁に沿う掘り方にはさら

に不整形の落ち込みが重複している。また、中央の

方台状のローム掘り残しにも、不整形の土坑 ・ピッ

ト状の浅い落ち込みが散在している。

遺物 ［図52・53、写真28・29]

床面直上の遺物は、中央部に集中するほか、カマ

ド周辺でまとまって検出している。遺物量は多いが、

欠損品が多い。完形品はカマド左袖付近で出土した

土師器坪［ 2 Jのみである。

調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

外面 口縁部ヨコナデ、杯部下調 内橿色 脚部1/3欠

整のハケメ後ヨコナデ、柱状部タ 外一明赤褐色 損

テナデ。 内面 白縁部ヨコナデ、

杯部ヨコ、ナナメのハケメ調整後

暗文様のミガキ。柱状部ナナメの

ケズリ、裾部ヨコナデ。

外面一口縁部～杯部ヨコナデ、杯 内外明赤褐色 脚部欠損

底部タテ、ナナメのナデ。内面一口

縁部～均二部ヨコナデ。

外面一口縁部～杯部ヨコナデ、杯 内外明赤褐色 脚部欠損。

底部ヨコ、ナナメのナデ。内面杯 内面に炭化

部放射状のナデ。 物付着。

外面一口縁部～杯部ヨコナデ。 内明赤褐色 均二部3/4残

内面 白縁部～均二部ヨコナデ。 外樟色 存

外面白縁部～杯部ヨコナデ。 内 にぶい赤褐色 坪部2/3残

内面口縁部～杯部ヨコナデ。 外一明赤褐色 存

外面 口縁部～杯部上位ヨコナデ 内外明赤褐色 脚部欠損。

中位～底部タテ、ナナメのナデ。 器台の可能

内面 ヨコナデ、局所的にナナメ 性もある。

のミガキに近い調整。

外面口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ、 内一赤褐色 胴部破片

ナナメのナデ。内面 口縁部～胴 外明赤褐色

部ヨコナデ。
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図53 四方田遺跡W次調査 Sト14出土遺物（2)

Sト14出土遺物観察表（3)

No. 器種 法量（αn) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

14 土師器 口径 体部中位に膨らみを持ち、口縁部 外面一口縁部ヨコナデ、体部上位 内外燈色 2/3 
柑 底径 2.2 は内管気味に関心底部は平底。 ～中位ヨコ、ナナメのナデ、下位
器高 ～底部ヨコ、ナナメのケズリ。

内面 口縁部ヨコナデ、体部ヨコ
ナデ、指頭圧痕。

15 土師器 口径（24.6)胴部中位に膨らみを持ち、口縁部 外面 口縁部ヨコナデ、胴部タテ、 内明赤褐色 1/ 4 
E霊 底形（ 6.2) は外反する。 ナナメのケズリ、底部ヨコのケズ 外ー赤褐色

器高（23.3) リ。内面白縁部ヨコナデ、胸部
ヨコ、ナナメのナデ、ケズリ。

16 土師器 口径（18.0)胴部中位に膨らみを持ち、口縁部 外面 白縁部ヨコナデ、胴部上位 胎土精良。 2/3 
斐 底径 7.8 は外反する。 ナナメのナデ、中位ナナメのケズ 内外明赤褐色

器高 27.7 リ、下位ヨコ、ナナメのナデ、底

面ケズリ。内面 口縁部ヨコナデ、
胴部～底部ヨコナデ。

17 土師器 口径i16.5 胴部膨らみを持ち、口縁部は外反 外面 口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ 内明赤褐色 1/4 

整 底径 気味に開く。 ナナメのナデ。内面 口縁部ヨコ 外掻色

器高 ナデ、胴部ナナメのナデ。

18 土師器 口径 15.8 口縁部は外反気味に聞く。 外面一口縁部ヨコナデ、胴部上位 内外樫色 口縁部4/5

斐 底径 ヨコ、ナナメのナデ。内面 口縁 残存

器高 部ヨコナデ、胴部ヨコ、ナナメの

ナデ。

19 土師器 口径（19.0)口縁部は外反気味に開く。 外面 口縁部ヨコナデ、胴部上位 内外一明赤褐色 口縁部 1/2

翠 底径 ヨコ、ナナメ、タテのナデ。内面 残存。片岩の

器高 口縁部ヨコナデ、胴部上位ヨコ、 粉末含む。

ナナメのナデ。

20 土師器 口径 脚部わずかに膨らみを持ち、「ハ」 外面一杯部底部ナナメのナデ、脚 胎土精良。 脚部残存。

高杯 底径 11.0 の字状に開く。 部ヨコナデ。内面脚部ヨコナデ。 内一明赤褐色 時期的に異

器高 外にぶい赤褐色 なる可能性
もある。

21 土師器 口径（23.5)網部わずかに膨らみを持ち、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、頚部指頭 内赤褐色 1/4 
甑 底径 8.6 部は直線的に開く。 圧痕、胴部ナナメ、タテのナデ、 外明赤褐色

器高 26.8 下位磨耗により不明瞭。内面 口
縁部～胴部ヨコ、ナナメのナデ（磨
耗著しい）。

22 土師器 口径（ 2.0) 全体に長胴の無頚査のような形態 外面ナナメの不規則なナデ。部 内ーにぶい褐色 1/2。土器
（ミニチュ 底形（ 2.3) で、口縁部がやや突出し、肥厚す 分的に細かな切傷のような調整 外燈色 以外の器具

ア土器） 器高 4.5 る。底部は穿孔されている可能性 痕。内面指押え。 もしくは模

がある。 倣品の可能
性もある。
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Sト15土層説明

1 黒褐色土ロームプロック（径 1111111±）を

少量含む。

2 黒褐色土ロームブロック（径1～5111111) 

を少量含み、炭化物ブロック（径

I～2 111111）、 焼土ブロック（径1

～3 111111）を多量に含む。。
3 黒褐色土ロームブロック（径l～5111111) 

ーー／

を少量含み、白色粘土ブロック

（径1～5111111）を多量に含む。

4 暗黒色土ロームプロック（径1～5111111)

を多量に含む。

。／ 5 黒褐色土ロームブロック（径l～5111111) 

を多量に含み、炭化物ブロック

（径1～5111111）を少量含む。し

まり強。貼床層。

。 2m 
1・：60

図54 四方田遺跡W次調査 Sト15

e. SIー15

遺構［図54、写真17・18]

A区の東壁側に位置する。半分以上が調査区外にあって、住居跡の西隅側1/ 3程度を検出したにと

どまった。北側はSI-14との重複によって失っている。平面形は比較的角の明瞭な方形を呈すると思わ

れるが、規模、主軸方位ともに不明である。調査の範囲内では、カマドを確認できていない。

覆土は 2層に大別され、壁際には部分的にロームと白色粘質土、炭化物、焼土の細かなブロックを

含む黒褐色土ないし暗褐色土が堆積している。床面は全体にロームブロックを含む黒褐色土で被覆さ

れている。

床には中央に緩やかな窪みが存在し、この部分に多量のロームブロックと少量の炭化物ブロックを

含む黒褐色土を敷き込んで貼床を形成している。他の部分はロームをそのまま床面としている。床面

はおおよそ平坦で＼ 全体に硬化が顕著である。壁溝は存在しない。

カマドは検出されず、存在する場合は調査区外にあると考えられる。

北西壁際のSI-14との境界近くに貯蔵穴状の土坑を検出した。隅丸方形を呈する平面形や、位置的な

問題から、貯蔵穴と断定するに至らない。 平面形は隅丸方形を呈し、一辺50cm、床面からの深さ30cm

を測る。底面は平坦で径35cmの円形を呈する。覆土には細かなロームブロックを含む黒色土が堆積し
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図55 四方田遺跡W次調査 Sト15出土遺物（1)

Sト15出土遺物観察表（1)

No. 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径 15.7鉢体部は丸みを持って立ち上が 外面 口縁部ヨコナデ、鉢体部ヨ 内外明赤褐色 口縁部、裾部
台付鉢 底径 11.6 り、口縁部は短く聞く。柱状部は コナデ後タテの不規則な暗文様の 一部欠損

器高 14.5中位に膨らみを持ち、裾部は広が ミガキ。柱状部タテのミガキ、裾
る。 部暗文様のミガキ。内面鉢体部

かなりランダムなミガキ、柱状部

～裾部輪積痕、タテの絞り目。
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図56 四方田遺跡W次調査 Sト15出土遺物（2)
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Sト15出土遺物観察表（2)

No 器種 法霊（cm) 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土・色調 備考

2 土師器 口径（21.2)杯部下位に弱い稜を持ち、口縁部 外面白縁部～杯部ヨコナデ、杯 内一燈色 杯部1/4、
高杯 底径（16.5)は外反気味に聞く。柱状部は下位 底部タテ、ナナメのナデ、柱状部 外明赤褐色 裾部1/3残
器高（17.7) に膨らみを持ち、裾部広がる。 タテナデ（ミガキに近い）、裾部ヨ 存

コナデ。内面一口縁部～杯部ヨコ

ナデ、柱状部輪積痕、タテのケズ

リ、裾部ヨコナデ。

3 土師穏 口径 17.5 杯部下位に弱い稜を持ち、口縁部 外商一口縁部～均部上位ヨコナデ 内一燈色 坪部3/4残
高均二 底径 は直線的に開く。 中位ナナメのナデ、下位ヨコナデ。 外黄燈色 存

器高 内面 口縁部～均二部ヨコナデ、底

部剥落の為不明瞭。

4 土師器 口径 17.5 杯部下位に稜を持ち、口縁部外反 外面 口縁部～均二部ヨコナデ。 内外明赤褐色 均三部残存

高杯 底径 気味に開く。 内面一口縁部～均二部ヨコナデ。

器高

5 土師器 口径i18.0 杯部下位に稜を持ち、口縁部外反 外面一口縁部～杯部ヨコナデ。 内暗褐色 杯部3/4残
高杯 底径 気味に開く。 内面 口縁部～杯部ヨコナデ。 外一赤褐色 存

器高

6 土師器 口径（19.7) 杯部下位に稜を持ち、口縁部直線 外面 口縁部～杯部ヨコナデ。 内外ー撞色 口縁部1/ 3 
高杯 底径 的に開く。 内面 口縁部～杯部ヨコナデ。 残存

器高

7 土師器 口径（21.6)杯部中位と下位に突出した段を巡 外面一口縁部～杯部ヨコナデ、底 内外燈色 杯部1/2残
高珂： 底径 らせ、口縁部は外反する。 部ナナメのハケ。内面口縁部 存。二次的に
器高 ～杯部ヨコナデ、 脚部整形痕。 被熱してい

る可能性あ

り。

8 土師器 口f歪24.9 均二部中位と下位に突出した段を巡 ヨコナデ後ミガキ入る。内外国共 内外一橿色 杯部残存
高杯 底径 らせ、口縁部は外反する。 磨耗の為不鮮明。

器高

9 土師器 口径（16.5)杯部中位と下位に突出した段を持 外面口縁部～杯部ヨコナデ。 内外燈色 杯部4/5残
高杯 底径 つ。 内面白縁部～杯部ヨコナデ。 存

器高

10 土師器 口径 柱状部下位に膨らみを持ち、裾部 外面柱状部タテナデ、裾部ヨコ 内外明赤褐色 裾部1/4欠
高杯 底径 12.7 広がる。 ナデ。内閣ー柱状部下位タテナデ、 損

器高 裾部ヨコナデ。

11 土師器 口径 柱状部中位に膨らみを持ち、裾部 外面一杯底部ヨコ、ナナメのナデ、内外一明赤褐色 脚部一部欠
高杯 底径 13.3 広がる。 柱状部ナナメ、タテのナデ、裾部 損

器高 ヨコナデ。内面杯底面ナデ、柱

状部指頭による調整痕、裾部ヨコ

ナデ。

12 土師器 口径 柱状部は直線的に開き、裾部広が 外商柱状部タテミガキ、裾部ヨ 内一明赤褐色 裾部一部欠

高杯 底径 13.6 る。 コナデ。内面一柱状部指頭による 外一赤褐色 損
器高 調整痕、裾部ヨコナデ。

13 土師器 口径 柱状部中位に膨らみを持ち、裾部 外面柱状部タテ、ナナメのナデ、 内外燈色 裾部1/4欠
高杯 底径 15.0 広がる。 裾部ヨコナデ。内面柱状部指頭 十員

器高 による調整痕、裾部ヨコナデ。

14 土師器 口径 柱状部は直線的に開き、裾部広が 外面柱状部タテナデ、裾部ヨコナ 内明赤褐色 裾部1/4欠
高勾： 底径 13.5 る。 デ。内面柱状部下位タテナデ、 外にぶい燈色 損
器高 裾部ヨコのケズリ。

15 土師器 口径 8.7 体部に膨らみを持ち、口縁部外反 外面 口縁部・体部上位ヨコナデ、 内燈色 1 / 2 
増 底径 1.6 気味に関心 底部上げ底。 中位～底部ケズリ。内面 口縁部 外明赤褐色
器高 6.5 ヨコナデ、体部上位ナナメのナデ、

底部指頭による整形痕。

16 土師器 口径 8.8 体部に膨らみを持ち、日縁部は内 外面 口縁部ヨコナデ、体部ヨコ、 内外一明赤褐色 とYまarノ’C 
柑 底径 3.5 轡気味に開く。底部は上げ底。 ナナメのナデ、体部下位に縄の圧

器高 9.0 痕。内面 口縁部ヨコナデ、体部

指頭による整形痕。



Sト15出土遺物観察表（3)

No. 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎士 ・色調 備考

17 土師器 口径 8.4 体部は膨らみを持ち、口縁部直線 外面口縁部ヨコナデ（細線入 内外一明赤褐色 一部欠損

増 底径 3.2 的に関心底部上げ底。 る）、体部上位ヨコナデ、中位ヨコ、

器高 9.2 ナナメのナデ、底部ヨコ、ナナメ

のケズリ。内商 口縁部ヨコナデ、

休部指頭によるヨコ、ナナメの整

形。

18 土師器 口径i9.2 体部は中位が膨らみ、口縁部は直 外面 口縁部ヨコナデ、体部ヨコ、 内外明赤褐色 ほぽ完形

柑 底径 1.4 線的に聞く。底部上げ底。 ナナメのナデ。底部ヨコ、ナナメ

器高 9.0 のケズリ。内面 口縁部ヨコナデ、

体部ヨコ、ナナメのナデ。

19 土師器 口径（ 7.4) 体部は中位が膨らみ、口縁部は外 外面 口縁部ヨコナデ、体部指頭 内外一明赤褐色 1/3 

土甘 底径 反気味に聞く。 による整形痕とナデ。内面一口縁

器高 部ヨコナデ、体部ナデ、凹凸ある

整形痕。

20 土師器 口径（10.4)体部は中位が膨らみ、口縁部は直 外面 白縁部ヨコナデ、体部ヨコ、 内外燈色 1/3 

柑 底径 線的に関心 ナナメのナデ。内面 口縁部 ・体

器高 部ヨコナデ。

21 土師器 口径 9.8 体部は膨らみを持ち、口縁部直線 外商 口縁部ヨコナデ、体部ヨコ、 内外明赤褐色 2/3 

士甘 底径 的に開く。 ナナメのナデ。内面 口縁部ヨコ

器高 ナデ、屈曲部絞り目、体部指頭に

よる整形痕。

22 土師器 口径（12.5)口縁部外反気味に開く。 外面 口縁部ヨコナデ、体部ヨコ、 内外明赤褐色 ロ縁部1/2

士甘 底径 ナナメのナデ。内商一口縁部ヨコ 残存

器高 ナデ部分的にミガキ、体部ヨコナ

ア。

23 土師器 口径 体部は中位に膨らみを持ち、口縁 外面 白縁部暗文様のミガキ、屈 内外赤褐色 口縁部一部

土甘 底径 2.5 部は微妙な丸みを持ち開く。底部 曲部ヨコナデ、体部ケズリ。内面 欠損

器高 上げ底。 口縁部ヨコナデ後ミガキ、体部

ナデか？、指頭による整形痕あり。

24 土師器 口径 体部は丸く膨らみ、底部は丸底。 外面 口縁部・体部上位ヨコナデ、 内外←明赤褐色 体部残存

増 底径 中位～底部ケズリ。内面 口縁部

器高 ヨコナデ、体部ナナメのナデ。

25 土師器 口径 体部は中位で大きく膨らむ。底部 外面体部上位ヨコナデ、下位ケ 内 にぶい褐色 体部残存

増 底径 は丸底。 ズリ。内面体部ヨコナデ。 外赤褐色

器高

26 土師器 口径 13.7 口縁部直線的に開く。 外面口縁部ヨコナデ、内面白 内外赤褐色 口縁部一部

柑 底径 縁部ヨコナデ。 欠損

器高

27 土師器 口径 12.3 体部に丸みを持ちなで肩、口縁部 外面 口縁部・体部上位ヨコナデ、 内 にぶい赤褐色 完形

鉢 底径 3.1 外反気味に開く。底部は小さな平 中位～底部ケズリ。内面 白縁部 外明赤褐色

器高 9.3 底。 ヨコナデ、体部ナナメのナデ。

28 土師器 口径（24.3)体部上位丸みが弱く、口縁部は直 外面 口縁部ヨコナデ、体部上位 内外赤褐色 1/2 

鉢 底径 7.7 線的に聞く。 ヨコ、ナナメのナデ、中位ヨコの

器高（14.7) ケズリ、底部ナナメのナデ。内面

口縁部ヨコナデ、体部上位ヨコ、

ナナメのナデ、中位ヨコのケズリ、

下位ナナメのナデ。

29 土師器 口径 17.8 胴部膨らみを持ち、口縁部は外反 外面 口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ、 内外燈色 2/3 

整 底径 する。 ナナメのナデ、内面 口縁部ヨコ

器高 ナデ、胴部ヨコナデ。

30 土師器 口径(14.6)胴部膨らみを持ち、口縁部は外反 外面 白縁部ヨコナデ、胴部ナナ 内外樺色

護 底径 する。 メのナデ。内面 口縁部ヨコナデ、

器高 胴部租いヨコナデ。
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Sl-15出土遺物観察表（4)

Nu 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土・色調 備考

31 土師器 口径 15.0 胴部緩やかな膨らみを持ち、口縁 外面一口縁部ヨコナデ、胴部上位 内外明赤褐色 1/2 
斐 底径 8.0 部は外反する。 ヨコ、ナナメのナデ、中位ナナメ
器高 27.9 のナデ、一部ケズリ、下位細かな

ケズリ。内面口縁部～底部ヨコ、

ナナメのナデ。

32 土師器 口径 平底の底部から胴部が轡曲して立 外面体部ヨコ、ナナメのナデ。 白色の微細粒多 底部残存。
（ミニチュ底径 3.5 ち上がる。 内面放射状の指ナデ。 し〉。 護あるいは
ア土器） 器高 内灰褐色 鉢の ミニュ

外 にぶい燈色 チアか？

33 土師器 口f歪 2.8 全体に口縁部の長い柑を模したか 指頭による成形、整形のまま無調 内外明赤褐色 体部1/2欠
（ミニチュ 底径 と思われる形態で、体部は中実。 整。 t貸
ア土器） 器高 2.8 

34 板状土製品 厚みのある板状で、表裏をなす平 一方の平坦面（A面）には、浅く 内外掻色 一部残存
坦面とやや丸みのある側面からな 粗いハケ様の痕跡の残るナナメの
る。薄板状の粘土を重ねている。 ナデ。もう一方の平坦面 （B面）

には、部分的にナデ痕、 指頭圧痕、

竹官状工具による刺突痕。側面は

A面と同じナナメのナデ。

ていた。

ピットは床面で3個を検出した。このうちp1は主柱穴である。形態は査んだ楕円形で、深さは20

cmを測る。ロームブロックを含む黒色土が堆積し柱跡、裏込めは確認できない。

掘り方は中央部をごく浅く緩やかに掘り込んでいるのみで、他に落ち込みは存在しない。

遺物［図55・56、写真29～31]

床面からは、土師器高杯、柑を中心に多量の遺物が出土しているが、完形品は西隅で検出した土師

器柑 ［16・18］のみで、欠損品が多数を占める。ほとんどが、住居廃絶後に遺棄されたものと考えら

れる。なお、 北西壁際の貯蔵穴状の土坑底面からは完形土師器鉢［27］を検出している。

f. SIー16

遺構 ［図57、写真19]

A区の北西隅に位置する。大半が調査区外にあって、住居跡東隅付近の一部を検出したにとどまっ

∞｜ 

A66. 2 A’ 

Sト16土層説明

1 黒褐色土 ロームブロック （径1～5mm）を少量含む。

2 黒色 土ロームブロック （径 1mm土）を少量含む。

3 黒褐色土 ロームブロック（径1～5mm）、 炭化物フ＋ロック（径1

～5 mm）を少量含む。しまり強。貼床層。

4 暗 褐 色 土 ロームブロック （径1～15mm）を多量に含む。 しまり

強。貼床層。

2m 
1 :60 

図57 四方田遺跡W次調査 S卜16
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10cm 
1・4

図58 四方田遺跡W次調査 S卜16出土遺物

S卜16出土遺物観察表

NQ 器種 法盆（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径 11.7 膨らみを持つ体部、口縁部は直線 外面 白縁部ヨコナデ、体部ケズ 内明赤褐色 ほぽ完形

均＝ 底径 1.8 的に短く関心底部は小さな凹底。リ。内面一口縁部ヨコハケ、体部 外燈色

器高 7.3 ～底部ヨコナデ、一部ケズリ。

2 土師器 口径（12.3)体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部ヨコナデ、体部上位 内外明赤褐色 1/4 

珂； 底径 口縁部は直線的に開く。 ヨコナデ、中位ナナメのナデ、下

器高 位ヨコケズリ。内面口縁部ヨコ

ナデ、体部上位ナナメのケズリ、

下位ヨコ、ナナメのナデ。

3 土師器 口径 7.0 体部は中位に膨らみを持ち、口縁 外面一口縁部～体部上位ヨコナデ 内外燈色 口縁部一部

柑 底径 部は外反気味に開く。底部は丸底。 中位ヨコナデとケズリが交錯、下 欠損

器高 7.5 位ヨコ、ナナメのケズリ。内面 口

縁部ヨコナデ、体部ヨコナデ、指

頭による整形痕。

4 土師器 口径 21.4 胴部はやや丸みを持って立ち上が 外商一口縁部ヨコ、以下タテ、ナ 内外明赤褐色 ほぽ完形

甑 底径 3.6 り、口縁部は外反気味に開く。 ナメのナデか、磨耗、寺町j落の為不

器高 13.0 明瞭。内面 口縁部ヨコナデ、以

下ナナメのナデ。体部中位にごく

細かなハケ様の細線入る。底面の

貫通孔の周辺は強いヨコナデ。

5 土師器 口径 17.5 胴部は膨らみを持ち、口縁部は外 外商 口縁部ヨコナデ、胴部上位 内外燈色 ほぽ完形

護 底径 5.5 反する。 タテ、ナナメのナデ、中位タテの

器高 23.1 ケズリ。内面口縁部ヨコナデ、

胴部上位指頭による整形痕、中位

～底面ナナメのナデ。

た。平面形は比較的角の明瞭な方形を呈するものと思われるが、規模、主軸方位、カマドの有無など

は不明である。

覆土は単層で、ロームブロックを含む黒褐色土が堆積している。

多量のロームブロックとわずかな炭化物ブロックを含む黒褐色土ないし暗褐色土を全体に敷き込ん

で貼床を形成している。床面には微妙な起伏があり、全体に硬化が顕著である。壁際には壁溝が存在

し、内部にロームブロ ックを含む黒色土が堆積している。

カマドは検出されず、存在する場合は調査区外にあると考えられる。
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貯蔵穴は東隅近くの床面に検出した。平面形は不整な楕円形を呈し、長径80cm、短径70cm、床面か

らの深さ25cmを測る。底面は平坦で、上端と同じく不整な楕円形を呈し、長径20cm、短径30cmを測る。

覆土には細かなロームブロックを含む黒色土が堆積していた。

ピットは床面で2個を検出した。このうちp1は主柱穴である。形態は楕円形で、深さは20cmを測

る。ロームブロックを含む黒色土が堆積し柱跡、裏込めは確認できない。

掘り方底面には緩やかな凹凸が存在する。

遺物 ［図58、写真31]

床面直上の遺物は、散在しているが土師器杯［ 1 J、土師器柑［3 J、土師器甑［4 J、土師器聾［5 J 

など完形に近い遺物の割合が多い。

g Sl-17 

遺構 ［図59～62、写真20]

A区の西壁側に位置し、SI-16と壁を接している。平面形はやや不整な隅丸方形を呈し、規模は南西

壁側でおよそ4.3mを測る。主軸方位はN 75° Eを示す。東壁にカマド、南東隅に貯蔵穴を備える。

覆土は単層で、ロームブロックを含む黒褐色土が堆積している。床面は平坦で、貼床をもたず、ロー

ム面をそのまま床面とし、壁溝も存在しない。

東壁内側のやや南寄りにカマドが付設されている。カマドは東壁に直交せず、焚口をやや北方に振っ

ている。壁への掘り込みをもたない完全な造り付けカマドで、黒褐色土にローム ・白色粘質土 ・焼土

などの細かなブロックを混合した土を用いて構築している。左袖が大きく壊れているが、右袖は遺存

状態が良好である。精査を行ったが、土器片、石材などの構築材の使用や臼玉などを用いた祭杷の痕

跡は認められなかった。燃焼部には緩やかな楕円形の窪みがある。

南東隅の床面にはカマドと南壁の聞に挟まれるようにして貯蔵穴が存在する。平面形はやや歪な円

形を呈し、東西65cm、南北65cm、床面からの深さ25cmを測る。底面は平坦でト30×20cmの楕円形を呈す

。

図59 四方田遺跡W次調査 S卜17床面

59 

2m 
1 :60 

る。内部には細かな炭化物フ令ロックを含

む黒色土が堆積していた。

ピットは掘り方面で大小7個を検出し

た。このうちp1は主柱穴である。形態

は楕円形で、深さは20cmを測る。また、

カマド直下の掘り方面には浅い楕円形の

落ち込みがある。なお、床面の残存状態

から他にも主柱穴が検出されてしかるべ

きところであるが、精査によっても認め

られなかった。
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A66. 5 

。
図60 四方田遺跡W次調査 Sト17掘り方

Sト17出土遺物観察表（1)
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図61 四方田遺跡W次調査

Sト17カマド遺物出土状況

－＝＝＝」寸

A’ 

2m 
1目：60

物タ物d
。 1m 

1 :30 

図62 四方田遺跡W次調査

Sト17カマド

Nu 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口：＠ 17.4 杯部下位に稜を持ち、口縁部は直 外面均二部ヨコナデ、底部放射状 内外燈色 裾部1/2欠
高杯 底径 12.2 線的に開く。柱状部は下位に微妙 のナデ、柱状部タテのナデ、裾部 損

器高 14.1 な膨らみ持ち、屈曲した後裾部広 ヨコナデ。内面 均二部ヨコナデ、

カTる。 柱状部 ・裾部輪積痕。

2 土師器 口径 17.2 杯部下位に稜を持ち、口縁部はほ 外面一杯部ヨコナデ、底部放射状 内外一燈色 脚部1/2欠

高杯 底径 12.8 ぽ直線的に聞く。柱状部直線的に のナデ、柱状部タテのナデ、裾部 損

器高 14.5 開き、屈曲した後裾部広がる。 ヨコナデ。内面一杯部ヨコナデ後

暗文様のミガキ、柱状部輪積痕、

指頭圧痕、裾部ヨコナデ。

3 土師器 口径 17.4 杯部下位に稜を持ち、口縁部は直 外面杯部ヨコナデ、底部ヨコ、 内外明赤褐色 杯部3/4残

高杯 底径 線的に開く。 ナナメのナデ。内面杯部ヨコナ 存。接合面を

器高 デ、底部ヨコナデ。 残し脚部欠

失

4 土師器 口径 体部は丸く膨らみを持ち、底部は 外面体部上位ヨコナデ、中位 内外一明赤褐色 体部2/3残

柑 底径 2.7 上げ底。 ～底部ヨコのケズリ。内面 ヨコ 存

器高 ナデ、上位に輪積痕。

5 土師器 口径 体部中位に膨らみを持ち、底部は 外面体部上位ヨコナデ、中位ヨ 内外明赤褐色 体部1/3残
士甘 底径 3.2 平底だが中央部にわずかな凹み。 コ、ナナメのナデ、下位ヨコケズ 存

器高 リ。内面体部ヨコナデ。

6 土師器 口径 17.0 胴部中位に膨らみを持ち、口縁部 外商一口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ、 内灰褐色 ほぽ完形

整 底径 6.5 は外反気味に関心底面中央に不 ナナメのナデ。内面 口縁部ヨコ 外ー撞色

器高 22.4 整形の凹み。 ナデ、胴部凹凸著しく指頭などに

よる整形痕残る。
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図63 四方田遺跡W次調査 Sト17出土遺物

Sl-17出土遺物観察表（2)

No. 器種 法量（cm) 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

7 土師器 口径 17.8 胴部は膨らみを持ち、口縁部は外 外商一口縁部ヨコナデ、胴部タテ、内外明赤褐色 3/5 
き霊 底径 5.9 反気味に関心底部はわずかに上 ナナメのケズリ、下位指頭による

穂高 26.9 げ底。 整形痕。内面 口縁部ヨコナデ、

胴部ヨコ、ナナメのナデ。

8 土師器 口径 21.5 胴部は下位に膨らみを持ち、口縁 外面一口縁部ヨコナデ、胴部上位 小礁を多く含む。 2/3 
翠 底径 6.5 部は外反気味に開き、端部はつま タテ、ナナメのケズリ、下位ハケ 内外ーにぶい撞色
器高 23.4 み上げられている。底部が大きく 目。粗いハケ目とケズリは同一工

出む上げ底。 具による。内面一口縁部ヨコナデ、

胴部ヨコ、ナナメのナデ。

遺物 ［図63、写真31・32]

床面直上の遺物は、カマド全面とカマド焚口に集中的な分布を見せる。カマド焚口には土師器聾

[ 6・7Jが一括出土しており、本住居跡に伴うものと思われる。
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Sト18土層説明

1 黒褐色土ロームブロック（径1～5mm) 

を少量含む。

2 黒褐色土ロームブロック（径1～10m皿）

を少量含む。

図64 四方田遺跡W次調査 Sト18

Sト18出土遺物観察表（1)

2m 
1 :60 

h Sl-18 

遺構 ［図64、写真21・22]

A区の南西隅に位置する。西半から南壁際

にかけては調査区外にあって、住居跡の北東

側の 1/3程度を検出したにとどまった。平面

形は比較的角が明瞭で、やや不整な方形を呈

するものと思われる。規模は南北4.3m程度を

測る。検出された東壁と並行に仮の軸線をと

れば、主軸方位はN-20。－Eを示す。カマド

もしくは炉および貯蔵穴の有無は不明であ

る。

覆土は上下2層に分けられ、ともにローム

ブロックを含む黒褐色土が堆積する。

床面はほぼ平坦でトあるが、南隅付近ではや

や壁際が低くなっている。貼床をもたず、ロー

ム面をそのまま床面とし、壁溝も存在しない。

カマドや炉、貯蔵穴は検出されず、存在す

る場合は調査区外にあると考えられる。

ピットは2個を検出した。いずれも主柱穴

である。形態は円形で、深さはp1が25cm、

p 2が20cmを測る。土師器の小片を含む黒色

土が堆積し、柱跡、裏込めは確認できない。

遺物 ［図65、写真32]

床面直上の遺物は、東壁から主柱穴聞にか

けて分布する。完形品は少なく土師器杯［ 2] 

1点、のみである。散漫な出土状態から、多く

が住居廃絶後の遺棄や混入によるものと考え

られる。

NC1 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径（13.4)体部は緩やかな丸みを持ち、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、体部ケズ 内外一燈色 1/4 

均二 底径 部は内傾する。 リ。内面ヨコナデ。

器高（ 4. 7) 

2 土師器 口径 12.9 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面一口縁部～体部上位ヨコナデ 内 にぶい赤褐色 完形

均二 底径 4.9 端部はわずかに屈曲。底部中央は 中位～下位ナナメのナデ、底部ケ 外一明赤褐色

器高 6.9 微妙に凹む。 ズリ。内面 ヨコナデ。

3 土師器 口径（12.5)膨らみを持つ体部。口縁部は直立 外面 白縁部～体部上位ヨコナデ 内外明赤褐色 1/4 

巧＝ 底径 気味に立ち上がり端部やや外反。 中位ヨコ、ナナメのナデ。内面 ヨ

器高 コナデ。

に
り
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Sト18出土遺物観察表（2)

NG 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

4 土師器 口f至14.1 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面一口縁部ヨコナデ、体部上位 内外明赤褐色 1/ 2 
杯 底径 5.2 口縁部は短く外反する。底部は平 ヨコ、ナナメのナデ、下位ヨコの

器高 6.5 底。 ケズリ。内面一体部ナナメのナデ、

底部ナデ。

5 土師器 口径 13.3 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部～屈曲部直下ヨコナ 内外赤褐色 一部欠損

杯 底径 3.1 口縁部は外傾して関心底部平底。 デ、体部上位 ・中位ヨコのナデと

器高 5.3 ケズリ、下位ナナメのケズリ。

内面 白縁部～体部上位ヨコのナ

デ、下位放射状のナデ。

6 土師器 口径： 18.0 杯部下位に稜を持ち、口縁部は直 外商杯部ヨコナデ，底部ヨコナ 内外明赤褐色 2/3 

高杯 底径 14.8 線的に開く。柱状部は下位に向 デ後ナナメのケズリ、柱状部タテ

器高 13.2 かつて大きく聞き、裾部広がる。 のナデ、裾部ヨコナデ。内面杯

部ヨコナデ後暗文様のミガキ、柱

状部上半輪積痕、下半ナデ、輪積

痕、裾部ヨコナデ。

7 土師器 口f歪17.7 杯部下位に稜を持ち、口縁部は直 外面杯部ヨコナデ。内面停部 内外一明赤褐色 杯部1/2残
高杯 底径 線的に聞く。 ヨコナデ後暗文様のミガキ。 存

器高

8 土師器 口f室17.9 杯部下位に稜を持ち、口縁部は直 外面口縁部ヨコナデ、杯部～底 内外明赤褐色 坪部1/2残
高杯 底径 線的に聞く。 部磨耗により不明瞭。内面 ヨコ 存

器高 ナデ。

9 土師器 口径（ 9.2) 体部は横に膨らみを持ち、口縁部 外面 白縁部～体部上位ヨコナデ 内外燈色 1/2残存

柑 底径（ 3.6) はやや内轡気味に関心底部は平 下位ヨコ、ナナメのケズリ。内面

器高（ 9.0) 底。 ヨコナデ。頚部に指頭圧痕と絞

り目。

10 土師器 口径 19.8 胴部は中位に膨らみを持ち、口縁 外面一口縁部ヨコナデ、胴部ナナ 内外にぶい燈色 3/5 

喜善 底径 7.3 部は外反気味に開く。 メのナデ、中位にはヨコナデが入

器高（28.9) る。内面 口縁部ヨコナデ、胴部

ヨコ、ナナメのナデ、下位一部ナ

ナメのケズリ。
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i.遺構外出土遺物

IV次調査地点では表土、遺構確認面上層の黒色土及び撹乱においても遺物を検出している。また、

住居跡覆土からも、古墳時代前期の土師器、弥生中期の土器など住居跡よりも古い年代の資料を検出

しており、これらを遺構外出土遺物として一括した。

遺構確認面の上層に発達した黒色土層には古墳時代中期以前の種々の遺物が含まれていた。遺物の

多くは古墳時代中期の土師器で、細片が大部分であったが、中には大型の破片も含まれ、さらにわず

かながら完形品も存在する。検出はできていないものの、黒色土中に住居跡その他何らかの遺構が存

在した可能性は否定しきれない。また、調査範囲内には古墳時代前期、弥生時代中期の遺構を確認で

きないが、出土した該期の資料からは、すでに消滅した古い時期の遺構の存在が推測される。

(1）土師器 ［図66～68、写真34]

図的にS字聾ほか古墳時代前期土師器の拓影を掲げた。1はやや小振りのハケ聾の口縁部～肩部の

破片である。口縁部は強く外反し、くびれ部以下にはヨコハケが施されている。ハケは比較的条聞が

広く、条線が深く整然としている。内面にはヨコ、ナナメのナデが加えられている。破片下端では器

厚3mm前後、くびれ部から肩部にかけてかなり急激に器厚が減じるようである。にぶい褐色を呈する

堅い焼きの土器である。

2～17には、いわゆるS字警の口縁部～脚部片をまとめた。いずれも焼成良好で堅織である。 2～10

は口縁部片である。 3・4は同一個体の可能性がある。 2は端部が短く、比較的屈曲の強いもの、 3・

4は外反度は弱いが、やはり端部が短いものである。 2～4共通して、くびれ部から口縁部にかけて

の屈曲が著しく、胴部の器厚が2、3mmと薄い。外面突出部下には、タテのハケ、肩部にはナナメの

ハケが施されている。 2のくびれ部内面には、ヨコのケズリに近い調整痕をとどめる。 2は灰白色、

3・4は浅黄樟色、ともに細砂をかなり含む。

5～8は、 2～4に比べ、総じて端部が長く、屈曲も弱い。また、 5～7では、器厚も 4、5mmと

厚い。いずれも口縁部の内外面はヨコナデ、 7のみくびれ部直上にナデ消し切れないハケメをとどめ

~一ー・、戸田明色

交1 ：明主?14

宗二ヨ5 甚之二二万a長副吉丈 010
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図66 四方田遺跡W次調査遺構外出土遺物（1)
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る。 5・6は、肩部にナナメのハケが施されている。 5• 6は浅黄樟色、 7・8は灰黄褐色を呈する。

9 • 10は、端部が長く、屈曲の弱いものである。 10の場合、外面の屈曲はとくに微弱である。内外

面ともにヨコナデされている。 9は灰白色、 10は灰黄褐色を呈する。

11～14は胴部上位の破片であろう。 11・12は肩部で、外面にはタテ、あるいはナナメのハケが加え

られ、破片下端には、ヨコのハケメがみとめられる。 11のハケメは、条聞が広く条が整然とし過ぎて

おり、あるいは櫛状の工具によるものかもしれない。内面には、ヨコ、ナナメのナデ、ともにくびれ

部には、指頭による押捺痕をとどめる。 13・14の外面には、ナナメのハケが加えられている。 13では

方向を違え、 14ではハケメ聞に下調整のケズリ痕がみとめられる。 12は灰白色、 13・14は灰黄褐色あ

るいは褐色を呈する。 11は樺色、極めて堅い焼きの土器で、器厚が5mmを越えることから、他器種に

なる可能性も捨て切れない。

15～17は、脚部片である。いずれも外面には、ハケが加えられており、 17ではナナメのハケメが、

タテナデによりほぽ等間隔にナデ消されている。 16の胴部側の内面には、放射状のへラ跡が見られる。

15は樟色、 16は浅黄樺色、 17は灰黄褐色を呈する。

図67・68には古墳時代前 ・中期土師器の実測図を掲げた。土師器器台、ハケ調整を施す土師器柑な

ど確認された住居跡の所属時期をやや遡る年代を示す資料が含まれる。また、土師器片口鉢のような

希少な器種も含まれる。

バ
3 

2 

一

図67 四方田遺跡W次調査遺構外出土遺物（2)[A区］

A区遺構外出土遺物観察表（1)

No. 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径(17.7) 杯部下位に稜を持ち、口縁部は直 外面 白縁部～杯部ヨコナデ、底 内外燈色 杯部1/2残

高杯 底径 線的に開く。 部ヨコ、ナナメのナデ。内面一口 存

器高 縁部 ・均二部ヨコナデ。

2 土師器 口径 鉢体部は丸みを持って立ち上が 外面体部中位ナナメのナデ、下 内外ー樟色 郎部2/3欠

台付鉢 底径 13.0 る。稜直上が凹線状にくぽむ。脚 位ヨコのケズリ、底部ケズリ及び 損

器高 部は膨らみを持ち、裾部広がる。 ナナメのナデ、柱状部タテナデ、

裾部ヨコナデ。内面体部ヨコナ

デ、柱状部指頭痕。裾部ヨコナデ。
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A区遺構外出土遺物観察表（2)

No 器種 法量（cm) 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土・色調 備考

3 土師器 口径 7.3 器受部はわずかに轡曲して立ち上 外面器受部上位タテのナデ、下 内外にぶい赤褐 脚部一部欠
器台 底径 10.2 がり、内底面は半球状に凹む。脚 位タテのケズリ所々ハケ目。内面 色 t員
器高 9.0 部は膨らみを持って関心裾部 器受部上・中位ナナメのナデ、

外 ・下面は面取りされている。 下位の凹部時計回りのケズリ。

4 土師器 口径 8.3 体部は中位に膨らみを持つ。口縁 外面 口縁部ヨコ、ナナメのナデ、内外明赤褐色 ほぽ完形
柑 底径 1.5 部は直線的に聞き、上半わずかに 端部はヨコナデ、体部上位ヨコナ

器高 8.6 湾曲する。底部わずかに上げ底。 デ、中位ヨコ、ナナメのナデ。
内面ーヨコナデ、ノッチ入る。

5 土師器 口径 平底の底部から胴部は直線的に立 外面 ナナメのナデ。粗い条線入 内明赤褐色 底部及び体

小型護？ 底径 3.6 上がる。 る。内面ーヨコ、ナナメのナデ。 外暗赤褐色 部の一部残

器高 存

6 土師器 口径 10.6 体部は中位に膨らみを持つ。口縁 外面 口縁部上半ヨコナデ、下半 内暗赤褐色 3/4 
増 底径 2.5 部は外反気味に関心底部は丸底 ～胴部上位ナナメのハケ目、中 ・外一明赤褐色
器高 14.7 に近く、底面と思われる楕円形の 下位ナナメのケズリ、部分的にハ

平坦面は片側に大きくずれる。 ケ目。内面ーヨコ、ナナメのナデ。

7 土師器 口径（21.9) 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部ヨコナデ，体部上位 内明赤褐色 1/4 
鉢 底径 口縁部は外傾する。 ヨコ、タテナデ、中位剥落の為不 外にぶい赤褐色

器高 明瞭。内面口縁部ナデ、体部ヨ

コ、ナナメのナデ。

8 土師器 口f歪13.2 胴部は中位に膨らみを持ち、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ 内外一明赤褐色 完形
饗 底径 4.7 部は外反気味に開く。 のケズリ、ナデ。内面白縁部ヨ

器高 16.4 コナデ、胴部ヨコ、ナナメのケズ

リ、底部ナナメのナデ。
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図68 四方田遺跡W次調査遺構外出土遺物（3)[ B区］

66 -



B区遺構外出土遺物観察表

Na 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口f歪13.0 体部は膨らみを持ち、口縁部は短 外面 白縁部 ・体部ヨコナデ、底 内外明赤褐色 口縁部一部
巧＝ 底径 5.0 く外傾する。底部は上げ底。 部ヨコのケズリ。内面 口縁部 ・ 欠損

器高 6.5 体部ヨコナデ、底部ヨコのケズリ。

2 土師器 口径E13.0 体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部ヨコナデ、体部ナナ 内外明赤褐色 完形

片口鉢 底径 5.5 口縁部はわずかに外反する。上か メ、タテのナデ、底部ケズリ。

器高 7.0 ら見ると卵形に近く端部の一端を 内面 口縁部ヨコナデ、体部ヨコ、

軽くつまみ片口としている。 ナナメのナデ。

3 土師器 口f釜18.8 杯部下位に稜を持ち、口縁部は直 外面一口縁部～杯部ヨコナデ、珂＝内外明赤褐色 杯部1/2残
高杯 底径 線的に開く。 底部ヨコ、ナナメのナデ。内商杯 存

器高 部ヨコナデ。

4 土師器 口径 19.0 杯部下位に稜を持ち、口縁部は外 外面口縁部～杯部ヨコナデ。 内外一明赤褐色 郎部1/3残
高均二 底径 反気味に開く。 内面白縁部～杯部ヨコナデ。 存

器高

5 土師器 口径 体部は膨らみを持ち、底部は上げ 外面体部ヨコ、ナナメのナデ。 内外ー撞色 体部2/3残

小型壷？ 底径 5.0 底。 内面体部ヨコナデ。 存

器高

6 土師器 口径（15.6)胴部は中位に膨らみを持ち、口縁 外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ 内明赤褐色 3/4 

斐 底径 4.0 部は外反気味に開く。 のケズリ。内面口縁部～胴部ヨ 外ー燈色

器高 13.9 コナデ、胴部中位局所的にケズリ。

7 土師器 ロf至（11.5)胴部は丸く膨らみ、口縁部外傾す 外面 白縁部 ・胴部上位～中位ヨ 内 にぶい赤褐色 2/3 
~ 底径 4.0 る。端部は微妙に屈曲し、先細り コナナメのナデ、下位ケズリ、ナ 外明赤褐色
器高 12.6 となる。 デ。内面 口縁部ヨコナデ、胴部

～底部ヨコ、ナナメのナデ。

8 土師器 口径：（17.1) 胴部は下位に膨らみを持ち、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、胴部上位 内外にぶい赤褐 1/3 

言霊 底径 部は外反気味に聞く。 ～中位ナナメ、ヨコのナデ、下位 色

器高 ナナメのナデ。内面 ヨコ、ナナ

メのケズリ。

9 土師器 口径 胴部直線的に立ち上がる。 外面胴部タテナデ。内面胴部 内外燈色 底部残存

婆？ 底径 6.9 ヨコナデ、ヨコケズリ、底面ケズ

器高 リ。

10 土師器 口径 胴部は丸味を持って立ち上がる。 外面胴部ケズリ、ナデ。内面一胴 内外明赤褐色 1/2 

童話 底径 7.3 底部は上げ底。 部～底部ヨコナデ。

器高

(2) 弥生土器 ［図69、写真33]

今回の調査で出土した弥生土器は、いずれも遺構外出土の細片ではあるが、周辺地域では類例の少

ない中期段階の資料であり、可能な限り図化することにした。 46・47のように時期限定が困難な資料、

20のように後出する可能性のある資料を除けば、総じて胎土 ・焼成が類似しており、弥生時代中期前

半に比定できる。なお、図的：l～3・5• 6・8・12・14～16・19・20・22～25・27・29～31・33・

35～39・41・44・45は、 IV次調査A区出士、その他は、同B区出土である。

1～30には、査の文様片をまとめた。総じて屈曲の少ない形態の壷になると思われるが、器形を明

確に特定できないものの中には、後述する筒形土器や聾が多少含まれる可能性もある。以下文様別に

記載する。

1～19は、沈線と縄文の施された口縁部片、頚胴片である。

1は、口縁部が直立気味に短く立ち上がる査になろうか。口縁部の孤は比較的大きく、小型壷で、は

ない。外面端部には LRの単節縄文が施文され、以下間隔を開け3本の平行沈線が巡らされている。明

赤褐色を呈し、石英粒などの小離を含む硬質の土器である。
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2は沈線の施された頚部片である。頚部下半と思われ、上半には縄文と 2本の沈線、下半は無文部

となっている。縄文は極端に太さの異なる原体を撚った単節縄文で、沈線は幅6mm前後と太く 、浅い

施文が特徴になる。破片右端には、斜位の凹みが見られるが、文様の一部であるかどうか確定できな

い。にぶい褐色を呈し、砂粒 ・小瞭を多量に、とくに金色の雲母粉末をかなり含む。

3～5は、 LRの単節縄文を地文とし沈線の施された頚部片である。沈線幅は 3、4mmで、 5の下端

にはかすかに孤を描く沈線が痕跡的にみとめられる。いずれもにぶい樟色を呈し、 3 • 4の胎土には

小醸が目立つ。

6～11は、 平行沈線の施された頚胴部片である。 6～8・11のように沈線開の間隔がやや広いもの、

- 68 -

遺構外出土遺物（4)四方田遺跡W次調査図的



9・10のように間隔が狭く数本同時に施文されている可能性のあるものがある。地文は、 7がLの無

節縄文、その他は LRの単節縄文である。 6～9はにぶい糧色、 10・11はにぶい黄櫨色で、いずれも小

擦を含む堅い焼きの土器である。

12～19には、直線文に加え、波状文などが加えられる頚胴部片をまとめた。 13は内面の調整が比較

的丁寧なので、丸みをもった鉢体部となる可能性もある。

12では破片左下に斜めの沈線が見られ、 三角文などが描かれていたようである。14は平行沈線の片

方が弱い孤を描き、 16では鋸歯状文、 17・18では波状文が加えられている。 15には縄文を充填した孤

状の区画線が見られ、太頚壷の頚部と考えたが、孤線以下は無文部となっている。 19の沈線は円文の

一部であろうか。円文の内外に同じ縄文が地文として施されている。摩耗が著しく地文が判然としな

い12と無節縄文の16以外の地文は、 LRの単節縄文である。 12・18・19はにぶい褐色、他はにぶい樺色

を呈し、いずれも小磯を含む堅い焼きの土器である。

20～25は縄文のみ施された口縁部片、頚胴部片である。いずれも LRの単節縄文が施文されており、

23・25の破片下には無文部がみとめられる。 22の端部上面には、押捺が加えられ、凹んでいる。 20は

にぶい撞色、他はにぶい褐色で、やはり小醸の目立つ胎土である。 20のみ砂粒 ・小礁が密で、他と異

なる。 20は時期的に後出する可能性もある。

26～30には、地文を欠き沈線や刺突文のみ見られるものをまとめた。 26・27には竹管などによる刺

突文と沈線が施されている。 26は口縁部が直立する小型査になろうか。にぶい樟色、小離を含む堅い

焼きの土器である。器厚がかなり異なるが、 26・27は胎土、刺突文など酷似している。 28には4本以

上の沈線、 29にはやや角張った円弧のような文様が施されている。 29は縄文土器の可能性もある。

31は底面に網代痕の見られる底部片である。網代の編み方は摩耗により判然としない。にぶい樟色

を呈し、砂粒、大小の礁をかなり含む。

32～37は、聾の口縁部片、胴部片で、 32・33は、縄文を地文とし沈線の施されたもの、 34・35は縄

文のみ、 36・37には条痕が施されている。

32はくびれ部を有し、口縁部がゆるやかに開く聾の口縁部片である。端部上面には明瞭な平坦面が

見られる。外面には LRの単節縄文を施文後、鋸歯状に近い波状文と直線文を平行する 2本の沈線で描

き、沈線聞の縄文を磨消している。縄文は撚りが弱く無節に見える箇所もある。にぶい褐色、片岩や

石英の岩片、小醸を含む堅い焼きの土器である。33には LRの単節縄文施文後、 3本の沈線が加えられ

ている。最下段の沈線は他と平行せず、あるいは何らかの文様をなすのかもしれない。にぶい褐色を

呈し、外面は黒みを帯び、やはり硬質である。

34・35もくびれが微弱で口縁部がわずかに外反する器形の警になろうか。 LRの単節縄文のみ施され

ており、 35では、くびれ部付近から無文部になるようである。にぶい樟色で、砂粒 ・小疎を含む。

36は口縁部が大きく開く聾あるいは深鉢である。端部上面に平坦面を有し、連続する押捺が加えら

れている。外面には斜位の条痕が施されている。条の断面はV字状で、深浅がある。内面には斜位の

ケズリが加えられ、砂粒移動の痕跡が見られる。にぶい樟色を呈し、片岩や石英の岩片を含む堅い焼

きの土器である。 37の外面には、横位の条痕が施されている。

38～43は、筒形土器と思われる体部片である。 38～40には、縄文が施されており、磨消手法により

無文部が作出されている。縦横の帯状文が組み合わさり複雑な文様が構成される類、であろう。 41・42
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は浅黄櫨色、他はにぶい樟色である。 43には沈線のみで重四角文が描かれている。沈線は、幅3mm前

後、深く彫り込むような施文が特徴になる。明赤褐色を呈し、砂粒 ・小瞭を含む。焼成良好で硬質の

土器である。

44には、短沈線が加えられた縦長癌状の貼付け文が付されている。貼付け文を中心に沈線が施され、

沈線聞の一部には単節縄文が痕跡的にみとめられる。にぶい樟色を呈し、小離を含む。

45は脚部片である。台付浅鉢などの脚台になるのであろう。脚端径は推定で9cm前後でおる。破片

上端は厚みを増し、円孔の痕跡をとどめる。外面には沈線が巡らされ、脚端にかけて縄文が施文され

ている。縄文はLの無節縄文と思われるが、局所的に節があるようにも見え、単節縄文の可能性もあ

る。にぶい樟色を呈し、片岩や石英の岩片を含む。

46・47は、帰属時期が限定できない口縁部片、胴部片である。 46には半蔵竹管などによる 2本1単

位の斜位の沈線が施され、 47には交差するやや不規則な数本の平行沈線が施されている。 46はにぶい

燈色、 47は褐灰色を呈し、砂粒 ・小瞭をかなり含む。とくに47は、縄文時代前期後半あたりの土器の

可能性も考えられる。

以上で記載を終えるが、全体としていわゆる「神保富士塚式」（石/II 2003）に類似する資料である

ことは間違いない。ただし、違いも見られるようである。第1に、査 ・聾ともに条痕の施された資料

が極めて少ないこと、また「神保富士塚式Jの場合、池上式を伴うが、今回報告する資料は、確実に

池上式と認定できる資料に乏しいことが指摘できる。池上式の可能性があるのは、 15や19の壷頚部片、

池上遺跡で類例が出土している45の台付鉢などであろうが、「神保富士塚式」ほど共伴関係は明瞭では

ない。第1・2の特徴とも関連して、査の頚胴部の文様片の多くが2、3条の平行沈線と縄文の組み

合わせからなること、つまり筒形土器以外に見られる文様がいたって簡素であること、また沈線聞に

無文部が目立つ資料がやや多いことも特徴である。以上の違いは、条痕文の稀少さから見て、「神保富

士塚式」との時期的なずれ、あるいは時間幅の違いに起因する可能性があるが、今後資料の充実を候っ

て改めて検討する必要がある。

(3）石製品・石器 ［図70、写真33]

2点の石製品は、遺構外出土であるが、本来住居跡と関連する資料であろう。 1の剣形石製模造品

はIV次調査地点、A区出土で、質の良くない滑石製である。折損したのか、本来の加工痕なのか判然と

しない部分も多く、研磨も組略である。 2の石製紡錘車は、 IV次調査A区出土である。比較的硬質の

蛇紋岩を用い、表裏面入念な研磨がなされ仕上げられている。

3～5の石器は、いずれも遺構外出土である。縄文土器と確実に認定できる土器が出土していない

ため、ひとまず弥生土器に伴う資料として提示する。

3はIV次調査B区出土である。、基部側の折損した打製石斧であろうか。片面に原疎面を残し、一端

に刃部を作出し、側縁をつぶしている。 4はIV次調査A区出土である。瞭器としたが、あるいは別の

名称が適当なのかもしれない。図の下縁、短辺を刃部と見ることもできないではないが、鋸歯状の側

縁が主に用いられたものと考えた。短辺の加工は組略で、側縁の剥離は、明確に鋸歯状の刃部を作り

出すべくなされているかに見える。5もIV次調査A区出土である。透明度の高い黒曜石を用い、細か

く丁寧な剥離により断面凸レンズ状の器体を作り上げている。
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図70 四方田遺跡W次調査遺構外出土遺物（5)

遺構外出土遺物観察表

亡ゴ
。 5冊

1目2

No 種類 器種 法量（cm・g ）・色調・石材 備考

1 石製品 剣形模造品 長さ： 3.7 幅： 1.9 厚さ .0.4 重さ ：灰色 砂岩製 先端、基部および

側縁の一部欠損。

2 石製品 紡錘車 残存長 ：5.3 残存幅 ：1.2 口径 0.9 重さ ：灰色 蛇文岩製

3 石器 打製石斧 残存長： 7.2 残存幅： 6.5 厚さ 2.1 重さ ：黄灰色 流紋岩製 真中から折損した

援形の石斧か。

4 石器 際器 残存長： 13 残存幅 ：5.5 厚さ ・2.1 重さ ：黄灰色 滑石製 両面に原際面、一

端に両刃、ー側縁

に鋸歯状刃部。

5 石器 石鍍 長さ ：1.8 幅 ：1.3 厚さ： 0.5 重さ ：暗紫灰色 黒曜石製

ヴ
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III 久下東遺跡II次調査

久下東遺跡は古墳から奈良・平安時代にかけての集落遺跡である。集落の形成は古墳前期にはじま

り、 9世紀後半まで継続している。今回報告の久下東遺跡II次調査地点は先行する I次調査地点で検

出の住居跡群とともに同一の集落をなすものである。また、道路を隔てて南側に展開する久下前遺跡

では、これまでの3次にわたる調査により、計13軒の住居跡を検出しているが、同遺跡は地形のうえ

からも久下東遺跡に連続すると考えてよく、この二遺跡は本来同ーの集落跡と見なすべきものである。

久下東 ・久下前遺跡の各調査地点で検出している遺構の総計は、住居跡31軒、溝5条に及び、さらに

周辺ではほかにも土師器片の採集される地点があり、集落跡は遺跡の立地する東西に長い微高地に

沿って、さらに広く展開しているものと予測される。

!59.1 
II I II I II II II II 新 ｜ II I II I II 

160.0 I 
｜｜  

田 ｜ 11 I 
｜｜  

図71 久下東遺跡調査区位置図
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1 調査に至る経過

平成5年5月13日、本庄市大字北堀字久下塚1,308番の 1の土地408m＇において個人専用住宅建設の

開発計画があり、この土地にかかる 『埋蔵文化財所在および取扱いについて』の照会が本圧市教育委

員会あて提出された。本庄市教育委員会において埼玉県教育委員会発行の 『本庄市遺跡分布地図』を

もとに埋蔵文化財の有無を確認したところ、同地は久下東遺跡（53-064）の範囲に含まれることが明

らかとなった。同地はまた、昭和57年度に個人専用住宅の建設に伴い、本庄市教育委員会が調査を行っ

た久下東遺跡I次調査区の東方に近接し、遺構の存在する可能性が高いと判断された。

本庄市教育委員会では以上の状況をふまえ、平成5年5月17日付け本教社発第48号にて事業主体者

あて 『埋蔵文化財の所在について』の回答を送付し、

1.照会のあった土地については久下東遺跡（53064）の範囲内に所在することから現状保存が望ま

しいこと

2.やむを得ず現状変更を実施する場合は、文化財保護法第57条の2の規定により、文化庁長官あて

『埋蔵文化財発掘届』を提出し、事前に記録保存のための発掘調査を実施すること

3.本回答後は関係機関との協議を徹底すること

の旨を伝達した。

その後、本庄市教育委員会では、事業主体者との間で、当該埋蔵文化財の取り扱いについて協議を

を行い、住宅建設部分にかかる約187ぱについて、遺跡の範囲確認を目的する試掘調査を実施すること

となった。試掘調査は平成5年6月10日から 6月11日までの期間で行われた。その結果、現地表から

約0.4mの深さで奈良・平安時代の住居跡と時期不詳の土横・ピットなどの遺構が全体に分布している

ことが明らかになり、遺物も土師器・須恵器片を中心に各所で検出された。

この試掘調査の結果を受け、本庄市教育委員会では当該埋蔵文化財の取り扱いについて、引き続き

事業主体者と協議を行ったが、他に適地がなく、住宅建設部分について、やむをえず記録保存を目的

とした全面発掘調査を行うこととした。

発掘調査のための手続きについては平成5年6月15日付けで事業主体者から文化財保護法第57条の

2第1項の規定による埋蔵文化財発掘の届出が提出され、本庄市教育委員会ではこれを受けて、 平成

5年6月18日付け本教社発第113号にて同届出を埼玉県教育委員会あて進達するとともに、文化財保護

法第98条第1項の規定による埋蔵文化財発掘調査の通知を埼玉県教育委員会を経由して文化庁長官あ

て提出した。これに対し、平成5年7月12日付け教文第3-177号にて埼玉県教育委員会から『周知の

埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について』の通知があり、本圧市教育委員会ではこれを受けて、

平成5年7月21日付け本教社発第145号にて事業主体者あて伝達した。

現地での発掘調査は、本庄市教育委員会が調査主体となり、平成5年6月24日から平成5年8月11

日までの期間で実施した。
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2 調査の方法と経過

a.調査の方法

今回調査の対象としたのは開発申請地のうち住宅建設にかかる約187ばである。当該部分には事前の

試掘調査によって住居跡、土墳、ピットが検出されており、現地表から遺構確認面までは約40cm前後

を測ることが知られていた。また、遺構確認面の上層には遺物包含層が存在し、さらに、耕作によっ

て、表土中にも若干の遺物の混入が認められた。このため、当初から人力によって遺物を検出しつつ、

表土除去、遺構確認の作業を行った。記録については国土座標系により遺構平面図・遺物分布図 1/20、

遺物出土状況1/10で行ったほか、必要な写真の撮影を実施した。

b.調査の経過

調査は平成5年6月24日から平成5年8月11日までの期間で実施した。以下、日付をおって調査の

経過を記すこととする。なおこの問、土 ・日曜日、祭日は休日とし、雨天の場合も作業を中止した。

6月24日（木） 調査区の設定、調査区周りの囲柵作業、機材収納用テントの設営などを実施。

6月25日（金） 人力により調査区の表土除去作業とともに遺構確認作業を実施。表土中から土師器

の小片多数と須恵器片若干を検出。

6月28日（月） 前週に続き表土の除去、遺構確認作業を継続。表土中から土師器・須恵器片を検出。

住居跡、土墳を確認。

6月29日（火） 雨天のため作業中止。

6月30日（水）～7月2日（金） 表土の除去、遺構確認作業を継続。 7月2日（金）夕方までに終了。

湧水があり低い部分に水が溜まりはじめる。

7月5日（月） 雨天のため作業中止。

7月6日（火） 前日の降雨により調査区が全面冠水する。水中ポンプを導入し終日排水作業。

7月7日（水） 朝の段階で再び全面冠水。排水作業完了後、再度、遺構確認作業を実施。住居跡4、

土墳2、井戸跡2を検出。

また、かつて桑畑として利用されていたためか、桑の根の抜痕と思われるピット状の撹乱が全面的

に検出される。

基準点基本杭打ち、 3mピッチでの細部グリッド杭打ち作業を実施。

7月8日（木）～7月9日（金） SI-01・02の調査。湧水が著しく、遺物を出土位置にとどめておくこ

とが不可能な状態となる。

7月12日（月） 雨天のため作業中止。

7月13日（火） 降雨と湧水のため全面冠水。排水作業終了後、 SI01・02の調査を継続。 SI01の調

査を終了。土層ベルト、遺物土柱は流水のためことごとく崩落する。

7月14日（水） SI 02の調査を継続 ・終了。 SI03およびSK01の調査を開始。

湧水が激しいため、調査区中央と壁際に水抜溝を掘削。

7月15日（木）～7月20日（火） 湧水の激しさは変わらず、終日排水作業と平行しながらの調査が続

く。

SI-03および周辺の撹乱群の調査を継続。 7月20日（火）夕方までに Sl-03調査を終了。
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7月21日（水） Sl-04の調査を開始。

7月22日（木） SI 04の調査を継続。 SW-01・02の調査を開始。

7月23日（金） SI-04の調査を終了。 SW-01・02の調査を継続。

7月初日（月） SW-01・02の調査を継続。

7月27日（火） SW-01・02は湧水のため深さ1.0m前後までの覆土を調査できたに過ぎない。遺物は

皆無であった。

7月28日（水） 調査区の全面清掃。

7月29日（木） 全景写真、個別遺構写真の撮影。撮影終了後、調査区全面に平面実測用の水糸張り

を実施。

7月30日（金） 遺構平面実測および土層断面実測を開始。一部発掘機材 ・出土遺物の搬出作業を実

施。

8月2日（月） 遺構平面実測を継続。土層注記を実施。

8月3日（火） 雨天のため実測作業中止。発掘機材の搬出作業を実施。

8月4日（水） 降雨と湧水のためまたも全面冠水。排水作業終了後、遺構平面実測を継続。夕方ま

でに終了。

8月5日（木） 遺構平面実測をもとに調査区全面のレペリ ング作業を実施。

8月6日（金）～8月9日（月） 雨天のため作業中止。

8月10日（火） 出土遺物搬出、発電機、水中ポンプの清掃、機材収納用テントの解体撤収作業を実

施。

8月11日（水） 調査区周りの囲柵の撤去、基準杭の抜去を行いすべての作業を終了。
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3 調査の成果

II次調査で検出した住居跡4軒、土坑1基、井戸跡2基である。対象範囲が狭く、全体の形状の判

明する住居跡は少ない。 I次調査では古墳時代の住居跡が多くを占めたが、II次調査で検出した住居

跡はすべて 7世紀以降に該当する。

なお、 II次調査では調査期間が梅雨時と重複し、周囲の水田にも水が湛えたられている時期であっ

たことから、恒常的な激しい湧水に見舞われ、常時、排水を行いながらの作業となり、遺物・遺構の

確認、土層の観察は困難をきわめた。これとともに、同地は近年まで桑の栽培が行われていたことか

ら、桑の根の抜痕、抜痕した桑の根をまとめて投棄した撹乱、あるいは桑の根そのものが随所にあっ

て、遺構の残存状態は劣悪で、あった。

水
抜
溝

。 2m 
1 :80 

図72 久下東遺跡II次調査区全測図

a. Sl-01 

遺構 ［図73、写真36]

調査区の北西隅に位置する。住居跡南東隅付近の一部を検出したにとどまった。平面形は隅丸の

方形を呈する。規模、主軸方位、カマド ・貯蔵穴の有無などは不明である。

覆土は4層に分けられ、他に比べ最下層の5層がとくに厚いが、 4層ともほぼ水平に堆積している。

下層に堆積するロームフゃロックを含む暗褐色土［4・5層］と、上層に堆積するロームブロックを含

む黒色土［2・3層］に大別される。

床面は平坦で、、貼床をもたず、ローム面をそのまま床面とし、壁溝も存在しない。

カマド ・貯蔵穴は検出されず、存在する場合は調査区外にあると考えられる。

- 76 -



｜∞ JO 国｜ 。｜
3ぬお＂＂

Ci ま議｜ 八J
ノ

トー

a:i I ¥ I。
;;; 
。1

A61.4 A’ 
Sト01土層説明

1 表 土

2 黒色土ロームブロック（径l～5mm）を

少量含む。

3 黒色土ロームブロック（径l～15mm）を

少量含む。

4 暗褐色土ロームブロック（径1～15mm）を

少量含む。

C61. 4 c・ 5 暗褐色土ロームブロック（径1～20mm）を

多量に含む。

。 2m 
1 :60 

図73 久下東遺跡II次調査 S卜01

ピッ トは確認できない。南東隅側の主柱穴が検出される可能性が考えられたが、精査によっても認

められなかった。

遺物 ［図74、写真38]

床面直上の遺物はなく、 覆土から土師器坪・聾が出土した。 いずれも残存率が低く埋没の過程で周

囲から混入したものと考えられる。

Sト01出土遺物観察表

No 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土・色調 備考

1 土師器 口径（11.0)体部は緩やかに丸みを持ち、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、体部ケズ 内明褐色 1/6 
均t 底径 部は微妙に屈曲し立ち上がる。 リ。内面 口縁部ヨコナデ、幅l外樺色
器高 mm余りの条線入る。体部ヨコナデ。

2 土師器 口径(12.4)下位に弱い稜を持ち、体部は丸み 外面 口縁部～体部上位ヨコナデ 内外一種色 1/5 
杯 底径 を持って立ち上がる。 中位ヨコケズリ、下位ケズリ。

器高 内面ヨコナデ。

3 土師器 口径（14.8)体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 白縁部～体部上位ヨコナデ 内檀色 1/6 
杯 底径 口縁部はやや内轡する。 体部下位ケズリ。内面ーヨコナデ。外明褐色

器高

4 土師器 口径(17.2) 体部は緩やかに立ち上がり、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、体部ケズ 内一橿色 内面に炭化

杯 底径 部わずかに内傾する。 リ指押え痕。内面一口縁部 ・体部 外明褐色 物付着。

器高 ヨコナデ。

5 土師器 口径(13.0)体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 白縁部ヨコナデ、体部上位 内外 権色 1/6 

杯 底径 口縁部は内轡する。 粘土が引きずられて動いている。

器高 下位ケズリ。内面 ヨコナデ。

6 土師器 口径（21.8)口縁部外反気味に開く。 外面 口縁部ヨコナデ、輪積痕、 内外ーにぶい橿色 口縁部1/3 
斐 底径 頚部にナデ、ケズリの境に微段。 残存

器高 体部ヨコのケズリ。内面 白縁部

ヨコナデ体部ヨコ、ナナメのナデ。
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図74 久下東遺跡II次調査 S卜01出土遺物

b. Sl-02 

遺構 ［図75、写真36]

調査区の西壁際に位置する。住居跡東隅付近の一部を検出したにとどまった。平面形は比較的角の

明瞭な方形を呈する。規模、主軸方位、カマド ・貯蔵穴の有無などは不明である。

覆土はやや複雑な堆積を見せている。最下層の10層はロームブロックを多量に含む暗褐色土で、覆

土としてはやや不自然な堆積層であり、これを貼床と見て10層上面を床面とすることも不可能ではな

いが、 10層中には残存率の高い土師器杯等が含まれていることから断定は難しい。 10層よりも上の各

層も、桑の根などを含む最近の撹乱とは明確に区別されるものの、通常の住居跡の覆土としては自然

な堆積状況でなく、後代の掘り込みによるものと思われる。 10層下のローム面は中央が緩やかに窪ん

A A' 

S卜02土層説明

／人 1 表 土

2 黒色土ロームプロック（径1～5mm) 

少量含み、炭化物ブロック（径

1～2 mm）、焼土ブロック（径l

A61. 9 A' ～3 mm）を多量に含む。

3 黒褐色土ロームフ。ロック（径1～5mm) 

を少量に含む。

4 黒褐色土ロームブロック（径l～5mm) 

を多量に含む。

5 黒色土ロームプロック（径I～5mm) 

を多量に含み、炭化物ブロック

（径1～5mm）を少量含む。

2m 
6 灰褐色土。

1 :60 7 暗褐色土ロームプロック（径l～15mm)

を多量に含む。

8 黒褐色土 ロームブロック（径1～5mm）を少量含み、白色粘土ブロック（径1～5mm）を少量含む。

9 黒褐色土 ロームブロック（径l～5mm）を少量含み、白色粘土ブロック（径1～15mm）を少量含む。

10 暗褐色土 ロームプロック（径l～20mm）を多量に含む。

11 暗黒色土炭化物ブロック（径1～5mm）、焼土プロック（径1～5mm）を少量含む。

図75 久下東遺跡II次調査 S卜02
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図76 久下東遺跡II次調査 Sト02出土遺物

Sト02出土遺物観察表（1)

Nu 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

1 土師器 口径 12.0 体部は緩やかに立ち上がり、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、体部へラ 内外積色 1/2 

杯 底径（6.8)部は直線的に開く。 ケズリ。内面ーヨコナデ。

器高 2.1

2 土師器 口径 11.4 体部は緩やかに立ち上がり、口縁 外面口縁部ヨコナテ＼細線入る。内外樟色 完形

杯 底径 2.4 部内轡する。 体部上位ヨコケズリ。中位～底部

器高 3.2 ケズリ。内面 ヨコナデ。

3 土師器 口径 15.3 体部は緩やかに立ち上がり、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、体部上位 内外燈色 1/2 

杯 底径 部内湾する。 指押さえ、浅いヨコナデ、中位～底

器高 4.8 部ケズリ。内面 ヨコナデ。

4 土師器 口径（20.8)膨らみの少ない胴部。口縁部は外 外面 白縁部ヨコナデ、体部上位 内外樟色 口縁部1/2

護 底径 反する。 タテのケズリ（磨耗，剥落の為不 残存

器高 明瞭）。内面 口縁部ヨコナデ、屈

曲部ナナメ、ヨコのナデ、体部ナ

ナメを主とするナデ。

5 土師器 口径（23.6)胴部はわずかに丸みを持ち、口縁 外面 白縁部ヨコナデ、体部上位 内燈色 口縁部1/2 
主筆 底径 部は外反する。 タテのケズリ。内面 口縁部ヨコ 外明褐色 残存

器高 ナデ、体部ナナメのナデ。
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Sト02出土遺物観察表（2)

No. 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備考

6 土師器 口径 19.8 膨らみの少ない胴部。口縁部は外 外面一口縁部ヨコナデ、横線状の 内外樺色 2/3 
斐 底径 反する。 凹みあり、輪積痕露出。体部タテ、

器高 ナナメのケズリ。内面 ヨコを主

とするナデ。

7 土師器 口径（21.8)胴部はやや膨らみ、口縁部は外反 外面 口縁部ヨコナデ、体部タテ、 内外燈色 1/2 

婆 底径 反する。 ナナメのケズリ。ケズリ痕にハケ 外明褐色

器高 様の擦痕あり。内商 ヨコナデ。

体部下半接合部にごく一部ケズリ

入る。

でいる。壁溝も存在しない。

カマド ・貯蔵穴は検出されず、存在する場合は調査区外にあると考えられる。

ピッ トは確認できない。東隅側の主柱穴が検出される可能性が考えられたが、精査によっても認め

られなかった。

遺物 ［図76、写真38]

遺物は10層上面から10層中にかけて、土師器杯［ 1～3 J、土師器聾［4～7 Jを検出している。土

師器坪［ 2 Jなどの完形品を含むが、坪、聾ともに遺物の示す年代には幅がある。
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図77 久下東遺跡II次謂査 S卜03
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c Sl-03 

遺構 ［図77、写真37]

調査区の中央に位置する。住居跡の全体を検出したが、北隅および西隅を土坑と撹乱の重複により

失っている。平面形は歪な隅丸長方形を呈し、規模は3.6×3.2mを測る。長軸の方位はN-35°-Wを

示す。

覆土は単層で、細かなロームブロックを含む黒褐色土が堆積している。床面は平坦で、貼床をもた

ず、ローム面をそのまま床面とし、壁溝も存在しない。床面には大小のピットが散在しているが、主

柱穴に該当するものは見当たらない。

遺物 園 78] に唱 イ
遺物は覆土中から、微細な土師器片を多数出土している。図示した

土師器杯［ 1 Jを含め、すべてが混入品と考えられる。

Sト03出土遺物観察表

1No.l 器種 ｜法量化m) 形態 ・成形手法の特徴

10cm 
1 :4 

図78 久下東遺跡II次調査

Sト03出土遺物

調整手法の特徴 胎土 ・色調 備 考

器高 ｜る。

1 I土師器｜口径（13.7) I体部は丸みを持って立ち上がり、｜外面一口縁部ヨコナデ、体部上位｜内外ーにぶい燈色11/6 
杯 ｜底径 ｜口縁部はやや内轡気味に立ち上が｜ナデ、下位ケズリ。内面 ヨコナ

一ア

d Sl-04 

遺構 ［図79、写真37]

調査区の南壁際に位置する。住居跡南東隅付近の一部を検出したにとどまった。平面形は隅丸の方

形を呈する。規模、主軸方位、カマド ・貯蔵穴の有無などは不明である。

覆土は5層に分けられ、壁際にはロームロックを多量に含む褐色土が堆積している。床面中央はロー

ムと炭化物フ、ロックを含む黒褐色土で被覆され、さらに上層にはローム、炭化物、焼土などのブロッ

クを含む黒褐色土が堆積している。

床は多量のロームフゃロックを含む暗褐色土を全体に敷き込んで貼床を形成している。床面の硬化の

、 Fi
A61. 8 A’ 

。 2m 
1:60 

Sト04土層説明

1表土

2 黒褐色土 ロームブロック（径1～5mm）を少量に含む。
3 黒褐色土 ロームブロック（径1～15mm）を少量に含む。

4 黒褐色土 ロームブロック（径l～5mm）、炭化物プロック （径

1～15mm）、焼土ブロック（径1～5mm）を少量含む。

5 黒褐色土 ロームブロック （径 1～5mm）を多量に含み、炭化

物ブロック（径l～5mm）を少量含む。
6 褐色土ロームブロック（径1～5mm）を多量に含む。
7 暗褐色土 ロームブロック （径 1～15mm）を多量に含む。貼床

層。

図79 久下東遺跡II次調査 Sト04
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度合いは湧水のため確認できなかった。壁溝は存在しない。

カマド ・貯蔵穴は検出されず、存在する場合は調査区外にあると考えられる。

掘り方の底面には緩やかな起伏があるが、土坑 ・ピット状の落ち込みは存在しない。

遺物 ［図80]

遺物は覆土中から微細な土師器片を多数出土して

いる。図示した土師器坪［ 1・2］も小片でこれらを

含め、すべてが混入品と考えられる。

。 10cm 
1・4

図80 久下東遺跡II次調査 Sト04出土遺物

Sト04出土遺物観察表

No 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土・色調 備考

1 土師器 口径（10.2)体部は緩やかに立ち上がり、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、体部ケズ 内外燈色 1/ 5 
杯 底径 部はやや内傾して立ち上がる。 リ。内面ヨコナデ。

器高

2 土師器 口径（11.4)体部は緩やかに立ち上がり、口縁 外面 口縁部ヨコナデ（砂粒少々 内燈色 1/4 
均て 底径 部はやや内脅する。 移動）、体部ケズリ。内面 ヨコナ 外一明褐色

器高 ア。

e, SK-01 ［図81、写真37]

調査区中央に位置しSI-03と重複する。覆土は SI-01と同様の細かなロームロックを多量に含む黒褐

色土で、撹乱とは明確に区別されることから土坑として扱った。 SI01との切り合い関係は明確ではな

い。平面形は不整な隅丸長方形で、規模は長径3.0m、短径1.2m、確認面からの深さ0.6mを測る。

遺物は覆土中から土師器坪・ 警の小片を出土した。

f. SW-01 ［図82、写真37]

調査区の東壁際に位置し、東側1/4程度が調査区外にある。湧水のため、確認面からl.Om程度ま

国｜

A’ 

司司P

色∞白｜ 

＼ーノ

A61.4 A' 

。 2m 
1 :60 

図81久下東遺跡II次調査 SK-01 
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図82 市号式 SW-01・02久下東遺跡II火調且

での調査にとどまった。覆土は上層に瞭 ・ロームブロックを含む黒褐色土が堆積していた。確認面で

の平面形は北西 東南方向に長い楕円で、規模は長径が推定3.2m、短径2.5mを測る。

遺物は覆土中から土師器杯 ・聾の小片を少量出土したが、すべて混入品であり、本井戸跡の時期を

示す資料は検出できていない。

g. SW-02 ［図82、写真37]

調査区の東壁近くに位置し、SW-01と重複する。湧水のため、確認面から1.0m程度までの調査にと

どまった。覆土は上層に SW-01と同様の醗・ロームブロックを含む黒褐色土が堆積していた。確認面

での平面形は北西 東南方向に長い楕円で、規模は長径3.2m、短径2.5mを測る。掘り方は南側を中

心に西側から東側にかけての壁が傾斜をもつことから、この部分の崩落によって平面形が楕円を呈す

るものと推測される。

遺物は覆土中から土師器聾の小片を少量出土した。すべて混入品であり、本井戸跡の時期を示す資

料は検出できていない。

h.遺構外出土遺物 ［図83、写真38]

表土と撹乱から出土した遺物を遺構外出土遺物として一括した。表土、揖苦しからは多量の土師器片

が出土しているが、ほとんどが表面の摩耗した小片であり、器種を特定できる資料は少ない。図示し

た7点も残存率の低いものが多い。年代も古墳時代から奈良 ・平安時代までの幅があるが、これまで

久下東 ・久下前遺跡で検出している集落の年代から外れるものは含まれない。
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図83 久下東遺跡II次調査遺構外出土遺物

遺構外出土遺物観察表

NQ 器種 法量（cm) 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土・色調 備考

1 土師器 口径（12.7) 体部は緩やかに立ち上がり、口縁 外面 白縁部ヨコナデ、体部交叉 内外明褐色 1/8 
均二 底径 部は直線的に立ち上がる。 するケズリ。内面ーヨコナデ。

器高

2 土師器 口径(14.3)浅い体部から、口縁部は内管気味 外面一口縁部・体部ヨコナデによ 内外燈色 1/2 

均＝ 底径 8.2 に立ち上がる。 り粘土が動いた細かな亀裂あり。

口径（ 2. 7) 底面ケズリ。内面 ヨコナデ。

3 土師器 口径~(14. 6) 体部は緩やかに立ち上がり、口縁 外面 口縁部ヨコナデ、体部との 内にぶい燈色 1/3 
珂く 底径 部は微妙に轡曲しながら立ち上が 境に凹線状のくぼみ。内面 ヨコ 内樟色

器高 る。 を主とするナデ。

4 土師器 口径（14.5)体部は丸みを持って立ち上がり、 外面 口縁部ヨコナデ、体部上位 内外燈色 1/8 

杯 底径 口縁部内轡する。 ヨコナデ、微妙に砂粒動く。中位

器高 以下ケズリ。内面 ヨコナデ。

5 土師器 口径 21.0 口縁部わずかに外反して開く。 外面一口縁部ヨコナデ、屈曲部へ 内機色 口縁部1/2

護 底径 ラ先の刺突が点在、体部ケズリ。 外ーにぶい燈色 残存

器高 内面 口縁部ヨコナデ、体部ヨコ、

ナナメのナデ。

6 土師器 口径（18.7) 口縁部外反気味に聞く。 外面 口縁部ヨコナデ、輪積痕、 内外一明褐色 口縁部1/3 

婆 底径 体部上位ヨコ、ナナメのケズリ、 残存

器高 部分的にハケ様の擦痕残る。中位

ナナメを主とするナデ。内面 口

縁部ヨコナデ体部ナナメのナデ、

ノ、ヶ部分的に入る。

7 土師器 口f歪（23.6)口縁部直線的に開く。 外面 白縁部ヨコナデ、体部ケズ 内明褐色 口縁部1/2

~ 底径 リ（磨耗の為不明瞭）。内面 ヨコ 外掻色 残存

器高 ナデ。

84 



W まとめ

1 .住居跡出土土器の諸特徴

以下では、四方回遺跡のII～IV次調査出土遺物の内、主に古墳時代中期の土器について、簡単なま

とめを行うことにしたい。まず、比較的出土量の多い住居跡を選び、出土土器の特徴について記し、

それらを比較 ・検討する。検討に当たっては、児玉地域の該期土器に関するこれまでの諸研究（恋河

内1995・1996、中村1989・1999、立石他1982・1983など）を参考にした。

S卜05出土土器 （図25:1～8) 図化できた土器は8点と少ないが、明瞭な特徴を備えている。ひ

とつは台付聾の残存であり、いまひとつの特徴は高坪の形態、調整手法などに見られる特徴である。

台付聾6は、胴部中位以下が長く、短い台部の付く台付聾で、胴部上位以下には部分的に条線の走

る組いケズリが加えられている。ケズリは使用部位がささくれた板のようなものでなされたらしく、

条線の鮮明な部分ではハケ様に見える。 6の台付警が末期に近い特徴を備えていることは確かであろ

う。口縁部が短く直立し輪積痕をとどめる聾7も古い段階に限られる可能性がある。

長脚の高坪3は、比較的浅い坪部が大きく直線的に開き、接合部がくびれ、柱状部がわずかに膨ら

む形態である。全体の形状、坪部の比較的密なミガキ、柱状部の細かな細線の入る面取り様のナデな

ども古い段階の特徴と見られる。また、共伴するか否か多少問題が残るが、小型高杯かと思われる脚

部に透孔のある高坪接合部片2が出土している。脚部に円形の透孔を有する例は、他には SI-3の高坪

3・5、SI-9の器台5のみで、古い段階に限られると見てよい。いずれにせよ SI05出土土器が、今

回報告例の内、古墳時代中期土器に関して最も古い様相を示すことは間違いない。

Sト06出土土器（図32: 1～26、図33: 27～33) SI-06はSI-05を切って構築された住居跡であるが、

出土土器の様相は大きく異なる。まず坪類が多く、小型の唱が1点と僅少であることが指摘できる。

22はカマドの支脚に転用された高杯であり、高坪も相対的に乏しいとすることができる。

坪類は、屈曲なく全体に丸みをもっ椀状のもの、口縁部が内傾ないしは直立するもの、口縁部が外

傾するものの 3種からなり、口縁部が内傾、直立するものをはじめとして丸底化が進行していること

が特徴のひとつである。口縁部が短く屈曲する杯は、法量、胎土も近似しており、屈折部直下の内面

に鋭利な工具による弧状、切傷状の調整痕、整形痕が共通して見られる。口縁部が内管する丸底の中

型査も新しい傾向を示す。高杯は杯部が深めで口径と底径の差が少なく、脚部が短いことが特徴的で

ある。奮はなで肩の長胴気味の器形が目立ち、甑33の器形にも次代への傾斜がみとめられる。

S卜09出土土器 （図39:1～12) 土器の数は多くないが、時期的な特徴をもっと思われるため例示

しておきたい。器種構成の特徴としては、増 ・高坪が量的に高い比率を占めることに尽きる。この点

で、後述する SI15出土土器などと共通するが、 高坪の形態などに違いが見られる。高坪6～8は、例

えばSI-15の高坪2～6に比べ杯部が浅く、聞きが大きい。脚部では接合部が細く長脚であり、この点

では SI05の高坪の形態に近い。杯1・器台 5・高杯11は、時期的に異なると見ることもできる。

Sト14出土土器 （図52: 1～17、図53:18～22) ほとんどの器種が出そろっており、器種構成の一

端をうかがい知ることができる。坪類と高坪が数の上で括抗しており、柑が1点にとどまることが一

見して判る特徴である。器種別の特徴としては、坪類が椀状の 1を除いて、口禄部が短く外折する形

Rυ 。。



態ばかりであること、やはり 1を除いていずれも小さな平底ないしは凹み底となること、高杯には低

脚の傾向が見られることなどがあげられる。また口径に比し器高の低い聾15の底部がいわゆる輪台状

を呈すること、甑21はSI02の甑7やSI06の甑33に連なる形態的特徴をもつことが注意される。

Sト15出土土器 （図55:1～14、図56: 15～33) 器種構成の特徴は、坪類が見られず、高坪と土甘が

ほぼ同量出土していることに尽きる。高坪には有段高杯が3点含まれ、土甘の多くは口縁部が比較的長

く、暗文様のミガキの施された23が含まれる。台付鉢と呼称される 1は、内外面にミガキが多用され

る点は高杯と共通するが、器形的には口縁部が外折する坪に類似しており、位置付けがむずかしい。

2.住居跡出土土器の推移

以上気付いた点を列記したが、出土土器の器種構成のみから見ても、遺構聞にかなりの時期差が見

込まれることは明らかである。遺構外出土土器を含めれば遺跡全体としての時間幅は大きいが、住居

跡出土土器に限るなら、古墳時代中期、末期的な台付ハケ聾の残存する段階から SI11、模倣杯の定着、

盛行する段階までの期間におさまるとしてよしユ。主要な時期に関しては、器種構成の推移のみからだ

けでもおおよその土器様相の推移の見通しを立てることができる。

まず坪類がほとんど見られず、増、高坪が量的に卓越し、また両者が数の上で近い段階と坪類が定

着するとともに増、高坪がともに少数となる 2つの段階に大きく分けることができる。前者には、上

に取り上げた住居跡出土土器群の内、 SI05・09・15出土土器が該当し、後者としては SI06・14出土

土器を充てることができる。前者はさらに台付ハケ警の残存と高坪が古式の形態を保つ SI05の段階

と高坪の低脚化が進んだSI15の段階に分けられ、 SI-09出土土器は両者の中聞に位置付けられる。

Sl-06・14の段階は、杯類が定着する段階と見てよいが、 SI06・14出土の坪類のみに限っても明瞭

な違いがみとめられる。 Sl-14出土の杯1～6は、 SI-06の杯1～15に比し、全体的に法量が小さくバ

ラツキも大きい。また SI06出土の坪類には、次期への傾斜が著しい、口縁部が内傾もしくは直立する

ものが含まれ、その種の形態の坪類を中心に丸底化が進んで、いることなどの違いが指摘できる。 SI06 

出土土器の場合、高坪21のように低脚化とともに坪部の口径／底径が小さい例も含まれ、また短頚丸

底の柑（中型査） 18～20が見られ、甑33も次期のそれと近似するなど、 SI14に比し明らかに新しい特

徴を備えた土器が見られる。 SI←11の模倣坪2は、 SI-06出土の杯類に後出するものであろう。

以上より今回報告する四方田遺跡の住居跡出土土器は、SI05→ SI 09→ SI 15→ SI 14→ SI 06の5

段階の変遷、推移の過程を踏んだものと見ることができる。他の住居跡出土土器に関しては、 SI-05出

土土器の段階には、 SI01・07出土土器が、 SI09出土土器の段階には、 SI03・13出土土器が、 SI-15

出土土器の段階には、 SI-04・17出土土器が、 SI-14出土土器の段階には、 Sl-18出土土器が、 SI06出

土土器の段階には、 SI02・16出土土器がおおむね併行する。 Sl-10出土土器は、 SI-06出土土器の直後

のさらに丸底化が進んだ段階、そして最終的に SI-11出土土器に代表される模倣杯が定着、盛行する段

階を迎えるものと考えられる。今回検出した住居跡は、以上の土器様相から見て、古墳時代中期初頭

に近い段階から後期にかけ継続的に営まれた集落の一角であるとしてよいであろう。

器台の位置付けやSI07の高坪1のような異系統土器の問題をはじめとし、器種、器形ごとの形態変

化、何よりも住居跡出土土器群全体の位置付けの問題など未解決の問題が多々残るが、積み残した課

題については、周辺諸遺跡出土土器との比較を進める中で、改めて考え直したいと考える。
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四方田遺跡H次調査

調査前全景［南から］

四方田遺跡H次調査

調査区全景［南から］

四方田遺跡H次調査

調査区全景［北から］

写真 1 



写真 2 

四方田遺跡II次調査

S1-01床面検出状況［南から］

四方田遺跡II次調査

S1-02遺物検出状況［西から］

四方田遺跡II次調査

S1-02床面検出状況［西から］



写真 3 

四方田遺跡H次調査

S1-02掘り方検出状況［西から］

四方田遺跡H次調宣

S1-02カマド遺物検出状況

四方田遺跡｜｜次調査

S1-02力マド検出状況



写真 4 

四方田遺跡II次調査

S1-02貯蔵穴遺物検出状況

四方田遺跡H次調査

S1-03遺物検出状況［南西から］

四方田遺跡II次調査

S1-03床面検出状況［南西から］



写真 5 

四方田遺跡II次調査

S1-04・05遺物検出状況［西から］

四方田遺跡II次調査

S1-04・05掘り方検出状況［南西から］

四方田遺跡II次調査

S1-04・05掘り方検出状況［南東から］



写真 6 

四方田遺跡 II次調査

S1-05貯蔵穴遺物横出状況

四方田遺跡II次調査

S1-06遺物検出状況［南から］

四方田遺跡H次調査

S1-06掘り方検出状況［南から］



写真 7 

四方田遺跡H次調査

S1-06カマド遺物検出状況

四方田遺跡 II次調宣

S1-06カマド検出状況

四方田遺跡H次調査

S1-06貯蔵穴遺物検出状況



写真 8 

四方田遺跡H次調査

S1-07・08・09遺物検出状況［東から］

四方田遺跡II次調査

S1-07・08・09床面検出状況［東から］

四方田遺跡H次調査

S1-07・08・09掘り方検出状況［東から］



写真 9 

四方田遺跡H次調査

S1-07・08・09掘り方積出状況［東から］

四方田遺跡H次調査

S1-09貯蔵穴遺物検出状況

四方田遺跡H次調査

S1-09貯蔵穴検出状況



写真 10 

四方田遺跡IV次調査

調査前全景［南から］

四方田遺跡IV次調査

B区全景［束力、ら］

四方田遺跡IV次調査

B区全景［西から］



写真 1 1 

四方田遺跡IV次調査

S 1-11遺物検出状況［西から］

四方田遺跡IV次調査

S 1-11遺物検出状況［北から］

四方田遺跡IV次調査

S 1-11床面検出状況［北から］



写真 12 

四方田遺跡IV次調査

S 1-11掘り方検出状況［北から］

四方田遺跡IV次調査

S1-12・13掘り方検出状況［南東から］

四方田遺跡IV次調査

S1-12・13掘り方検出状況［南から］



四方田遺跡IV次調査

A区全畢［北から］

四方田遺跡IV次調査

A区全畢［商から］

四方田遺跡IV次調査

A区全景［南西から］

写真 13 



写真 14 

四方田遺跡IV次調査

S1-14床面検出状況［西から］

四方田遺跡IV次調査

S1-14床面検出状況［南西から］

四方田遺跡IV次調査

S1-14床面検出状況［南東から］



写真 15 

四方田遺跡IV次調査

Sl-14掘り方検出状況［西から］

四方田遺跡IV次調査

Sl-14掘り方検出状況［南から］

四方田遺跡IV次調査

Sl-14掘り方検出状況［南東から］



写真 16 

四方田遺跡IV次調査

S1-14力マド遺物検出状況

四方田遺跡IV次調査

S1-14カマド遺物検出状況

四方田遺跡IV次調査

S1-14カマド遺物検出状況



写真 17 

四方田遺跡IV次調査

S1-15床面検出状況［北西から］

四方田遺跡IV次調査

S1-15掘り方検出状況［北から］

四方田遺跡IV次調査

S1-15掘り方倹出状況［南西から］



写真 18 

四方田遺跡IV次調査

S1-15貯蔵穴検出状況

四方田遺跡IV次調査

S1-15貯蔵穴遺物検出状況

四方田遺跡IV次調査

S1-15貯蔵穴検出状況



19 写真

四方田遺跡IV次調査

S1-16遺物検出状況［東から］

四方田遺跡IV次調査

S1-16遺物検出状況［西から］
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四方回遺跡IV次調査

S1-16掘り方検出状況［西から］



写真 20 
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四方田遺跡IV次調査

S1-17床面検出状況［南東から］

四方田遺跡IV次調査

S 1-17掘り方検出状況［南東から］

四方田遺跡IV次調査

S1-17力マド遺物検出状況



写真 21 

四方田遺跡IV次調査

S1 -18遺物検出状況［北から］

四方田遺跡IV次調査

S1-18遺物検出状況［束力、ら］

四方田遺跡IV次調査

S1-18床面積出状況［北から］



写真 22 
り

四方田遺跡IV次調査

S1-18床面検出状況［東から］

四方回遺跡IV次調査

S1-18掘り方検出状況［北から］

四方田遺跡IV次調査

S1-18掘り方検出状況［東から］



写真 23 

3 

四方田遺跡 II次調査 S1-01 出土遺物

四方田遺跡II次調査 S1-02 出土遺物

2 

4 5 6 

四方田遺跡H次調査 S1-03 出土遺物



写真 24 

2 3 7 

8 

4 

5 

四方田遺跡H次調宣 S1-04 出土遺物

思園1
7 

四方田遺跡H次調査 S1-05 出土遺物



写真 25 

23 

24 

四方田遺跡II次調査 S1-06 出土遺物（1) 



写真 26 

27 

28 

34 

31 

四方田遺跡II次調査 S1-06 出土遺物（2)



写真 27 

、圃，
四方田遺跡｜｜次調査 S1・07出土遺物

5 

9 10 J l 

四方田遺跡II次調査 S1-09 出土遺物

3 

四方田遺跡H次調査 S1-10 出土遺物



写真 28 

巳」
四方田遺跡IV次調査 S 1-11 出土遺物（1) 四方田遺跡IV次調査 S1-13 出土遺物

13 14 

四方田遺跡IV次調査 S1-14 出土遺物（1)



写真 29 

18 

20 22 

四方田遺跡IV次調査 S1-14 出土遺物（2)

2 

四方田遺跡IV次調査 S1-15 出土遺物（1)



写真 30 

12 13 

14 I 5 16 17 

19 

20 21 

25 

22 

四方田遺跡IV次調査 S1-15 出土遺物（2)



写真 31 

32 33 

四方田遺跡IV次調査 S1-15 出土遺物（3)

2 

四方田遺跡IV次調査 S1-16 出土遺物

2 

4 5 

四方田遺跡IV次調査 S1-17 出土遺物 （1) 



写真 32 

四方田遺跡IV次調査 S1-17 出土遺物（2)

3 

9 

四方田遺跡IV次調査 S1-18 出土遺物



写真 33 
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四方田遺跡IV次調査 遺構外出土遺物（弥生土器）

' 
5 

4 

四方田遺跡IV次調査遺構外出土遺物（石製品・石器）



写真 34 

5 2 

四方田遺跡IV次調査遺構外出土遺物［A区］

5 

9 

四方田遺跡IV次調査遺構外出土遺物［B区］
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四方田遺跡川次調査 出土遺物



写真 35 

久下東遺跡II次調査

調査前全景［北西から］

久下東遺跡II次調査

久下東調査区全景［西から］

久下東遺跡II次調査

久下東調査区全景［東から］



写真 36 

久下東遺跡II次調査

S1-01掘り方検出状況［南から］

久下東遺跡II次調査

S1-01掘り方検出状況［束力、ら］

久下東遺跡H次調査

S1-02遺物検出状況［南東から］



写真 37 

久下東遺跡 II次調査

S 1-03・SK-01検出状況［北東から］

久下東遺跡H次調査

S1-04検出状況［北東から］

久下東遺跡H次調査

SW-01・02検出状況［南から］



写真 38 

久下東遺跡II次調査 S1-01 出土遺物

5 

久下東遺跡H次調査 S1-02 出土遺物

久下東遺跡H次調査遺構外出土遺物
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